
    
      
        
      
    

  

























































竜と祭礼２

─伝承する魔女─









筑紫一明







[image: ]









本書に掲載されているコンテンツの著作権等の知的財産権およびその他すべての権利は、ＳＢクリエイティブ株式会社または正当な権利を有する第三者に帰属します。

本書の内容を権利者の許諾なく複製・複写・翻案・放送・出版・データ配信（送信可能化を含む）などすることはできません。








カバー・口絵　本文イラスト

Enji









CONTENTS




プロローグ

一章　魔女は森に住む

二章　魔女は人を喰う

三章　魔女は生きている

四章　魔女はいない

エピローグ







[image: ]




　踊りの輪に入っていくことができなかった。君の齢としでは参加できないよ、と彼女に教えた彼らは、こちらに目もくれず、収穫を終えた畑の上を跳ねている。本当は資格はあったのだろう。はしゃぐ若者のなかには、自分より年下の子もいた。

　どうしたの？　と大人たちが言ってくる。どうしたの？　踊りにいかないの？　お腹なかが痛いの？　伸ばされた手を払って、少女は後ろに下がった。

　大人は、むかし子供だったから、子供のことは理解できると信じこんでいる。どうしてそんな勘違いをするのだろう？　生まれるまえのことを憶えている子供がいないように、大人になるまえのことを憶えている大人はいない。単純な道理なのに。

　黙って畑に視線を向ける。

　羨うらやましいとも、憎いとも、思いたくない。

　何も考えず、踊る彼らを見つめたかった。

　ふいに視界に奇妙な影が映った。

　少女は眼をしばたたかせる。

　熱を増していく踊りの輪の、向こう。

　畑を挟んだ反対側。

　そこに、黒い人影。

　しばらくのあいだ、自分にしか見えないのかと思っていた。踊っている若者たちも、近くにいる大人たちも、誰だれひとり気づかなかったから。

　ぽつ、と鼻先に冷たい感触がした。

　見上げると、灰色の雲から雫しずくが降っていた。

　雨だ、と思う間もなく、視界が白く染まり、空のちぎれる音がした。

　何もかもが白くけむる世界のなか、その黒い影だけは消えることなく、くっきりと浮かび上がった。




「魔女」




　誰かがそう口にした。

　魔女だ、魔女がいる、魔女が来た──恐怖は人から人へ伝播でんぱし、その怯おびえが雲まで伝わったのか、天地をひっくり返したような雨が降り始めた。

　大人も子供も恐慌を来きたし、泥塗まみれになりながら、遠くへ逃げ去っていく。激しい雨のせいで、彼らの恐れる顔も悲鳴も紛まぎれてしまったけれど。

　たった一人残された少女は、畑を渡った。

　ぐずぐずになった土の感触が気持ち悪い。何度も足をとられそうになって、それでも真まっ直すぐに歩いた。

　近づいていくと、黒い人影はこちらに視線を向けた──ような気がした。自分よりずっと背が高く、顔がよく見えない。

「あなたは魔女なの？」と少女は言った。

　自分の声も搔かき消される雨のなかで、なぜか相手の言葉がはっきり聞こえる。

「そうだよ」

「これは、あなたが降らせたのね？」

「私が？」魔女は愉快そうに言った。「どうしてそんなことをする？　むしろ君が降らせたんじゃないのか？」

「なぜそう思うの？」

「そんな顔をしているからね」

　そんな顔って？　と言いかけて、揶揄からかわれていると気づいた。

「あなたのお家うちはどこかしら？」

「森の奥さ」

「……ねえ、わたしも連れていってよ」

「へええ、いいのかい？」

「どうして？」

「知らないの？」その口が三日月の形に歪ゆがむ。「魔女は、人間を喰くうんだよ」

「そうなんだ」

「おや、怖がらないね」

「だって怖くないもの」

「ふーん、それなら一緒に来るといい」

「うん」

「本当に、いいんだね？」

「かまわないわよ。だって──」

　食べられてしまえば、もう何も悩むことはないだろう。

　死ねば、きっと、死ぬまえのことは忘れてしまうから。





○






　王都というからには凄すさまじい混雑を予想していたが、通行人の多さは普段過ごしているレイレストと大差ない。ただ、人々の顔ぶれが違うように観察される。顔ぶれというか、顔の向き、というべきだろうか。

　レイレストを訪れる人々は、それが商人であれ旅人であれ、レイレストを目的にしているわけではない。目的地へ向かう途中の中継地、休憩場所としてやって来る。最もそれが顕著なのは商人で、街から街へ物品を動かすことで金を得ている彼らは、今いる街のことなど考えていない。つねにこれから行く街のことで頭がいっぱいのようだ。

　その点、王都は違う。王都を訪れる人々にとってはここが終着である。いずれ始発の地になるとしても、ひとまずのところ、彼らは辿たどり着いたのだ。次に行く街のことは頭から消えてしまい、今いる場所のことだけ考えている。だからなのか、道行く人々は皆どこか緩ゆるんで見える。大勢の人間が集まっているのに忙せわしなさを感じない。

　表通りに面した窓を見ながら、そんなことを考えた。

　イクスは人を待っていた。

　広々とした部屋である。

　入口から新たな客が入ってきた。清潔な店員が音もたてずその傍そばへ歩み寄る。談笑しつつ奥の部屋へ導いていった。そちらには商品の魔法杖まほうじょうがいくつも並んでいる。先ほど見せてもらったが、いずれも最上級の品ばかりだった。

　店に入ってすぐ商品部屋にしたほうが良い気がするのだが、この部屋は何に使われているのだろう。豪華な内装で、端に椅子いすと机が何脚も並び、間を衝立ついたてで遮さえぎっている。自分以外に座っている人の姿はない。数名の店員が、直立不動で新たな客を待ち構えているだけだ。イクスは奥の席に座っていた。

「イクスさま」と声がかかった。

　作業着姿の若い男が立っている。顔を向けると、「こちらへ」と言って、別の部屋へ通じる扉を開けた。

　いくつか裏の部屋を経由した。普段は使用されない道具の倉庫を通り、また数名の職人が黙々と作業を行っている部屋も通過した。一瞬見ただけで、どの人物も熟練した魔法杖職人であることが窺うかがえた。いまだ見習いの自分には及およびもつかない杖作りたちである。

　建物の奥まで進み、重そうな扉の前で男は立ち止まった。こちらを振り向き、「お待ちです」と言う。

「開けていいのか？」扉の脇わきで気を付けをした彼に訊たずねる。

「私には開けられません」

「そうか」

　見た目より扉は軽く開いた。

　むっとした香の匂においが鼻を衝つく。

　室内は薄暗かった。窓がなく、明りに蠟燭ろうそくが数本立っている。扉を開けたことで空気の流れが生まれ、灯火とうかが揺らめいた。内装は非常に派手で、部屋じゅうが赤と金で彩いろどられている。これで明るければ、眼がちかちかしたことだろう。

　部屋の中央に大きな寝台が設しつらえてあった。こちらも派手な赤と金色。薄布の仕切りが降ろされており、内側は見通せない。

　イクスが無造作に薄布を払うと、寝台の人物が身動みじろぎした。

「イクスだ」と告げる。

「遠路を、よく来たな」

　部屋にくぐもった声が響く。

　くぐもっているのは、その相手が仮面を被っているからだ。

　仮面──目もとだけを蔽おおうものではなく、むしろ顔よりはるかに巨大。縦に長い楕円形で、斜めに傾けて装着していた。木彫りを白く塗装し、表面に民族的な模様で顔が描かれている。声はその後ろからしている。

　異様なのは仮面だけではなかった。上半身を起こしている姿勢だが、鮮やかな赤髪は寝台に広がり、端から垂れるほど長い。恰好かっこうは寝間着でなく、貴族の舞踏会に出席するのかという高級な衣裳を纏まとっており、首や手にも過剰なまでの飾りを付けている。傍かたわらでは香炉が白い煙をくゆらせていた。だんだん頭がぼうっとしてくるような香りだった。

　イクスは頭を振って、相手を見据えた。

「何の用で呼んだんだ、義姉さん」

　長姉──ムンジル門弟の一番弟子──ラユマタは、優雅な仕草で寝台の端を示した。ちゃり、と金属の触れ合う音がする。

「座れ」ゆっくりとした声で言う。

「いや、立ったままでいい」

「座れ」

「俺おれは──」

「座れ」


「…………」



　イクスは寝台の端に腰を下ろした。信じ難がたいほど柔らかい。彼の体重で布団ふとんが沈み込み、数房の髪が床に触れた。

　弟子のなかで末っ子にあたる自分が長姉に逆らえる道理はない。師匠が死んだ今となっては、最も頭の上がらない相手である。

　手を突き、上半身だけ振り返る姿勢になる。

「杖を作っていないそうだな」ラユマタは言った。

「なぜ知ってる？」

「モルナに聞いた」それは彼女から見れば妹弟子、イクスから見れば姉弟子であり現在の居候先にあたる職人の名である。

「……そうか」

「なぜだ」

「俺が作る理由がないだろ。店の人手は足りている。俺が作るより義姉さんが作ったほうが良い品になるんだから、しゃしゃり出ることはない」

「あの子は天才だ。今言った理由が本当なら、おまえは一生杖を作れないだろう。否いな、その理屈でいけば、最高の職人以外には杖を作る理由がない。そう言いたいのか」

「……杖を作る理由なんてどうでもいいだろ」むしろ、それがわからないからこそ杖を作れないでいるのだが。「それとも助言でもしてくれるのか？」

「まさか。なぜ私がおまえを助けるのだ」

「じゃあ早く本題に入れ。いったい何の用でわざわざ王都まで呼びつけた？」

「杖壁じょうへきが解かれた」

「は──？」

　あまりにも簡単にそう言われ、イクスは啞然あぜんとした。

「杖壁って、ど、どこの？　破られたのか？」思わず強い口調で問いただす。

「無論ここ──王都の杖壁だ。破られてはいない。解かれたというのも、まだ確定したわけではない。そう書いてある密書が発見されただけだ」

「密書──って」

「商人の荷車に隠されていたのを、門番が発見した。本人も知らないまま忍ばされていたらしい。定期的に同じ経路を通るのだ、優秀な運び屋だったことだろう。調べてはいるが送り主も宛先あてさきも不明。密書を押収したからには、二度とその商人は使われまい。泳がせればよかったものを、愚かなことだ」

　話によれば、その密書に「王都の杖壁の解き方がわかった」と記してあったという。

　杖壁とは、城壁に組み入れる特殊な魔法杖のことだ。一言で言えば、超巨大な長杖である。一本の樹を丸ごと杖に加工し、城壁の内部に組み入れる。そして敵が攻めてきたとき起動させ、周囲の城壁や城門の強度を上げる。攻城杖といった対抗兵器も開発されているが、防衛の要であることに変わりはない。

　一般的に、杖壁には、「錠」と呼ばれる安全装置が組み込まれる。魔法的な暗号のようなもので、これを特定の手順で「解錠」すると、杖壁の機能はすべて停止する。叛乱等で乗っ取られた場合に備えての処置だという。解き方は錠をかけた本人にもわからないようになっており、ごく数人の指導者や権力者のみが把握している。

　イクスは怪訝けげんな表情を浮かべた。

「誰かの悪戯じゃないのか？」

「密書には他にも王都の警備状況が記されていた。それも機密事項だが、情報にほぼ瑕疵かしはなかったと聞いている」

「本当か？　王都の杖壁だぞ？　並大抵の難度じゃない。職人を何人も集めて議論して、それでも解錠できるかは五分ごぶだろう。密かに調べて解くなんてこと──」

「おまえの考えることを他人が考えていないと思うのか」ラユマタは一息に言った。「そのような議論はとうになされたのだ。既に結論も出ている。一時的に王都の警戒を高め、同時に新たな錠を設ける。それを私が担当すると決まった」

「……そうか」

　まあ彼女が担当するなら、仮にこれまでの錠が解かれていても大した問題にはなるまい。このさき百年は安泰なはずである。

　しかし、「ただ」と彼女は口を開いた。

「一点、気になることがある」

「珍しい、義姉さんにわからないことか」

「わからないことではない、気になることだ」ラユマタの躰からだはほとんど動かない。腹話術師と喋しゃべっているようだ。「仕事にあたって杖壁の設計図を確認した。王都の杖壁はこれまで何度か改修されており、最近だと約六十年まえに行われたようだ。その改修において、発散法が採用されていた」

「一般的な手法だと思うが……、待て」イクスは片手を開く。「発散法が実用化されたのは三十年まえじゃなかったか」

「そう考えて調べたが、たしかに発散法が使われていた」

「王国が技術を秘匿していた──？　いやでも、それだったらもっと早く軍杖に普及しているはず……」

「おまえの推測など望んでいない。重要なのは、経緯がどうあれ、六十年まえに発散法を考案した人間がいることだ。そしてその人物こそが、今回の解錠を行ったのではないかと私は疑っている」

「ああ……なるほど」

　杖壁の錠を解くのは極めて困難である。だが、もし杖壁の改修に関わり、そして六十年まえに発散法を考案したほどの智慧の持ち主ならば、たしかに不可能とは言い切れない。

「さらに調べたところ、六十年まえの改修を担当した者のなかに一人、職人ではない者の名があった。マリ、という名の貴族だ。こういった事業に名前だけ参加する貴族は少なくないが、そのわりに彼女の記録は少ない。功績目当てにしては妙だ」

　ラユマタは右腕を上げてこちらを指した。

「おまえにその人物の調査を命じる」

「……何？」

「マリについて調べ、結果を私に報告しろ」

「ど、どういうことだ」思わずイクスは立ち上がった。「意味がわからない。そんな奴、今日初めて聞いたんだぞ。どうやって調べろっていうんだ。そもそも、こういうのは冒険者に出す依頼だろう。なぜ俺に頼む」

「おまえはこういった調査が得意だと聞いた」

「どこの誰がそんなことを──」

「モルナに聞いた」

　イクスはこれ以上なく渋い顔をして、また寝台に腰を下ろす。

　とはいえこれも、おおむね予期していた展開だった。長姉が意味もなく王都に招くわけがないし、おそらく相応の仕事、というか命令を下されることになるだろうと。聞いたこともない貴族の調査というのは、多少想定外だったが……。

「人手が必要だろうから手伝いを用意しておいた。連れていけ」

「手伝い？　ここの店員でも随ついてくるのか？」

「彼らは私のものだ。おまえに貸すものか」

　どこぞの冒険者じゃないだろうな、と眉間に皺を寄せる。以前とある二人組から、逆恨みによる暴行を受けて以来、冒険者組合には近づいていないイクスである。

「期限は？」

「ない。だが、手伝いは秋季のうちに帰せ。冬季を迎えれば、雪で身動きがとれなくなるだろう。そうなるまえに一度報告を送れ。良い報告を」

「無茶を言うな」

　イクスの不平はあっさり聞き流された。もとより、長姉が自分に耳を貸すなど期待していないが。

　せめて一つくらい抵抗できないものか、と考えていると、ラユマタがじっと視線を──仮面越しではあるが──こちらに向けた。

「他にも何か──」

「魔女」

「え？」

　ラユマタは再び「魔女だ」と言った。

「『あれは魔女が造った』──師匠はそう言っていた。私が独立するまえのことだ。王都の杖壁について訊たずねたとき、『あれは魔女が造ったんだ。人間には参考にならん』と話していた。また適当なことを言っていると思い、今回の件まで忘れていたが、もしかすると本当だったのかもしれない」ラユマタはわずかに面をもたげた。「おまえは聞いたことがあるか」

　イクスは無言で首を振る。

　魔女──そんな単語は初めて耳にする。魔法使いの女を意味するのだろうか。わざわざ縮める理由が謎なぞである。それだけ傑出した存在、という意味かもしれない。つまりここまでの推測を繫つなげれば、そのマリという貴族こそが──。

「六十年まえだったか。そいつが魔女だとして、まだ生きてるといいが」

「師匠によれば、魔女は不死だという」

「不死？」

「その代わり人を喰うそうだ」

「はあ？　……何だそれは」

　馬鹿馬鹿ばかばかしい、とイクスは肩を竦すくめた。

　優れた人物を神聖視するのは、まあわからなくもない心理だが、不死に食人までくればただの御伽噺である。

「まさか義姉さん、それも信じてるのか？」

「聞いた話を述べた。私が信じようと信じまいと、事実には影響しない」ラユマタは冷たい口調で言う。「私が確認した事実は二つ。その人物の生存と、現在の居住地」

「そこまでわかってるなら自分で行け」

「おまえが最も近いから命じている」

「近い？　レイレストにか」

　そうだ、とラユマタは頷うなずいた。

「マリ・サニールド──現在レイレスト図書館長を務めている女だ」

「館長って……」

「知っているのか」

「まあ、そう言えなくもないが」

「そうか。では行け」彼女は顎あごをしゃくった。


「…………」



　しかし部屋を出ようとしたところで、また声がかかった。

「イクスよ」

　無言で振り返る。

　仮面の顔がこちらを向く。

「おまえは初めて作った杖を憶えているか」
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　吐き出されるようにイクスはラユマタの店を出た。

　彼女とほとんど関わりはないが、こうして会うといつもひどく疲れてしまう。それは一番弟子と最後の弟子という立場のせいもあるが、それよりも、彼女と話すとすべてを見透かされているような感覚に陥おちいるからだろう。

　師のムンジルがそうであったように、彼の弟子たちも皆何かしら──そして致命的に──欠けた部分を抱えている。例えばイクスには魔力がなく、モルナには対人能力がない。そして長姉であるラユマタには、両眼がない。

　それが生まれつきなのか、病気によるものなのか、イクスは知らない。ある話によれば、ムンジルに弟子入りして以後、視覚は邪魔だと悟って、自ら潰つぶしたとも囁ささやかれている。真相はわからないが、いずれにせよ、彼女の感覚の鋭敏さは卓越していた。杖つえ作りの腕はもちろん、人を量ることに長けている。この規模の店舗を構えられるのは──そもそも構えようと発想するのは──弟子のなかでは彼女だけだろう。

（とはいえ……）イクスは眉まゆを顰ひそめる。

　では、自分は魔力を持たない代わりに何を持っているのだろうか。

　生前のムンジルは、イクスこそ最も才能がある弟子だと語っていたという。魔法杖を外から見られるのは彼だけだ、と言ったらしいが、しかしどうにも抽象的だ。たしかに魔力のない人間は稀まれだ。自分以外にそんな存在は知らない。だが、それで逆になにかを得ているとは、今のところ思えなかった。そもそもなぜイクスが生きて産まれたのかも不明なのだ。あるいは、そこにこそ特別ななにかが──才能があるのかもしれないが……。

　この季節の王国らしく、空には重い色の雲が垂れこめている。

　ラユマタが用意した手伝いとは大聖堂で会う約束になっていた。店から離れた位置だったが、迷う心配はなかった。王城以外で最も背の高い建築を目指せばいい。

　国王が教皇を兼ねる王国において、王都はマレー教の信仰が盛んな地でもある。近づくにつれ、礼拝に訪れた信徒で辺りは混みあうようになった。遠方からの巡礼者だろうか、旅装の者も多い。

　大聖堂は壮麗な建築だった。遠目に見たときも思ったが、近づくとさらに圧倒される。天を衝つくような尖塔に、石造りとは思えない壁面の彫刻。どれほど手間をかけたのか想像もできない。どうもイクスは気後きおくれしてしまい、身廊の端をこっそり歩いていった。

　しかし内装を眺めるとますます途方もない気持ちになる。とにかく一つひとつの要素が桁外けたはずれである。天井の宗教画にせよ、塡はめ込まれた色硝子ガラスにせよ、どれも偏執的な職人に手掛けられたものだろう。聞くところによれば、建てられたのは二百年以上もまえだという。

　今は説教壇に司祭が立っており、朗々とした声で何事か語っていた。周辺に信徒が集まって聞きいっている。その他にも、離れた場所で一人祈っている者や、入口付近で会話している者もあった。過ごし方は意外と自由なようだ。

　事前に言われたとおり、五つ足の獣が彫り込まれた柱へ向かうと、既に待っている人影がいた。近づいてくるイクスに顔を向ける。

　若い女性──というより、少女である。眼が隠れるほど長い前髪に、ぶかぶかの衣服を引き摺るように着ている。身長と体格はやや小柄だが、目立つほどではない。全体として、地味で気弱な印象を受ける。

「ねえさ──ラユマタに依頼された手伝いか？」と話しかけた。

「はい」小さな高い声が答える。

「イクスだ」

「ノバ、です」

「ずいぶん若く見えるが」

「そう、ですか」

「……何歳だ？」

「十八、です」

「学生か？」

「はい」

「王立学院の？」

「はい」

　それで会話が途切れた。見た目通りにというか、覇気のない人間だ。それをもって相手を判断するわけではないが、しかしなぜラユマタが彼女を択えらんだのか不思議だった。暇そうな学生を捕まえてきたのだろうか。まあ会話に積極的な相手より、やりやすいのは確かだ。少なくとも数週間は行動を共にする相手として。

　ふいにノバが説教壇のほうに視線を向けた。司祭が穏やかな口調で語り続けている。高い天井に声が反響して、ここまで内容は伝わってこない。彼女が小声で言った。

「今、語っている部分」

「え？」

「既存の書物に該当する文章が存在しません。聖典と、箴言しんげんを雑まぜて語ってるよう、です。わかりやすい、ですけど、補足が必要かと、思います」聞きにくくはないのだが、どうにも独特な間を空けた喋しゃべり方である。

「……なぜ待ち合わせに大聖堂を指定した？」

「人の出入りが激しいので目立ちません。柱のほかに身を隠す場所はなく、盗み聞きの心配も不要、かと」

「仕事内容は把握しているか？」

「はい」彼女は前髪を揺らして頷うなずいた。「マリという方について調べる、ですね？」

「訊いていいか知らないが、なんで受けたんだ？　俺おれが言うのもあれだが、どうも胡乱うろんな話だし、大して面白おもしろくもない気がする。報酬目的か？」

「報酬も面白さも関係ありません。私は付き添い、です」

「それはまあ、俺に付き添うことにはなるが」

「来ました」

「え、何が？」

　ノバは、あっち、と入口を指差した。

　大勢の信徒に紛まぎれて、灰色の外套がいとうを纏まとった人物が滑り込むように入ってきた。フードを深く被っており、顔は見えない。イクスと同様、身廊の端を歩き、日陰に潜むようにしてこちらへ来る。足音も立てず、ひたすら目立たないことを意識した動作だった。

　なぜイクスがその人物に目を留めたのかといえば、よく知る相手と同じ恰好かっこうだったからだ。否いな、灰色の外套を着た人間など珍しくはない。しかし、とにかく、彼女のことは一目見ればすぐわかる。

　二人の許もとへ歩み寄ってくると、外套の人物は小声で言った。

「あれ、ノバさん？」

「はい」

「もう一人来るとは聞いていましたが……、ええ、よろしくお願いします」

「はい」

「それと──」と彼女がこちらを向く。「お久しぶりです、イクス」

「……杖の調子はどうだ？」

「まず杖の心配ですか。相変わらずのようですね」

　やりにくい相手が来たな、と思った。

　やりにくいが、しかし理想的な相手でもある。





２






　ユーイ・ライカと会うのは、夏季に彼女の杖を修理して以来だった。

　フードに隠れて彼女の顔は見えないが、おそらくため息を吐いたのだろう、若干の間があった。
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「杖については、ええ、問題ありません。先日の試験でも上々の働きをしてくれました」

「なら良かった」

「イクスのほうはどうです？」

「俺は普段通りだ」

「それは何よりですが……」

　ユーイは一瞬ノバに視線を向けた。彼女は不思議そうに見返している。話を向けられないかぎり喋らない、というのが基本姿勢らしい。

「友人か？」イクスは訊たずねる。

「友人というか……、説明が難しいのですが、とりあえず私の同級生です。ラユマタさんには二人での手伝いを頼まれました」

「学院に出なくて大丈夫なのか」

「はい」ノバの答はそれだけだった。

「まあ、私に関しては落第しようと扱いは変わりませんし」

　フードを気にしながらユーイが言った。

　王国において、ユーイ・ライカという人物はなかなか複雑な立場にある。彼女は王国民ではない。王国に侵略された東方の小国──ルクッタから連れてこられた少女である。現在は留学生として王立学院に通っている身だが、もちろん自ら望んでのことではない。学生より、人質と呼ぶほうが正確といえる。

　説教が終わったらしく、ずっと響いていた声がやんだ。集まった信徒たちがざわざわと騒ぎながら解散していく。いったん会話をやめて彼らが去るのを待った。

　しかし出口へ向かう集団から離れ、こちらに声をかけてくる男が現れた。

「おや、ノバじゃないか？」説教壇の司祭と同じ法衣を着ているが、こちらはもっと若い。「ああ、やっぱりそうだ。奇遇だね」

「師父さま」ノバが小声で言う。

「彼らは？　君の学友かな」

「そのようなもの、です」

「君、顔をどうかした？」男がユーイを見て首を傾かしげる。

「皮膚を患っております」淀よどみない口調で彼女は答えた。

「これは失礼した。えっと、礼拝に来たのかい？」

「二人に大聖堂を案内してました」ノバが言った。

「おお、それは素晴らしい。ここは王国でも一、二を争う歴史的建造物。もちろん規模もだが、彫刻の一つ、絵画の一枚一枚に明確な意味が込められている。たとえば君たちが立っているその柱──」と五つ足の獣の彫刻を指す。「ああいや、すまない。私が解説しては君の仕事を奪ってしまうな」

「恐れ入ります」

「まあゆっくり見て行ってくれ」そう言って男は立ち去りかけたが、すぐ向きを変えて戻ってきた。「あ……、そうだ、一つ言っておかないと」

「何、でしょう」ノバが首を傾げる。

「最近、新派の動きがどうも妙らしくてね。脱退派のなかでも、血気盛んな奴やつらが集まってるらしい。まあ彼らも、うーん、そんな過激なことはしないと思うけど、見かけたら近づかないようにね」

「はい」

　歩いていく男の後姿を見ながら、ユーイがノバに訊ねた。

「どなたですか？」

「知りません」

「え？」

「学院の教会によく来られている師父さま、です。お名前は存じません」

「ああ、そういう意味ですか……」

　すぐ出発することになり、皆で駅に向かった。

　レイレストは北の都市である。王都からは距離があるが、王の街道クサ・ツフが延びているため、移動にはさほど苦労しない。両都市の行き来も盛んであり、王国にとっては重要な交易路といえる。馬車の本数も多い。

　移動費はラユマタが出すということで、三人は値の張る便に乗りこんだ。乗客は彼らだけだった。速度が速く振動も大きいが、高級な馬車が揺れを抑えるため、結局乗り心地は普通の馬車と同じである。ただ、城門で待たされないのは良かった。窓から通行証を見せるだけで、すぐ通過させてもらえた。

　しばらく近況について話していたが、すぐイクスがマリの名を出した。

「レイレストの図書館長といえば、ユーイも会ったよな？」

「ええ、まえに本をいただきましたが……」フードを脱いだユーイが頷うなずく。「どうなのでしょう。悪事に手を染めるような方とは、とても」

「ま、そうだよな」白髪の老婆の顔を思い出す。「ところで義姉さんから聞いたか？　えっと、つまり……」

「魔女ですか？　聞きましたけれど、いえ、まったく正体は不明です。私なりに調べてみましたが、中央共通語にも王国古代語にも、あと学院で調べられる範囲の言語に『魔女』なる単語は確認できませんでした」

「よくそんな時間があったな」イクスは驚いて言った。「いつ義姉さんに呼ばれたんだ？」

「いえ、もともと別件で魔女を調べていたのです。ラユマタさんに声をかけられたのも、彼女にそれを知られたからでして。手伝う相手がイクスだったのは偶然……いえ、ある意味偶然とも言えないのですけれど」

「それは？」

「説明すると面倒なのですが……、ええと、イクス、夏季にあなたを襲った冒険者のこと、憶えていますか？」

「……ああ」

　冒険者組合で、提出した魔獣の素材が不自然だとイクスに指摘され、あとになって復讐ふくしゅうしにきた二人組のことである。途中で助けが入り、間抜けにもその素材を落として逃げていったのだが……。

「その二人が捕まったのです。王都で」

「え？　ああ、そうなのか」

「イクスの件とは別ですよ。集会所で勝手に寝泊まりしているのを見咎とがめられ、捕まりました。捕まったのですが、どうも様子がおかしく、話を聞いたところ、例の二人だと判明した次第です。それで詳しく事情を訊いてみました」

　まあそういうこともあるのか、と納得する。

「すると二人が言ったのです。『あれは魔女に脅されてやったのだ』──と」

「え？」思わぬ方向からの話に、イクスは間の抜けた声を出した。

「自分たちは脅されていた。けれどしくじった以上、魔女に捕まって酷い目に遭わされる、だから王都まで逃げてきた、と言っていました。どちらもひどく憔悴しょうすいしており、物音ひとつにも怯おびえる有様ありさまでした。さすがにあれが演技には見えません」

「脅されたというのは、俺を襲うようにと？」

「エネドの牙きばを組合に出すことですよ、もちろん」ユーイは苦笑する。「それをイクスに邪魔されてしまい、魔女の命令を果たせない、どうしよう、と混乱した挙句の蛮行だったようです」

「はた迷惑な話だが……」

「それ以上責める気にはなれず、役人の方が連れていくのに任せてしまいましたが、イクスは復讐とか、したかったですか？」

「いや、別にどうでもいい。あいつらの素材は充分以上の金になったし……」とそこでイクスは眉を顰ひそめる。「今の口ぶりからすると、つまり、その二人を捕まえたのはユーイなのか？」

「あ……」ユーイは慌てた様子で口もとを押さえる。「ええと……、はい、まあ、そうです。私が捕まえて、役人の方が来るまでのあいだ話を聞きました」

　それは凄い偶然だな、と思っていると、ずっと黙っていたノバが急に口を開いた。

「ユーイさんには私も助けられました」

「の、ノバさん、それは……」

「助けられた？」制止を無視して、イクスは続きを促す。

「はい。以前、王都で露店の方に文句を言われたとき、たまたま近くにいたユーイさんがとりなしてくれまして。そのときは顔を隠してましたけど、学院で聞いたことのある声だと気づいたん、です。それで仲良くなりました。あのときは、どうもありがとうございました」

「い、いえいえ、お気になさらず」

「ユーイさんは他にもいろいろと──」

「まあまあ、もう良いじゃありませんか、ね？」手を振りながらユーイが割り込んでくる。「それよりもノバさん、ラユマタさんとお知合いだったのですね？　どういった経緯で今回の仕事を……？」

「私の実家が懇意にしてるん、です」ノバが答える。「以前から、私も杖のことでお世話になってたので、なにかあれば請け合うと伝えてました。今回はおそらくその、マリさん、でしたか。その方が貴族なので、私が呼ばれたのかと」

「……待ってください」ユーイは額を押さえた。「今さら訊ねるのも失礼かと思いますが、ノバさんは貴族だったのですか？」

「はい」

　ノバはいつもの覇気のない声で肯定した。

「な、なるほど」

「でも大したことない家格なんで、そんな構えなくて大丈夫、ですよ。今までどおりでお願いします」

「そう言われましても……」

　淡々としたノバと、くるくる表情を変えるユーイから視線を外すと、薄暗い外の風景が目に入った。王都を離れてからもずっと同じ曇り空が続いている。街道の樹々を見るに、風も強くなっているようだ。

　藁を積んだ荷車や、重そうな荷物を背負った人々の脇わきを、馬車は快調に駆けていく。このぶんなら雨が降るまえに今日の目的駅に辿たどり着けるだろう。

　視線を車内に戻し、「そういえば」とイクスは言った。

「何ですか？」ユーイが首を傾げる。

「さっきの魔女に脅された二人組だが、そいつらはどこで魔女に会ったと言ってた？」

「あ、その問題がありましたね」

「それが図書館なら話は早いんだが」

「村、だそうです」

「村？　レイレストじゃなく？」

「レイレストの近傍ではあるようです。村の名はノーツウォル」

「ノーツウォル──？」

「ご存じですか？」

「いや……、でもその響きには聞き憶えがある」イクスは数度瞬きした。「何だったかな……、絶対どこかで耳にしたはずなんだが」

　頭の奥底を刺激されるのだが、どうも出てこない。しばらく呻吟しんぎんしたものの、思い出せそうで思い出せないもどかしさが続くばかりである。

　悩む彼を見て、ユーイが助け船を出した。

「まあ近くの村だったら、レイレストで調べればわかるのでは？」

「そうなんだが、ううん……」イクスは頭を抱えた。

「えっと、ノバさんはご存じだったりします？」

「いえ」

　さすがに「はい」とは返ってこなかった。
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　レイレストに到着したユーイは、怪訝な表情で外を眺めていた。

　今年の夏季にも彼女はこの街を訪れたのだが、そのときとは街並みが違って見えたのだ。共通語でいえば、浮うわついている、とでもなるだろうか。通行人は気もそぞろな様子で、地面から浮き上がっているようだった。

　人だけでなく街並みもそうで、通りに面した建物の壁には、派手な装飾が施されていた。道の端で巨大な木組みの人形を造っている者もいる。商業都市として騒がしいのはいつものことだけれど、どうもこの浮かれっぷりは普段の比ではない。

「祭りだ」じっと外を見ていると、イクスがそう言った。

「祭り？」

「肉囲にくがこい──収穫祭だ。王都でもやるだろ？」

「一年の収穫について神に感謝を捧ささげる祭り、です」急にノバが口をきいた。「その喜びようが大きいほど、神への感謝も大きいとされます。楽器、歌、練り歩きなど、街によって形は様々みたいですけど。今年の暦では、三日後に行われる予定、ですね」

「ああ……、そういえば」

　たしかに去年のこの時期なにかあった、とユーイは思い出した。そのとき自分は部屋に籠こもっていたけれど、外から伝わってきた馬鹿ばか騒さわぎの空気を憶えている。煩うるさすぎて、その晩は眠れなかったのだ。

　あれが収穫祭だったのか……。

　ルクッタにも似たような催しはあるが、咳せき一つできない厳粛な儀式で、王国のそれとはかなり様相を異にしている。

　イクスが説明を続けた。

「名目はそうだが、ようは大規模な宴だな。肉を喰くって酒を呑のんで、一晩中宴会を続けるっていう催しだ。肉囲をきっかけに結ばれる男女も多いとかで──」

「ああ、もうだいたいわかりました」ユーイはため息をつく。「新派の方が眉を上げるような、ということですね」

　新派とはマレー教の宗派である。現在王国の主流となっている旧派に対して、その権威主義を批判し、各々の勤労こそが神の御心に適かなう、と主張する集団だった。

「どうかな……、旧派にせよ新派にせよ、実際的な意義は認めてるんじゃないか」

「騒ぎたいだけでは？」

「まあ騒ぎたいだけではあるが、時節の問題がある」イクスは肩を竦すくめる。「去年体験しただろ？　冬の王国は、たいてい空は曇ってて暗いし、雪が降れば身動きできない。だからそうなるまえ、秋の終わりに好きなだけ騒いで、忍耐の季節に備えるわけだ」

「参加したことあるんです？」

「ない」イクスはすぐ答えた。

「……だと思いました」

　臭いや便利さの点から、駅は街に入ってすぐの場所にあり、三人はそこから街の中心部へ向かった。富裕層向けの店舗や家屋が建ち並ぶ一帯である。図書館はその近くにあった。

　しかし途中でノバが足を止めた。

「どうされました？」数歩行き過ぎたユーイは振り返る。

「少し別行動をしても良い、ですか？」ノバが小声で言う。「調べたいことがあります」

「え……、あの、ノバさんが呼ばれたのは、貴族のマリさんと円滑に会うためだったのでは」

「館長さんなら、図書館に行けば会えるはず、ですね。さっき、お二人ともご面識があると仰おっしゃってました」

「どこに何を調べに行く？」イクスが訊いた。

「教会で、ノーツウォルについて調べます。ユーイさんの目的はそちら、ですし、後々必要になるかと。貴族のほうが便宜べんぎを図ってもらえます」

「まあ、そうかもしれませんが……」

「場所はわかるか？」

「いえ」

　レイレストの大まかな地理を教え、落ち合う場所を決めると、「では、後ほど」と一礼してノバは去っていった。すぐ雑踏に紛れて、小さな背中は見えなくなる。

　二人で並んで歩いていると、イクスが首を傾げた。

「ノバといつから一緒にいるんだ？」

「最近ですよ。休暇が終わってからです」その休暇を境に、ユーイはそれまでの友人と疎遠になったのだが、その穴を埋めるように現れたのがノバだった。「講義室で顔を見たことはあったのですが、話すようになったのは例の一件からですね。一緒にいるというか、付き纏われている感じですけれど」

「助けたってやつか。冒険者のことといい大丈夫か？　王都でやたらと厄介事に巻き込まれているみたいだが」

「まあ、巻き込まれたというかなんというか……」

「気を付けろよ。その杖は強力だが、繊細でもある」

「どちらかといえば、杖のせいなんですけれど」

「言っている意味がわからない」

「わからないように言いました」

「……何だそれは」イクスは真顔で首を捻ひねった。

　実のところ、ユーイが関わった事件はイクスに話した二つだけではなかった。学院に戻ってからというもの、彼女はたびたび王都に出ては、目に付いた厄介事に首を突っ込んでいたのである。

　それもこれも、父親から継いだ魔法杖に応こたえるためだった。この杖には「極きわめて善良」という特殊な性質があり、文字通り善良な心でなければ使用できない。杖に相応ふさわしい人物とは何か、と考え、ここ最近の彼女は人助けのような真似まねを続けていたのである。
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「よくわからない奴だよな」イクスが言う。「王国の貴族のくせに、東方の民とこうして接するなんて。よほど助けられたことを感謝しているのか……」

「ううん、どうでしょうね……」ユーイは口ごもる。「どちらかというと、私には──」

「何だ？」

「ああいえ、推測で言っていいことではありませんので」

　二人にとってレイレストの図書館は通いなれた場所であり、迷わず辿り着けた。流行に乗って建てられた施設で、非常に豪華な外観をしている。いっぽうで書棚を埋める書籍の半数は、適当に集められた紙束である。

　ここには祭りの陽気が入り込めないのか、図書館は外装も内装も静かなものだった。そもそも利用者が少数である。独特の匂においが鼻を衝いた。夏季に何度も通い、ひたすら本を読んだ記憶をユーイは思い出す。

　真まっ直すぐ奥へ進むと、区切られた空間があり、半分目を閉じた男が座っていた。

「いいですか、イクスは黙っていてくださいね」とさきに囁いておく。

「なんで──」

「いいですから」彼を抑えて、ユーイは進み出た。「すみません、少々よろしいですか」

「は……はい？」声をかけられることなど滅多めったにないのか、驚いた様子で男は顔を上げた。フードを被ったユーイと、背後のイクスに目線が動く。

「こちらの館長さんにお会いしたいのですが……」

「あ、え、どちらさまですか？」

「ああ、失礼いたしました」懐ふところから学院証を出し、机に載せる。

「学生さん……」眼をぎゅっと細めて確認し、男は瞬きする。「館長？」

「はい」

「僕ですけど」

「……はい？」

「……え？」

　ユーイはしばらく、男の呆けた顔を観察した。自分も同じような顔を浮かべていることだろう。

　短い白髪の男である。眼が小さく、肩を窄すぼめているため老けて見えた。ここで働いているからには貴族のはずだが、着ているものといい、その喋り方といい、どうも所帯じみた雰囲気を漂わせている。より率直に言えば、貧乏くさかった。

「えっと、その……」と男が目を泳がせる。

「あ、す、すみません」ユーイは頭を下げた。「たしか以前は、お齢を召した女性が館長さんだったと思うのですが……」

「あ、ああ」彼は大袈裟に頷いた。「そういうことか。はい、先月から館長職を引き継いだんで、今は僕が。まえにやってたのは僕の叔母です」

「その方は、今は？」

「うーん、年齢が年齢なんで隠居したらどうか、と前々から言ってたんですが、やっぱり躰にがたが来てしまったみたいで。周りの者たちがなかば強引ごういんに、ええ」

「まさか──」

「いや、生きてますよ」男は苦笑する。「でも思わしくない状態なのはそうですね。といいつつ、不意打ちで顔を出しにくるんで気が休まりませんが……」

「確認したいのですが、お名前はマリさん──で合っていますか？」

「え、僕の？」

「叔母様です」

「ああそうか。そうですよ。ってことは、やっぱり叔母に用なんですね？」

「そうなのですが──、現在、会って話すことは可能でしょうか？」

「うーん、どうなんだろうなあ……」男は腕組みをして天井を見上げた。「訪ねていっても、親戚以外の人だとちょっと厳しいと思うけど……。用件によっては……どうだろう。あ、えっと、用件は何なんです？　僕が聞いて伝えるくらいならできますが」

「マリさんが関わった杖壁の改修について伺いたいのです。技術的に特異な点がありまして、お話を聞かせていただければと。六十年ほどまえの話ですが」

「六十年まえぇ？」素すっ頓狂とんきょうな声が上がる。「あ、すみません。はあ、杖壁の改修……？　そんな話聞いたことがないけど、学院の課題か何かで？」

「そんなところです」

「うーん、ま、いちおう伝えてはみますけど……」

「よろしくお願いします」

　図書館を出ると雨が降っていた。空気を湿す小雨で、この程度を気にする王国民はいない。二人は黙って歩いた。

　イクスが難しい顔で黙り込んでいるので、ユーイが代わりに口を開いた。

「……いきなり行き詰った感がありますね」

「そうだな」イクスは口もとを手で隠す。「だが体調を悪くして屋敷にいるなら、杖壁を解いた件については……」

「まあ、無関係なら無関係で良いのですけれど」ユーイは両手の平を上に向ける。「ですがこうなると、魔女の噂うわさはやはり噂だったことになりそうですね。少なくとも、死なない人間は体調をくずして引退しないでしょう」

「……それは最初から明らかだろ」

「そうですか？　私はあり得ない話でもない、と考えていました」

「不死の存在が？　そんな馬鹿げた話──」

「竜は居たでしょう？」

　そう言うと、イクスは俯うつむいて黙り込んでしまった。

　竜──無限の魔力を持ち、人間に様々な宝を与え、そして千年以上まえに絶滅したといわれる、強大な生物。各地の伝説に必ず描かれており、彼かの存在が扱う『竜の魔法』は、万能の──人間には不可能な──魔法を指す用語でもあった。

　そんな伝説の存在に、イクスとユーイは会ったことがある。千年ぶりに人間と話した竜は、その心臓を二人に与え、今度こそ地上から姿を消したのだが──ともかく、単なる言い伝えや伝説だからといって軽んじるべきではない。イクスも理解しているはずだ。

　不死も、人を喰うのも、杖壁を解いたのも、絶対あり得ないと断言することはできない。それが魔女の伝承だというならば、一考の余地がある。

　現にそうやって、彼らは竜に逢ったのだから……。

　落ち合う場所は街の東にある広場だった。ここも祭りの準備で忙しいらしく、気の早い若者が騒いでいる。広場の反対側では、管理吏らしき役人が目を光らせており、度を越せばすぐに捕まえると無言の圧力をかけていた。

　ノバの姿はすぐに見つかった。両脇りょうわきを背の高い人物に挟まれ、窮屈そうにしている。

「あ、ノバさん」手を振りながらユーイは寄っていく。「待たせてしまいました？　そちらは早く済んだようですが」

「ちょうど見つかったので」ノバは首を縮こまらせた。

「何がです？」

「俺だよ」

　とつぜんユーイの視界を黒いものが覆おおった。一瞬何が起きたのかと混乱する。数歩後ろに下がると、男の顔が見えた。黒い服の男が、間に割り込んできたのだ、とやっと認識できた。

　瘦やせた中年の男だった。彫りの深い顔立ちだが、頰ほおはこけており、眼光にも覇気がない。無精髭ぶしょうひげを生やし、髪は中途半端に長く、雨で湿ってますます見窄みすぼらしい。しかし着ているのは黒い法衣である。つまりマレー教の聖職者ということだが、とてもそうは見えない。物乞いとして道端にいるほうが似合っている。

「よう」彼は片手を挙げてみせた。

「あなたは……」

「ギデンズ」そう言って右手を差し出してくる。「ノーツウォルで読師をやってる。あんたら、どこで聞きつけたんだ？」

「何のことです？」

　首を傾げると、ギデンズはへらりと笑った。

「魔女のことさ」
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「おいおい、こりゃ酷ぇな」店を一目見たギデンズが呟つぶやいた。「本当にここで合ってんのか？」

　答えずに、イクスは扉を開けた。店先には誰だれの姿もない。

「義姉ねえさん？」と奥へ呼びかけると、がたがたと音がした。店にいることはいるらしい。

　姉弟子のモルナの魔法杖店である。イクスの居候先であり、現在は見習いの身としてここで働いていた。

　乱雑に積まれた素材と、整然と並べられた杖で囲まれた店内へ入る。中ほどまで進んだとき、部屋の奥の扉が勢いよく開いた。

「い、いっくん」

　そこに立っていたのは、というか中腰でゆらゆらと躰を揺らしていたのは、極めて不健康そうな女性だった。病的に白い肌と、猫背で損している上背。腰まで伸びた癖くせ毛に、繕いだらけの服を着て、全体的に薄汚れている。もちろんこんな人間は王国に一人しかいない。

「ひ、ひひひひ、い、いっくん……ぐぇ」

　不気味な声を上げて接近してくるモルナの頭を咄嗟とっさにイクスは押さえた。乾いた髪の感触が手に残った。無表情で彼女に訊ねる。

「オットーはどうした？」

「な、な、な、なんか、数日来れなくなるって言って……、だ、だから」

「ずっと店を閉めてたんだな？」

「そ、そう。お、お帰り、いっくん」

　イクスは無言で自分の背後を指した。

「な、何……？」覗のぞき込むように外を見たモルナの顔が蒼白あおじろく染まった。そのまま口もとを押さえる。「うっ……」

「ここで吐くな、掃除が面倒くさい」彼女を支えて奥に導きながら、イクスは振り返って言う。「勝手に入っててくれ。初対面二人は刺激が強すぎたらしい」

　話をする場所が必要になり、皆──つまり、ユーイ、ノバ、ギデンズを店に連れてきたのだった。義姉の人見知りは把握しているが、吐くのはなかなか珍しい。おそらく、ここ数日誰とも会わなかった反動だろう。

　骨ばった背中を摩さすってやりながら、室内に目を走らせる。王都に出かけるまえより、明らかに酷くなっていた。掃除も食事もまともにしていないのだろう。オットーが不在では仕方ないことだが……。

　彼女が落ち着いたのを確認して店先に戻った。散らかっているが、足の踏み場があるぶん他の部屋よりましだ。

「モルナさん、大丈夫でしたか？」不安そうな表情を浮かべたユーイが待っていた。

「ああ、問題ない。少し休めばすぐ戻るさ」

　見廻すと、部屋の隅にちょこんと腰掛けたノバが目に入った。膝ひざに手を載せた姿勢のまま微動だにしない。自分の仕事は果たした、と言わんばかりである。

「お、もういいのか？」陳列された杖を眺めていたギデンズが、こちらに顔を向けた。「杖の良し悪あしは……俺にはわからんが。これはさっきの背の高い姉ちゃんが作ったのか？」

「ああ」

「ふーん……、あんたが作ったのは？」

「なぜ俺が杖職人だと知ってる？」

「さっき握手したろ」面倒そうにギデンズは右手を広げた。「妙な位置に胼胝たこが出来てた。職人の手はわかりやすい。変な道具ばっかり使ってるからな。いやあ、しかしこんなぼろっちい杖屋があるんだな。棒に高値つけて吹っ掛けるのがあんたらのやり口じゃねえのかよ？　……おっと、冗談だ」

　彼はこちらの肩に手を載せた。

「悪いな、杖が買えずに苦労した知合いがいるんでね、つい口が悪くなっちまった」

「……ノーツウォルの司祭、なんだよな？」訝いぶかる視線を向ける。

「だから司祭じゃねえって。俺はただの読師。教会もねえような小さな村を巡って、聖典やら聖詞やらを聞かす仕事さ。ノーツウォルにしたって、正式な司祭さまは他にいんだよ。ま、俺は会ったこともないがね」

　イクスは顎あごに手を当てて相手を見据える。

「おいおい、そんな目すんなよ。訊きたいことがあるんだろ？　俺も明後日にはこの街を出るからな。訊くなら早くしてくれ」

「どこか行かれるのですか？」ユーイが訊ねた。

「行くっつうか、ノーツウォルに戻んだよ。あっちの肉囲に出なきゃなんねえ。今は村の爺じいさんの手伝いで来てるんだ。祭りに必要なもんを買いに行くってんでな。俺も村廻りでこっちが淋しくなったとこだったし──」ぺらぺらと彼は語った。「まあ俺の話はいいか。でまあ、教会に寄ったところをそこの嬢ちゃんに捕まってね」

　指をさされ、ノバが小さく頷いた。

　やっぱり何も言わねえな、とギデンズは首を振った。二人に視線を戻して言う。

「で、あんたら、いったいどこで魔女のことを知ったんだ？」

「ま、待ってください」ユーイが手を横に振った。「つまり、あなたは魔女をご存じなのですね？　ノーツウォルにいるのですか？」

「……さきに訊いたのは俺なんだが」ギデンズは歯を見せて笑う。「まあいいか。ああ、そうさ、嬢ちゃん。ノーツウォルの森には魔女が住んでいる」

　あっさりと言われ、思わずイクスとユーイは視線を交わした。ギデンズは口もとに笑みを湛たたえ、こちらを見つめている。

　数秒の沈黙の後、イクスはゆっくり訊ねた。

「おまえは見たことがあるのか？　その……、魔女を」

「もちろん。俺だけじゃない、村の奴らも一度は見たことがあるさ。なにしろ毎年、肉囲の晩に出てくるんだから」

「はあ？」「ええ？」

　イクスとユーイの驚く声が重なって響いた。

「ほら、礼儀知らずを二度も見逃してやったんだ。次は俺の質問に答えてもらうぞ」彼は鋭い視線で二人を睨ねめつける。「いいか、村の連中も知ってると言ったが、奴らは決して魔女のことを他言しない──あんたらいったい、どこでこの話を知った？」

　杖壁の件については伏せ、ひとまず王都で捕まった冒険者についてだけ説明した。

　話し終えると、ギデンズは腕組みをして「なるほどな」と呟いた。眉間に皺を寄せて、しばらくなにか考えていた。

「残念だが、その冒険者については知らない。魔女が普段何をしてるのかも知らんしな。だから俺には何とも言えない」

「たとえば、その森にエネドは棲んでいませんか？」ユーイが人差し指を立てた。

「さあなあ。森なんて誰も入らないし、まして何が棲んでるかなんて……」

「森に入らない？」イクスは眉を顰めた。

　森は資源の宝庫である。王国では特に貴重であり、森林を巡って争いが起きるのも珍しくない。魔獣の棲息地なら話は別だが、近くに村があるなら、危険な生物はいないということ。あっという間に人の手が入るはずだ。

「そりゃ浅くは入るさ。薪なんかが必要だからな。だが深くまで入る物好きなんてそうは──ああ」と、そこでギデンズがなにかに気づいたように微笑んだ。「そうか。あんたら、もしかして聞いてないのか」

「何をです？」

「さっき魔女は肉囲の晩に出てくるって言ったろ？　それは何も、一緒に踊りたくて出てくるわけじゃねえ。魔女にとっても収穫祭なんだよ」

「それは──」

「人を喰うためだ。俺たちが酒を呑んだり肉を喰ったりするように、魔女は人間を喰う。だから魔女が現れたら祭りはお開き。どいつもこいつも家に閉じ籠こもって、子供が連れてかれないよう必死に守る。家にいれば魔女に見つからない。そんなおっかない奴が森に住んでるんだ。そりゃ、誰も近寄らないし他言しない。目を付けられちゃ堪たまらないからな」


「…………」



　何と言えば良いのかわからず、イクスは途中まで開いた口を閉じた。おそらくユーイも同じような状態だろう。

「言葉もないって顔だな」二人の顔を見較べたギデンズが的確に評した。「だから魔女なんだよ。ただの強力な魔法使いじゃないってわけだ」

「……実際に食べられた人間がいるのか？　そう言われてるだけじゃなく？」どうにかイクスは訊ねる。

「ふふん、まえに俺もそう思って調べたさ。そしたらな、ちゃんと教会に記録が残ってんだよ」ギデンズは笑みを崩さず続けた。「ああ、たしかに喰われてる。喰われてるというか、『特殊な事情で』祭りの日に村から消えた人間がいる。言い伝えみたいな昔の話ばかりじゃないぞ？　最後に人が喰われたのは約二十年まえ。俺が派遣されたのは十八年まえだからこの眼で見たわけじゃあないが、ただ、村の奴らは憶えてるそうだ。祭りの夜に、赤子を一人喰っていった──って」

「赤子？」

「記録には赤子としか書いてなかった。名前も付けられるまえに喰われたんだと」

　むごい話があるもんだよな、と彼は肩を竦めた。

「産まれてすぐだったらしい。母親は病気で出産のときに死んじまって……」

「病気？　父親は？」

「たしか……、もとから父親はいなかったはずだ」

「そうか……」イクスは咄嗟とっさに目を逸そらし、口もとを手で覆った。一度ゆっくりと呼吸する。「……その、母親の病気というのは何だった？」

「ええ？　急に訊かれてもな。それ、重要なのか？」

「いやその……、たとえば、そう、時期的に破脳病ソニムが流行はやってたころだろう？」

「は……？　あ……ああ、そうだそうだ言われて思い出した。ああ、たしかに母親は破脳病ソニムに罹ってたんだよ。そう読んだ記憶がある」ギデンズは呆気あっけにとられた様子で頷くと、首を傾げた。「あれ？　でもおかしいよな。破脳病ソニムの親から生きた子供が産まれるなんて……」

　とつぜん脚に力が入らなくなり、イクスは近くの椅子いすにくずおれた。

　愕然がくぜんとした表情で中空を見つめた。

　つまり……？

　まさか……。

「イクス、だ、大丈夫ですか？」

　ユーイが不安そうな顔で正面に立っている。そういえば彼女も知っているのだった。見ると、ギデンズとノバもこちらを見つめていた。

「ああ……」ぼんやりした口調でイクスは言う。「その……そのまえは憶えてるか？」

「あ？」ギデンズが怪訝な顔になる。

「その赤子のまえに喰われた人間のことは？」

「ああ、えっと、たしか──そう、少女だな」

「少女？」

「だんだん思い出してきた。年端もいかない女の子で、嵐あらしの日に喰われたんだ。それがだいたい八十年まえ。で、そのまえが──」

「八十年？」イクスは片手を広げて続く言葉を制した。「まさかとは思うが、魔女は不死──だとか言うつもりじゃないだろうな」

「なんだ、そっちは知ってるのか？」
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　陽ひが傾いてきたのを見て、ギデンズは店を出ていった。

　夕食を買いに出たユーイが店に戻ると、ようやく回復したらしく、店先にモルナが出ていた。イクスと何事か話していた様子である。ノバは相変わらず黙っていたのだろう。店を出るまえに見たのと同じ場所に座っていた。

「へ、へえええ、お義姉ちゃんの、杖壁、かあ……」ラユマタの話を聞いたモルナは興奮した様子で言った。「ふ、ふふぃふぃ、す、す、すごいんだろうねえ。見たいなあ」

「義姉さんならそう言うと思ったが……」イクスはため息をつく。「こっちはさっそく問題だらけだ。マリとは会えないし、魔女はどうも関係なさそうだし、かといってそのまま報告したら……」

「怒るのですか？」ユーイは訊ねる。

「やり直しだ。あの人が望む成果を出さないかぎり、延々と続けるはめになる」

「なるほど……」

　ラユマタにユーイは数回会っただけだが、仮面や服装といった風体ばかりに気を取られ、どういう人物なのか摑つかめていない。イクスやモルナに負けず劣らずの変人なのは知っているが、それはムンジルの一番弟子という情報を聞けばわかることである。

　四人で夕食を囲みながら、話題は自然と魔女のことに移った。

「人を喰うだの、死なないだの──まあいかにもという感じではある」腕組みをしてイクスが言った。

「し、し、師匠が、言ってたの、そ、そんなこと？」モルナも首を傾げる。「私は、き、聞いたことないけど」

「長姉あの人も以前に一度聞いただけだと言ってたからな。師匠のでまかせという線も捨ててなかったんだが」

「しかし、ギデンズさんによれば実在するようですね」とユーイは指摘する。

「まだそうだと決まったわけじゃない。あいつの話を信用していいかどうか……」

「少なくともノーツウォルにそういった伝承がある、というのは認めざるを得ないのでは？」

「……そうだ、ノーツウォル」イクスが手を打つ。「義姉さん、ノーツウォルって村に聞き憶えないか？」

「え、え？　う、ううん、聞いたことない……けど」

「そうか……。じゃあ杖関係ではないのか……？」再びイクスは腕組みに戻ってしまう。「でもまさか──」

　彼が何を考えているのか、ユーイにはわかっていた。

　二十年まえ魔女が喰ったという赤子は自分ではないか、と彼は推測しているのだ。イクスはもともと、ムンジルの店の前に棄てられていた子供であり、両親もその経緯もまったく不明だった。二十年まえなら年齢も合っているし、さらに母親が破脳病ソニムだった、というのが決定的である。

　破脳病ソニムの妊婦は普通、死産を迎える。ところがごく稀に──王国でも一例しか記録はないが──子供が生きていることがある。ただしその子は、あらゆる人間にあるはずの魔力を持っていなかったという。イクスも生まれつき魔力を持たない人間であり、母親が破脳病ソニムだったのではないか、と推測されていた。

　しかし仮にノーツウォルの赤子が彼だったとすると、当然ながら様々な疑問が湧わいてくることになる。

　これはラユマタの頼みとは関係なく、魔女を調べることになりそうだ、とユーイは思った。

「ところで」出し抜けにノバが片手を挙げた。

「うわあっ」モルナが躰を硬直させる。

「すみません」

「あ、ひ、ひ、い、いえ……」口をぱくぱく動かし、彼女は引き攣った表情を浮かべた。

「義姉さんのこれにいちいち反応しなくていい。切りがなくなる」冷たい口調でイクスが言う。「それよりどうした？」

「いえ、少し気になっただけ、ですが」ノバは訥々とつとつと言った。「不死って可能、ですか？」

　暗黙のうちに避けていた話題に突っ込まれ、三人とも口を噤つぐんだ。しかし魔女について調べるなら、考えなくてはいけないだろう。

「それは一般魔法学が扱う分野においてですか？　それとも『竜の魔法』を含みます？」前提となる魔力量が無限か否か、という趣旨の質問をユーイはした。

「両方で、です」

　何となく互いの出方を窺うかがうような沈黙のあと、まずイクスが発言した。

「不可能だ、と俺は考える。もちろん今の俺の知識では、という意味だが」

「理由を伺いましょう」

「理由というほど厳密なものじゃないが、簡単だ。この世に不死の生物は存在しない、少なくとも確認されていない。そうだろう？」彼は三人の顔を見廻した。「である以上、その魔女だけが特別な存在だとは考えにくい。それがまあ、何というか、『常識的な』判断じゃないか？　機構というより、結果の話になるが」

　ユーイは一度頷いてみせた。

「素朴な考え方ですが、一般魔法学においては妥当な結論だと思います。しかし、特殊魔法学を踏まえた結論ではありません。この世に不死の生物はいませんが、それらの魔力はみな有限です。仮に、魔女が無限の魔力の持ち主だとすれば？　ご存じかと思いますが、エルフの長命は、彼らの魔力量に由来すると一般に言われています」

「寿命と魔力の繫つながりは根拠のない俗説だ」イクスは首を振った。「魔力はただの力の素。それ自体では世界に影響を及ぼさない。魔法杖で変換しないかぎり」

　たしかに彼の言うとおりだ、と納得したものの、こういった議論は反駁はんばくがあったほうが深まるものだ。ユーイは思考を巡らせる。

「そうとは限らないでしょう」と彼女は言った。「著名な魔法使いは総じて長命な傾向にあります。因果関係が不明でも、一定の相関関係は認められるはずです。であれば、現在わかっていないだけで何らかの繫がりはあるのでは？　これも機構ではなく、結果の話ですよ」

「上手うまく返したな」

「まあ私の考えもイクスの考えも、可能性を提示しただけですからね」

「可能性ではなく実際の話もするか？　そもそも無限の魔力は可能か、が一番の問題になりそうだが……」

「近くの生物から魔力を得ているのでは？」ユーイは竜のことを思い出して言った。「不死についても同様です。寿命を延ばすなんらかの力に、魔力を変換するような魔法が使えるのかもしれません」

「現時点で、そんな魔法は予想でも存在しないはずだ」

「古代森賢者の魔法には今も未解明のものがあると聞きます。魔女もそんな智慧の持ち主だと考えられませんか？」

「森賢者の魔法が不明なのは、自然魔法杖の揺らぎが原因だ。まあ、大昔の知識が現代のそれを陵駕りょうがしていた、という話にはたしかに夢がある」イクスは一度頷いた。「しかしだ。今の魔法学は、何百人もの人間が、長い時間をかけて少しずつ積み上げてきたものだ。十年二十年飛び越える天才はいても、数百年も上回るようなのは、さすがに非現実的だと俺は思う」

「うーん……」

　会話の応酬がいったん止まり、二人がそれぞれに考えこんでいると、ぷるぷる震える手が挙がった。ユーイは目を丸くする。

「モルナさん？」

「あ、あ、あの、話をひっくり返しちゃうかも、なんだけど……」

「はあ、何でしょう」

「し、死なないってこと、ど、どうやって確かめるの？」

　簡潔だが、的を射た指摘だった。

（たしかに……）とユーイは俯く。

　いくら不死の可能性を議論したところで、それを確認する術すべは存在しない。

　ギデンズによれば、教会が初めて全国的な検地を行った六百年まえの記録で、既に魔女らしき存在が記されていたという。魔女そのものではなく、その輪郭的な──つまり「特殊な事情で」村からいなくなった人間の記述だが。

　しかしその記述が保証するのは、六百年間魔女が生きている──という、ただそれだけの事実である。常識をはるかに超える長命ではあるが、不死ではない。

　つまるところ、不死の存在がいるとしても、観測者が不死でない以上、その実証は不可能ということである。どれだけ話し合おうが、仮説の域を出ないのだ。

　せめて不死の機構を考えつけば、それが継続可能か、という観点から検討できるのだが、この場の四人には無理そうだった。生物が死ぬ理由も解明されていないのだから、当然といえば当然である。

　モルナの呟きによって、議論を続けるような雰囲気ではなくなってしまった。第一、魔女が実在するなら、祭りの日に直接訊ねればいい。そこで喰われなければ、の話だが……。

「ありがとうございました」とノバが言って、話し合いは大した稔みのりなく終わった。

　外を見るともう暗い。イクスはもちろん、ユーイたちも店に泊めてもらうことになり、寝る場所を空けた。もちろん各々の寝室などないため、ユーイとノバは同じ部屋で眠ることになった。

「本日はありがとうございました」

　二人きりになった部屋で、ユーイはノバに頭を下げた。

「何が、ですか？」彼女は首を傾げる。

「ギデンズさんを見つけてくださったことです。お蔭でだいぶ魔女の調査が進展しました。イクスは不満かもしれませんが」

「マリさん、ですね」

「そちらはまた明日に検討しましょう。といっても、言伝が上手うまくいくことを祈るくらいしかありませんけれど……」

　そうですね、と頷くノバを横目に見つめる。

　前髪が顔の半分を覆い隠し、またその物言いも淡々としているため、イクスとは別の意味で彼女の思考はわかりにくい。感情の波がないのか、と思うほどいつも同じ調子で、何も考えていないようにすら見える。

　魔女か……。

　寝床についたユーイはぼんやり考えた。

　イクスは疑っているようだが、「魔女」の存在は確かだろう。

　それはギデンズやあの冒険者の話を信じたからではない。

　根拠は森の存在だ。

　ノーツウォルに森があるならば、そこに人の手が入っていないなどあり得るだろうか？

　魔獣が確認されておらず、レイレストの近くという絶好の立地──そんな森があるならば、とうの昔に伐採されたはずである。自国を侵略されたからこそわかるが、王国の民──なのかマレー教の教えなのか知らないが──は、森を見ればとにかく潰して畑にしようとする。もちろん資源を採り、食料を作るためだが、もっと根本のところで、自然と共に生きるという思想を彼らは持っていないようなのだ。すべては神が自分たちに与えた恵みであり、よって好きに使っていい、と考えている。神に与えられたからこそ慎重に使わねばならない、とするルクッタの教えとは真逆。なぜここまで違いが出るのか、興味が湧くほどだった。

　だからこそ、そんな都合の好い森が残っているのはおかしい、とユーイは思う。そこには何らかの理由があるはずだ──例えば怖ろしい存在が棲んでいて手が出せない、とか。

　そのとき、もう眠ったとばかり思っていたノバが呟いた。

「……ユーイさん」

「な、何です？」

「王国の居心地はどう、ですか？」

「どうと言われましても……」

「ルクッタに帰りたい、ですか？」

　その問いかけに、ユーイは即答できなかった。

「なぜ……、そんなことを訊くのです？」

「大した意味はありません」


「…………」



　ノバからこんなふうに踏み込んだ質問を受けるのは初めてだった。顔を彼女のほうに向けたが、部屋が暗くその表情は窺えない。

　しばらく沈黙した後、ユーイは言った。

「正直言って──どうなのでしょう。私にもわかりません」暗闇くらやみに放った言葉はどこへもゆかず、独白ひとりごとのように頭上を漂った。「ノバさんには感謝していますが、それでも王国の居心地は良いとは言えません。この国に東方の民の居場所はありませんから。……ですが、帰った先にも居場所はないのです。家族も、友人も、生まれた村も喪いました。ルクッタは私の故国ですが、もう故郷ではありません。戻ったところで、できることなど何も……」

「向こうでは尊ばれる血の持ち主、なのでしょう？」

「それはただそれだけのものです」ユーイは苦笑する。「それとも、女王にでもなりに行くのですか？」

「そう、ですか」

　ノバは短く返事をして口を噤んだが、そう経たたないうちにまた口を開いた。

「……話の続きですが」

「私の進退についてですか？」

「夕食時の、です。あのとき、不死の生物は確認されてないって、言ってました」

「え？　ええ、そうですね」

「それで、以前受けた講義を思い出しました。数年まえなので、ユーイさんは知らないと思います」

「どういった内容でしょう」

「不死の生物はいるそう、です」

「え、どこにですか？」

「どこにでも」
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　レイレストにこんな場所があるのか、と新鮮な気持ちでイクスは周囲を見渡した。

　太い路の両脇りょうわきに大きな家屋が並んでいる。家屋というより、屋敷と呼ぶべきだろう。一軒一軒の間隔が広く、庭の樹々や生垣が互いの視線を遮さえぎっていた。朝という時間帯にもかかわらず、通行人の姿はほとんどない。屋敷にも人の気配を感じず、ともすれば自分以外誰だれもいない気がしてくる。

　中心部とも、外縁部とも違う。とても静かだ。

　本当に合っているのかと、封書に書かれた住所を確認する。

　ここへはイクス一人で来ていた。複数人で来るような用事ではない。ユーイとノバには図書館で言伝の首尾を確認してもらっている。モルナはいつもどおり店に引き籠こもりだ。

　目的の屋敷は奥まった場所に建っているらしく、緩ゆるやかに曲がった小径が延びていた。曇り空の下、ぬるい風が吹いて、木の葉を散らしている。

　ふいに動く影が見えた。目を凝らすと、庭師の女性のようである。作業服でなにやら地面をいじっている。こちらに気づいた様子もなく、自分の作業に没頭している。

　がさがさと落葉を踏んで歩いていくと、屋敷が姿を現した。赤みがかった石造の二階建てで、奥行きはよくわからない。巨大な建築であることは確かである。

　玄関は頑丈そうな扉で、どれくらいの力で叩けば中にも聞こえるか考えながら近づくと、向こうからひとりでに開いた。否いな、扉を開けた男が顔を見せた。

「俺おれは──」と言いかけるのを遮って、

「委細承知しております。どうぞお入りください」彼は頭を下げた。

　使用人だろうか。黒っぽい服に、同じく黒い手袋を着けている。薄い色の金髪を左右に分けており、顔つきは年齢不詳。芯しんの入った立ち姿が石像のようだった。

　導かれるまま屋敷に入り、いきなりイクスは圧倒された。

　いったい何の目的があるのかというほど広く、豪奢な内装である。ラユマタの店とも似ているが、こちらはもっと煌きらびやかだ。飾ってある絵画にせよ、燭台にせよ、手が込んでいないものがない。やってきた者を驚かすために置いてあるとしか思えなかった。おそらく実際にそれが目的だろう。

　背後で控えめな音を立てて扉が閉まる。

「ご案内いたします」そう言って、男は優雅な所作で歩き始めた。「イクスさん、とお名前でお呼びしてよろしいですか？」

「他に呼び名はない」

「おや……そうでしたか。失礼いたしました」

「それよりも、なぜ名前を知っている？」

　そう訊たずねたが、意味ありげに頭を下げられるだけだった。

　階段を昇っていき、巨大な一枚硝子ガラスの嵌はまった踊り場で折り返す。二階に上がると、外の風を感じた。通路の片面には壁がなく、手摺が付いており、そこから見下ろすと中庭があった。同じ通路が左右と、向かい側にも延びている。つまり中庭を建物が四角形に囲い、内側に向かって開けている構造だ。中庭には、植込みの他、円い机などが運びこまれ、使用人たちが忙せわしなく動き回っていた。殺気立った様子で、見下ろしているこちらにも気づかない。

「参加者の多い饗宴はこちらの中庭で行うんですよ」男が言った。「ちょうど、本日の晩にも予定されています。肉囲にくがこいの前祝、といった感じでしょうか。毎年持ち回りで開催しておりまして、家格を示す重要な機会です。ここ数日は準備に大わらわでして」

「開催できるといいが」

　イクスが見上げる先、雨雲が空を覆おおっていた。空気は湿っており、いつ降ってもおかしくない天候である。

「強い雨でなければ問題ありません。二階の通路に布を渡して雨除けにします」

「屋内でやれば良い」

「そうはいきません」男は微笑んだ。

　なぜそうはいかないのか、と訊ねようとしたが、さきに彼が「こちらへどうぞ」と扉を開けた。

　応接間なのだろう、もう豪華さにいちいち驚きはしないが、しかし落ち着かない空間である。全体的に物を減らしたほうが良いと思われる。示された椅子いすに座ると、「少々お待ちください」と言われ、部屋に一人残された。

　懐ふところから封書を取り出し、片手でくるくる回した。玄関先でこれを託してさっさと帰れば良かった、と後悔していた。居心地が悪い。

　それほど経たたないうちに、先ほどの男が戻ってきた。羽のように薄い器にお茶を注そそいでくれる。湯気が螺旋状に立ち昇った。

「歓待はありがたいが──」イクスは片手を広げる。「そんな大した用件じゃない。この封書を届けられたら、それで」

「宛先あてさきはどなたです？」

「オブライル家の責任者に渡してくれ、と」

「私が中身を検あらためても構いませんか？」

「さあ……」首を傾げて考える。「他人に内容を見せるな、とは言われていない。最終的に責任者の手に渡るなら、問題ないだろう」

「では、失礼します」

　男は対面の椅子に腰を下ろした。封書を裂き、内容を確かめている。文面はそれほど多くないはずだ。

　オブライル家は、レイレストに拠点を置く大商人である。扱う品目は多種多様で、この街で行われる様々な取引に関わっている。もとは外国に出自を持つ家だとも聞くが、破脳病ソニムの流行期に一躍勢力を拡大し、今では王国内の各所に顔がきく。その経済力と政治力には、上級貴族も一目置くという。

　そんな大家たいけにイクスが乗りこんできたのは、ひとえにラユマタの指示だった。何でも、杖壁じょうへきの錠をかけるのに使う資材を、オブライル家に注文したらしい。注文に際していくつか無理を聞いてもらったので、その感謝状を直接届けろ、との命令である。

「ご丁寧に、ありがとうございます」文を読み終えて、男は微笑んだ。「ラユマタさんはお得意様ですから、今後とも良い取引をお願いできればそれで充分ですのに。お返事したほうがよろしいでしょうか」

「どっちでも良いんじゃないか」イクスは適当に言った。「だが責任者に見せるまえに返事を出していいものなのか？」

「それについては問題ございません」

　彼は笑って胸に手を当てた。

「私、エリオンと申します。オブライル家の四男でして、商取引に関しては一定の権限を与えられております」

「……エリオン・オブライルか」

「エリオン・オブライルです」

「なるほど……」

「騙だましてしまったようで申し訳ございません」

「今は、屋敷に他の家族は？」

「当主の父と母、祖母、それと兄弟が現在二人ほどおります。イクスさんとは相性あいしょうが良くないと思い、鉢合わせないよう使用人に命じました」

「気遣いに感謝する」

「ところでイクスさん、先ほど、他に呼び名はないと仰おっしゃいましたが──」エリオンが指を組んでこちらを見据えた。「あなたはムンジル・アルレフ氏の養子ではないのですか？」

「ああ……、たしかに届出ではそうだが、まあ、ただの弟子だ。それが？」

「姓をお持ちではないのか、と思いまして。つまり、イクス・アルレフがご本名なのでは？　義理とはいえ、親子になるんですから」

「イクス・アルレフ──？」思わず口もとを手で覆った。

（そういえば……そうだ）

　言われてみれば、たしかに子は親の姓を受け継ぐものである。子供だけ姓のない家など聞いたことがない。しかし実際にイクスに姓はない。師匠もそう言っていたし、戸籍上そう登録されている。アルレフ姓を名乗るなど考えたこともなかった。

「あの、お気に障ったならすみません」黙り込んだイクスを見て、エリオンは片手を広げた。

「いや……」

「仕事柄、どうしても他人の名前のことが気になってしまいまして。商売において最も重要なものですからね。呼び名ひとつが取引を左右することもしばしばです」

「商人なら、取引を左右するのは利害じゃないのか？」

「我々は貴族とも付き合いがありますし、そうでなくとも、商人的でない商人とだって付き合う必要がありますから」彼は苦笑を零こぼした。「もちろん良い面もありますがね。たとえば、姓呼びから名前呼びに切り替えれば、親しさを演出することができます。そうやって相手の懐に入るわけです」

「そういうものか」その感覚はいまいちわからなかったが、頷うなずいておく。

「ええ。これが異国ですと、姓の後ろに名前がくる地方があり、それを題材にした笑い話もあるくらいで……」

　適当なところで雑談を切り上げて、イクスは帰ることにした。

　飲んだほうが良いかと思い、手つかずだったお茶を一口飲んだ。歯に当たっただけで割れそうなほど頼りない陶製の器である。慎重に机に戻す。

「じゃあ、手紙は渡したからな」そう言って腰を浮かす。

「あ、まあまあ……、せっかくですし、もっとゆっくりしていってくださいよ」エリオンが軽く手を挙げて制した。「何でしたら、本日の饗宴に参加されませんか」

「すまないが、今日は他に用事がある」

「サニールド婦人に会う──とか？」

　イクスは動きを止め、再び腰を下ろした。膝ひざに肘を置き、手を組んで訊ねる。

「……手紙に書いてあったのか？」

「いえいえ。すみません、なにぶんこういった商売をやっていると、黙っていても情報が集まってくるんです。婦人の体調は決して芳しくない。これといった関係のない、しかも平民では、サニールド家に立ち入ることも難しいでしょう。おそらく、図書館のご友人は残念な報告を聞いているかと」

「助言には感謝する。あまり意味のない助言だが……」

「ですがこのオブライル家には入れます」エリオンは片目を瞑つむってみせた。「もう入れました。よね？」

「何が言いたい？」

「婦人も本日の饗宴にご出席されます」

「……体調は」

「ええ。芳しい状態ではありませんが、ここ数日は比較的良好とのことで、今日は来られると連絡がありました。容態が急変しないかぎりは、まちがいなく」

「出席するのは金持ち連中だろう？　貴族とか商人とかの……。こんな貧乏くさい人間、摘みだされるのが落ちじゃないか」

「なにも出席する必要はございません。こちらの部屋で待機して、頃合ころあいを見てお呼びすればよろしい。病人が休憩に行くのです、目立ちはしないでしょう。もちろんご友人の方を呼んでくださってもけっこうですよ。宴は人数が多いほうが楽しいですからね」

「知らないかもしれないが──」

「ご友人の素性は把握しております」

「それは助かるが……」イクスは眉まゆを顰ひそめた。

「他にご懸念がありますか？」

「引換えに俺は何をすればいいんだ？」

「引換えだなんて、そんなそんな」エリオンは笑って手を振った。「これは王都の杖壁、つまりは国防に関する仕事でしょう。王に忠誠を誓う民として、この程度の助力は当然のことです」

「そこまで調べているのか……」イクスはため息をついた。「あのな、本当に国防に関する仕事なら、俺みたいのじゃなく国の人間が調査している。今回の件はほとんど義姉さんの興味が理由だ。それくらいわかるだろう？　それにさっきから、手紙を持ってきただけの遣いにずいぶんな厚遇じゃないか。一介の見習いをもてなして、それに見合う得はない。なにか条件があるとしか思えないんだよ」

「うーん、心配性な方だなあ……」

「まえに酷い目に遭ったからな。不用意な行動は慎み、自衛に努めることにしている」

「わかりました」

　エリオンは苦笑を浮かべて、椅子から立ち上がった。「少しお待ちを」と言って、部屋から出ていく。

　しばらく彼は戻ってこなかった。お茶を飲み干し、勝手に帰っても良いだろうか、とイクスが考え始めたころ、再び扉が開いた。

　そこから顔を出したのは、十歳程度の、背の低い少年だった。

　エリオンと同じ薄い色の金髪で、口もとに微笑みを湛えている。真まっ直すぐな視線でこちらを見つめていた。

「イクス」と澄んだ声が響く。

「……オットー？」イクスは呟つぶやいた。

　モルナの店へ通ってきては、彼女の不得意な、つまり作杖以外すべての業務を受け持っている少年である。

　部屋に入ってきたエリオンが、背後からオットーの両肩に手を載せた。

「オブライル家の七男です」

「……オットー・オブライルか」

「オットー・オブライルです」

「なるほど……」

「我が家の者は、この子をいないものとして扱っています。親しく接してくれるのはあなた方だけです」彼は深々と頭を下げた。「イクスさん、モルナさんと共に、いつもこの子の面倒を見ていただき、感謝の念に堪えません。本当にありがとうございます」

「いや……」

　それは誤解で、正確にはオットーがモルナの面倒を見ているのだ、と訂正するべきか逡巡しゅんじゅんしたものの、曖昧あいまいに片手を開くだけにしておいた。





２






「オットーが、その家の？」目を見開いたユーイが言った。

「子供らしいな、どうも」イクスは肩を竦すくめる。「毎日そこから通ってるらしい。義姉さんは知ってたのか、このこと？」

「え、ぇ、え、え？」

　じっと見つめられ、モルナはあちこちへ目を泳がせる。どちらを向いても囲まれているので、最終的に視線は天井と床を往復した。

「伝えていない」オットーが短く言う。

「実家すら知らずに手伝わせていたのは、さすがに問題があると思いますが……」

「う、うぅぅう……」

　一同──イクス、ユーイ、ノバにオットーを加えた四人は、再びモルナの店に集まっていた。数日ぶりの再会をモルナは喜んだが、すぐさま話題はこちらに変わった。

「イクスもイクスですよ。以前からの付き合いだったのでしょう？」ユーイは額を押さえた。

「家の規模なんかわざわざ質問しないだろ」イクスは無表情で答える。「小さな商家の子供だと思っていた」
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「姓については？」

「それこそどうでも良い。姓がない可能性もあるしな」

「はあ……」

　ユーイは深いため息を漏もらす。彼女もオットーに訊ねなかった一人ではあるが、さすがにモルナは把握しているだろうと思っていたのだ。

　まさかここまでとは……。

　オットーは、今はじっとノバを見ていた。

「何、でしょう」彼女は首を傾げる。

　答えず、オットーは視線を正面に戻した。

　しかしオブライル家も、息子がこんな店に通うのをよく認めたものだ。製品の質はどうあれ、傍はたから見れば潰つぶれかけの貧乏店である。それについて暈ぼかして訊ねると、それにも事情があるんだ、とイクスが言った。

　エリオンから聞いたという話と、オットーが要所要所で呟く単語を総合すると、彼は半ば隠し子のように育てられているらしい。実際は人並み外れた観察力と記憶力を備えた才児なのだが、行き過ぎて通常の会話を交わせないような子は、自慢の息子として扱えないのだろう。外部にその存在を知る者は少なく、だからオットーも自ら明かそうとしなかったのだ。

　実質的に彼に関わっているのは四男のエリオンだけで、屋敷を抜け出す件についても、彼が隠しているらしい。オットーは奥の部屋に押し込められており、わざわざ見に行く家族はいないのだそうだ。

「とはいえ」とエリオンは言った。「正直なところ、父が気づいていないとは思えません。おそらく把握したうえで、見逃しているのでしょう。仮にオットーが拐かどわかされても、我が家の弱点にはなりませんから」

　オットーの才能も不気味がられるばかりで、あの家で活いかされることはないだろう、というのがエリオンの見立てである。だからこそ、彼を受け容れたモルナたちには感謝しているという。普段は店との行き帰りを使用人に監視させるのだが、ここ数日は饗宴の準備で人手が足らず、そのため屋敷に留めていたそうだ。

　ユーイは首を振って気を取り直した。

「館長さんのほうは予想通り失敗しました。言伝はできたそうですが、やはり部外者と会わせることはできないと。その宴うたげでマリさんに会えるのは助かりましたね。オットーのことがあるにしても、そこまで手助けしていただけるとは……」

「どうやら、もともと向こうも魔女に興味があったらしい」

「それはまた、どうして？」

「ユーイが捕まえた二人組だよ」イクスは視線を上に向ける。「連中、エネドの牙きばを山ほど持ってただろ？　あんな感じで、貴重な商品がいっぺんに出回ると、市場が混乱する。もしその混乱が魔女の狙いだとしたら──商人としては困るわけだ」

「そこまで把握していたのですか……」

　エネドの牙に関しては、モルナの取引相手が少しずつ市場に流しているはずだった。さすがは街を牛耳る大商人、というところか。

「しかし、饗宴ですか……」ユーイは小さく呟いた。「私は行かないほうが良さそうですね」

「部屋から出ない」オットーが言う。

「それはわかるのですが、大勢の人が集まるのですよね？　万が一にも顔を見られないとは限りません」王国の有力者が集まるなかに、東方の民がいると知れたらどうなるか。想像に難くないが、具体的に問題がどこまで大きくなるかは見当がつかない。「話を聞くだけなら、イクス一人でも充分ではないでしょうか？　あ、いえ、あなたの喋しゃべり方ではまずいですね……。ノバさんも一緒のほうが良いですか」

「いずれにせよノバには随ついてきてもらわないと困る」

　イクスがそんなことを言い出したため、ユーイは少し驚いた。

「急にどうしました？　そんなに不安なんです？」

「不安？」彼は不思議そうに首を捻ひねった。「こういう饗宴の場合、男女一組になって参加するのが一般的らしい。もちろん話を聞くのは別の部屋に呼んでからだが、一度は宴の場に行ってマリに話しかける必要がある。そのとき俺一人だと目立つだろう。そこまで面倒は見られない、とエリオンに言われてしまった」

「ええ、と……」しばらくユーイは言葉を探した。「服……、そう、服はどうするのです？　高級な服なんて持っていませんよね」

「エリオンのものを貸してくれるそうだ。女服もあると聞いた」

「はあ、それはそれは……」

「そうなるともう、選択肢がないだろ」イクスは淡々と言う。「ユーイはさっき自分で言ってた理由で無理だ」

「ええ……」そういった衣裳の場合、顔も肌も出さないわけにはいくまい。

「で、義姉さんは──」

「わ、わ、私ぃ!?」モルナはおたおたと手を振った。

「最初から期待していない。あるいは──」

「僕が女装する」不意打ちでオットーが言う。

「え？　あの、それは──」

「身長差も年齢差もありすぎる。不自然だ」すぐさまイクスが否定した。

「そういう問題でもないと思いますけれど……」

　ためしに粧めかしこんだモルナと、女装したオットーを思い浮かべた。オットーの女装はおそらく問題ないだろう。人目を惹ひく少女になりそうだ。そして髪を整え、化粧をして、豪華な衣裳を着たモルナ──これも意外と悪くはない気がする。とはいえ、彼女の問題は外面ではなく内面にある。見知らぬ他人が大量に集まった場なんかに放り込めば、もはや嘔吐では済むまい。嘔吐を越えるとなると何だろう。躰が爆発したりするのだろうか。とまあ、益体もない妄想はさておき……。

　ユーイは頰ほおに手を当てて頷いた。

「たしかに、ノバさんしかいませんね」

「それに貴族なら、そういった場での作法も心得ているだろう。というわけで頼みたいんだが、問題ないか？」

「はい」

「え、ほ、本当に良いんですか？」思わずユーイは聞き返してしまった。

「はい。仕事の一環、です」

「そうですか……」

「ユーイさんも、来てください」

「え？」

「一緒に話を伺うかがったほうが早い、ですから」

「……わかりました」

　そう言うと、意外そうにイクスが片眉を上げた。
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「良いのか？」

「何がですか？」

「いや、別に……」

「別に、何です？」





３






　昼過ぎから小雨になり、中庭の上には細長い布が何枚も渡されていた。二階の通路の手摺に端を括くくりつけて、中心を別の紐ひもで上から引っ張っている。これで真ん中に水が溜たまらず、端から落ちるようになる。

「……これでは中庭の様子が見えませんね」手摺に手を置いたユーイが言った。「マリさんの顔、ちゃんと憶えてます？」

「大体はな」イクスは頷いてみせる。「わからなくても、死にそうな老婆を捜せばいい。そんなに数はいないと思う」


「…………」



　何ともいえない表情でユーイは黙り込んでしまった。

　彼女のさらに隣では、ぼんやりした様子のノバが同じく中庭──の上に渡された布を見つめていた。まだいつものぶかぶかの服を着ている。オットーも同じようにしていた。彼は饗宴には出ないそうだ。

　他の招待客が来るよりずっとまえに、四人はオブライル家の屋敷に入った。普段オットーが使っているという裏口から入り、準備で忙しい使用人たちの脇わきを通過してきた。彼らにはエリオンの内々の客だ、と伝えてあるそうだ。

　やがて、徐々に客が集まってきた。話し声や笑い声のほか、人が集まることで生まれる雑多な音が二階まで響いてくる。おそらく下では、雨が布を叩たたく音も程よい環境音になっているだろう。

　楽器が演奏されているらしく、最初は一つ、二つの旋律が、やがて幾つも重なった旋律が、落ち着いた音量で届いた。時おりぱらぱらと拍手が鳴った。

　饗宴が始まってしばらく経ったころ、男の大きな声がした。なにやら挨拶あいさつをしているらしい。今度は纏まとまった拍手が何度も起きた。「今年の祭りの無事」とか、「皆さまのご助力が」とかいった言葉が断片的に聞き取れる。

　マリを連れてくるとすれば、宴がしばらく進み、中座しても問題ない時間帯を見計らってのことになる。まだ時間がかかりそうだった。

　いったんイクスは与えられた部屋に戻り、服を着替えることにした。何しろ着方もよくわからない。オットーに教えてもらいながらなんとか着ることができた。エリオンの服は若干小さかったが、しかしそれを差し引いても窮屈な服だった。躰のあちこちが締め付けられて息苦しい。無意味な装飾が多く、逆に必要な部品が少ない。なぜこんな服を好んで着るのかまったく理解できなかった。金持ちになると我慢が美徳になるのか、それとも感覚が反転するのだろうか。今まで見てきたものを考えるに、その可能性が高い。

　ノバもユーイと一緒に着替えていたようである。女性の服は男性のそれに輪をかけて複雑な構造をしている。おそらくオットーに手伝ってもらっても自分には着られないだろう、とイクスは思った。

　戻ってきたユーイがこちらを見て口を開いた。

「何というのでしょう……」彼女は難しい顔になる。「似合って……いるとは言い難がたいですが、まあ、不自然ではないと思いますよ」

「そうか、なら問題ない。そっちも大丈夫か？」

「はい」

　用意された衣裳はノバにはやや大きかったらしく、袖口そでぐちで手が半分隠れていた。前髪も相変わらず両眼にかかっている。しかし不思議と違和感がない。着慣れているからだろうか。

　雨が徐々に強くなっていた。といってもそこまで激しくはならず、饗宴はつつがなく進行している様子である。

「そろそろ」

　階下の様子を窺うかがっていると、オットーが呟いた。

「様子は？」そう訊ねる。

「全体的に移動量が減っている。集団で会話する者と休憩している者が多い。もうしばらくすると数名が帰る」淀よどみない口調で彼は答えた。

「マリは？」

「確率は低い」

「ありがとう、オットー」礼を言って、イクスはノバに視線を向けた。「行くか」

「はい」

　一階に降りていき、中庭の周りの通路を歩いた。中庭にはいくつも明りが点ついているが、そのぶんこちらは陰になって目立たない。使用人たちが速足で行き交っている。

　会場の様子を窺う。誰も彼も豪華な服を着て、穏やかに談笑している。事前に言われたとおり、男女で行動している者が大多数だった。収穫祭の前祝ということもあってか、一角には脂の滴したたる肉が山積みにされている。他にも湯気の立つ料理が並んでいるが、あまり食されてはいないようだ。会話のほうが彼らにとって重要なのだろう。

　彼らの窮屈そうな衣裳を眺めているうちに、ふとイクスは首を傾げた。

「……あの服、杖はどこに持ってるんだ？」

「持ってません」すぐにノバが答えた。

「え、どうして？」

「交流の場に武器を持ち込む行為は、極めて非礼とされてます。杖は最初から持ってこないか、入るとき預けるか、します。杖を持ってて良いのは警備の者だけ、です」

「その警備は？」

「外を囲んでるはず、です。会場には立ち入りません」

「それって、警備の意味あるのか？」

　すると、ノバはこちらを向いて黙り込んだ。

「……イクスさんには魔力がないん、でしたね」

「は？　ああ、そうだが……」

　雑談しているうちに角を二回曲がり、先ほど見下ろしていた場所からちょうど反対側の通路に着いた。

　三分の一ほど進んだところで、イクスは足を止めた。

「あれだと思う」指をさし、小声で伝える。「そこに座っている」

　ノバは黙って頷いた。

　紫の衣裳を纏った老婆が、片隅の椅子に座っていた。白髪を長く伸ばし、背は低い。傍かたわらに恰幅かっぷくの良い女性が立っていて、時おり言葉を交わしている。客ではなく、従者だろう。

　周囲の客が疎まばらになったのを見て、イクスとノバは中庭に入った。自然な足取りで近づいていく。

　まず老婆がこちらに気づいた。顔の記憶は曖昧だったが、イクスはその双眸そうぼうをよく憶えていた。子供のように輝く金色の瞳ひとみ。

　彼女の視線を追って、従者も気づいたらしい。にこやかな笑みを浮かべて、間を遮るような位置に立った。

「こんばんは。どちらの方で──」

「マリ・サニールドか？」無視して、低い声で言った。

　従者は不機嫌そうに眉を顰めた。大きめの咳払せきばらいの後、「失礼ですが……」と言いかける。

「ええ、そうですね」片手を小さく挙げて、マリが答えた。従者は呆あきれたように天井を仰いで身を引く。

「六十年まえ、杖壁の改修に関わった貴族か？」

「ええ」

「話を聞かせてくれ」

「ブライアンの言伝は聞きました」従者に支えられながら、マリは腰を上げた。「移動して話しましょうかね。部屋は用意していますね？」

「そのまえに、一つだけ確認したい」

「はい、何です？」

　イクスは相手を真っ直ぐに見据えた。

「おまえは魔女か？」

　彼女の大きな眼が瞬く。

　感情の摑つかめない表情でゆっくり口を開く。

「いいえ」

「つまり、魔女を知ってるんだな？」

「確認は一つだけでしょう？」
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　随いてこようとする従者を一階に残し、マリはひとりで部屋にやって来た。休憩に行くと言えば、周囲の客も疑わない。イクスたちも親切で地味な若者といった感じで認識されたようだ。実際に足腰が覚束おぼつかないらしく、階段を昇るのにイクスが手を貸した。

　窓際の椅子に腰かけて、マリはこちらを見つめた。イクスとユーイが対面に座る。ノバは部屋の隅で、オットーは窓の外を眺めて立っている。

　こうして相手を見ると、数ヶ月まえ顔を合わせたときより、ずっと老け込んでいることがわかった。動作に力が入っておらず、体軀たいくは一回りも縮んでいるようだ。時おり胸を押さえて、苦しそうに咳せきをする。

「いきなりお呼び立てして申し訳ありません」ユーイが頭を下げる。「無礼とは存じますが、どうかお話を聞かせていただければと」

「私は構いませんがね」渡された水をゆっくり飲んで、マリは深く息を吐いた。「そもそも、あなた方はどなたです？」

「杖職人見習いだ。姉弟子のラユマタに頼まれて、調べものをしている」

「私と、そちらの彼女は手伝いです」ユーイが補足した。

「ラユマタ……、ムンジル氏のお弟子さんですね。言伝では杖壁について訊きたい──と聞きましたがね」

　イクスは単刀直入に切り出した。

「王都の杖壁が解かれた可能性がある」

「ふむ。事実なら、たいへんな事態ですね」表情を変えずマリは頷いた。

「それを受けてラユマタがあれこれ調べたところ、六十年まえの改修時に発散法が使われていたことがわかった。実用化されるより三十年も早く──だ。詳しく調査すると、当時の改修に杖職人でもない若い貴族が関わっていた。マリ・サニールド──その貴族の名だ」

「なるほど。よく調べられましたね。つまり、私が疑われていると？」

「正直言って、解錠に関して俺は疑っていない。ここ数年は図書館長としてレイレストにいた。最近は体調を悪くして引退したらしいが、王都まで行っている時間はなかった。おそらく無関係だろう。義姉さんもそれで納得するはずだ」

「あなたから説明いただけるなら助かりますね。見てのとおり、私ももう長距離を移動しての弁明やら取り調べやら、やっている体力はありませんからね。仮に疑いが事実だとしても、尋問中に死ぬでしょうね」

「だから、本題はそこじゃない」イクスは首を振った。

　マリが再び水に口を付ける。

　窓の外は暗くなり、雨音だけ聞こえていた。室内の燭台が明りになって、彼女の顔に揺れる影を落とした。

「俺の師匠は、王都の杖壁について『魔女が設計した』と話していたそうだ」イクスは彼女を睨ねめつけた。「遠回しな物言いは抜きにして言う。発散法を導入した『魔女』は、おまえだな？」

「私は魔女ではありませんね。先ほども申し上げましたとおり」

「だが魔女のことは知っている」

「ええ、知っていますね」

「会ったことは？」

「ええ」

「ノーツウォルで？」


「…………」



　そのとき初めてマリの表情が変化を見せた。目を瞠みはり、こちらに刺すような視線を向けてくる。

「隠す必要はない。というか実のところもう調べたんだ。ノーツウォルの森に住んでいる、強力な魔法使いだそうだな。いつ会ったんだ？　レイレストの貴族が、わざわざ辺鄙へんぴな農村に行く理由なんてないと思うが」

「それに答える必要がありますかね」

「オットー」名を呼ぶと、彼はすぐこちらを振り向いた。マリを示して訊ねる。「彼女は？」

「子供のころだ」オットーは即座に言った。「レイレスト近辺の村でおおむね成年まで過ごした。その後レイレストにやって来た。以後はずっと同じ場所に住んでいる」

「…‥どういうことですかね」マリは首を振る。「オブライル家といえども、そこまで調べられるはずがない」

「調べたわけじゃないさ。喋り方や動作や癖くせを見て、そう分析してるだけだ。オットーはそういうことができる」イクスは軽く説明した。「なるほど成年まで……、これで計算が合う」

　何のですか、と隣のユーイが首を傾げる。

「ノーツウォルの魔女は人を喰くうらしいな？　最近だと二十年まえに赤子が。その以前には、八十年まえに少女が喰われたそうだ。そして杖壁の改修が行われたのは六十年まえ。ほら、ちょうど二十年で計算が合うだろう？　魔女に喰われたはずの少女が成年になって戻ってくると、特殊な知識を基に改修を行った──簡単に接続できる」

　どうだ、と訊ねられ、マリは口を噤つぐんだ。

　実際、イクスにも確信があったわけではない。ほとんどこの場の思いつきで、計算についても今気づいたことだった。根拠があるのか、と反論されれば諦あきらめるほかない。

　だが、少ししてマリは項垂うなだれた。深いため息を吐く。縮んだ躰がさらに小さくなって、やがて消えてしまうのでは、と一瞬不安になった。

「本当に、よく調べられている」絞り出すような声で彼女が言った。

「認めるのか？」

「ええ、あなたの仰おっしゃるとおりです」

「仰るとおりというのは、どれについて？」

「……水のお代わりをいただけますかね」

「あ、は、はいっ」

　ユーイが慌てて空の器を取り上げ、用意された水差しへ駆けていく。彼女の姿を見ながら、そういえば腹が空いたな、とイクスは思った。考えればずっと二階にいて夕食を摂っていない。ユーイやオットーも空腹だろう。あとで一階に行ったとき、ついでに食事をもらってきたほうが良いだろうか。あれだけ残っているのだ、誰も文句は言うまい。

　感謝を言ってマリは水を受け取った。何度かに分けて飲んでいく。

「……本当は、誰かにずっと話したかったのかもしれませんね」

「聞かせてもらえるか？」イクスは言った。

「私はここレイレストで、サニールド家の娘として生まれました」彼女は静かに語り始めた。「しかし物心がつくよりまえにノーツウォルへ送られ、表向きは平民の子として育てられることになりました。なぜそのような状況になったのか、当時は把握していませんでしたが、簡単に説明すると、家督争いから逃がすためだったようですね。生まれてすぐに幾度か命を狙われる事態が起こり、母が決断したようです。親代わりの使用人をひとり付けられ、私は送り出されました。しかしもちろん、村の人々は私が訳ありであることに気づいていましたね。子供たちもそれを感じ取り、私はしばしば仲間外れにされていました。今考えれば何ということもないですが、やはり幼い子供には、なかなか堪こたえましたね。もちろん金銭的な苦労はしませんでしたがね」

　空になった器をマリはそのまま両手で握っていた。

「そんなとき私は出逢ったのですね──ええ、そう、魔女に。ちょうど今の時期、ノーツウォルで肉囲の祭りが行われていた最中です。私はその年、初めて祭りに参加しました。どうしてでしょうね？　なぜかその年は、自分も楽しめるんではないか、と思ったのですよ。祭りの終わりごろ、魔女は姿を現しました。そう……ちょうど嵐と共に、黒い影が浮かび上がったのを憶えていますね。村人や子供たちは恐れをなして逃げていきました。しかしですね、説明したとおり、私は村では疎外されていて、魔女のことは何も聞いていなかった。皆が何を怖がっているのかわからなかった。知らなかったのですよ──魔女が人を喰うことを。私はただ皆が怖がっているのが不思議で……、彼女に話しかけてみました。そして自分を連れていってくれ、と頼んだのですね。親切にも魔女は、私を食べると教えてくれましたが──それならそれで良い、と思ったのですね。当時の私は」

　彼女は遠い目を窓の外に向けた。これまでの老いた様子とは打って変わって、滑らかな語り口だった。

「だが、こうして生きている」イクスは言う。

「ええ……、そうですね。魔女は私を自分の家に連れていきましたが、すぐには食べなかったのですね。理由は説明してくれませんでした。『今食べたら無駄になる』というようなことは言っておりましたがね。そのまま森の中の家で、約二十年のあいだ魔女と暮らしました。成年してから数年ほど経ったころでしょうか。私は森を出ました。いえ──出たのではないですね。逃げ出したのです」

「逃げ出した？」ユーイが呟いた。

「恥ずかしながら、怖くなってしまったのですね。彼女に言われたのです。そろそろ喰うことになる、と。それが、ええ、二十年過ごすうちに、私は堪らなく怖くなってしまったのです。それが嫌で厭で、どうしようもなくなってしまいましてね。それで、隙すきを窺って森を抜け出したのですね。しかし村の家には知らない一家が住んでおり、使用人も亡くなっていました。当たり前ですね。私は喰われて死んだものと思われていたのですから」マリは皮肉げに微笑んだ。「やむを得ず私は、幼いころの記憶を頼りにレイレストを目指しました。ええ、あのときのことは今でもよく憶えていますね。一人きりで、泥だらけの地面を踏んで、正しいのかわからない道を歩いていきました。そして、どうにか私は辿り着きました。サニールド家の屋敷を訪れ、自分はこの家の娘だと言いました。最初は誰も信じませんでしたがね、唯一持たされていた紋章のお蔭で証明できました。家督争いはとうに終わっておりましたね。母は争いに勝ち、そして死んだ私の代わりの跡継ぎが決まっていました。家に置いてもらうため、私は自らの価値を証明しなければなりませんでしたね。そのとき、杖壁の改修の話を知ったのです」

「じゃあ発散法は──」

「お察しのとおり、魔女の智慧ですね。二十年過ごすうちに、私も魔女の魔法を見る機会がありました。理解できないものが大半でしたがね、しかしいくつか理解できるものもありました。発散法はその一つですね。人間の魔法を学んで初めて、まだ存在しない技術だと知りました。私が縋すがれるものは、それしかなかったのですね。これは極秘だと言って、杖壁の改修に発散法を取り入れました。職人の方々も、理屈はわかっていなかったようですが、効果を実証したところ納得していただけましたね。これが、私の経験したすべてです」

　しばらく、誰も口をきかなかった。

　彼女が噓うそを吐く理由はない。それにこんなにも長い、筋の通った噓を即興で考えるのは無理だ。記憶違いはあっても、今語った内容は真実だろう。

　つまり、これで証明されたのだ。

　魔女が人を喰う──という噂うわさが事実であること。

　魔女の智慧が、人類を──少なくとも三十年は──超越していること。

　もはや、あり得ない、とか、馬鹿ばかげている、という言葉では片づけられない。

「魔女は……、ノーツウォルにいるのか」わかりきった質問をイクスはした。

「ええ、いますね。きっと、今も」

　そう話すマリがあまりにも自然で、一瞬気づかなかった。

　彼女の目もとから水滴が零れていた。

「だから私は、魔女ではありませんね。私は……、逃げてしまい、ましたからね……。二十年も一緒にいた相手を、裏切って……。ただ、私が弱くて、怖くなってしまったから……」

「そ、そんな裏切ったなんて」ユーイが声を上げる。「食べられるのでしょう？　誰だって怖がりますよ。逃げたのは恥じることではありません。ごく普通の反応です。そんな風に自分を責めなくとも……」

「いえ……、私は言ったのです。出逢ったときに、言ったのですよ。それで構わない、と……。そう言ったのです。たしかに、彼女に……」
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　マリが落ち着くのを待って、イクスは彼女と階下に戻った。階段を降りる手伝いをするためなので、ノバには来なくていいと言った。

　彼女の皺だらけの手を取って、一段一段降りていく。見た目から想像するより、いくらかしっかりした感触だった。

　階段の下に従者の女性が待っていた。とそこで思い出したが、料理をもらおうと思っていたのだった。

「どうしましたか？」マリがこちらを見た。

「いや……、会場の料理を上に持っていきたいんだが、一人で行って不審がられないだろうか、と考えていた。四人分だから量も多くなるし」

「使用人の方にお願いすれば良いですね」

「ああ、なるほど……」これが金持ちの思考か、と思う。

「彼女に任せることもできますね」安心した顔でこちらを見上げている従者を指して言う。

「良いのか？」

「皆さんのお蔭で私の罪を思い出せましたからね、お礼ですね」

　しかし結局、夕食にありつくことはできなかった。

　マリを通して使用人に料理を頼んだところ、中庭からではなく、調理場から直接持ってきてくれることになった。部屋へ案内するために、イクスはしばらく通路で待った。しかしなかなか運ばれてこず、まさか新しく調理しているのか、と不安になったときだった。

　中庭から屋内へ通じる扉で揉もめ事ごとが起きていた。

　そちらへ近づくと、扉の前に使用人の男が立っており、焦あせった表情で両腕を広げている。彼の前に人集だかりがあって、文句を言っていた。どうやら外に出られないらしい。

　今ならこちらに注意が向かないだろう、と思い、イクスは近くの男性客に話しかけた。

「いったい何が？」

「さあ、私も今来たところで……」男は一瞬こちらを見たものの、すぐ視線を前に戻した。「毒がどうこうで、しばらく出ないようにと言われたのですが……」

「毒？」

　間もなくして、扉の奥から別の使用人たちが中庭にやってきた。数名が焦った顔で、他の人々を追い立てている。ほとんどの人間はよくわかっていない様子で、首を捻ひねりながら歩いている。

「すみません皆さん、私は調理場で働いている者です」扉の使用人が今一度声を張り上げた。「料理中に不手際があり、調理場にて毒性の気体が発生しました。基本的には無害なのですが、大量に吸うと体調を崩すおそれがあります。現在換気をしていますので、もう少々お待ちください」

　多少の不満は出たものの、それでほとんどの客は納得した様子だった。澄ました顔で中庭に戻っていく。澄ました顔というか、食い下がる客を見て眉を顰めている。それに気づいて、文句を言っていた客も引き下がった。オブライル家の人間だろうか、男が一人速足で使用人に近づいていく。

　こうなるとしばらく料理は期待できないだろう。いったん部屋に戻ろうか、と階段に向かうと、そこにも使用人が立って塞ふさいでいた。こちらは女である。

「二階に行きたいんだが」

　厄介な客に見えるのだろう、他の客たちのこちらを窺う視線を感じた。

「申しわけありませんが、しばらくお待ちを」

「なぜだ？　ここが安全なら、二階も問題ないだろう？」

「私もそう指示を受けているだけですので……、申しわけありませんが、どうかお庭のほうでお待ちください」

「そうか……」

　まあそう言うなら仕方がない。隅でじっとしていよう、と戻りかけて、何となく彼女に話しかけた。

「使用人っていうのはいろんな仕事をするものなのか？」

「はい？」彼女は不思議そうに瞬またたいた。「はあ、そうですね……、ええ、私は今は給仕をやっておりますが、普段は掃除なども行っております」

「庭師は？」

「え？」

「今朝けさは庭にいただろ。作業着を着て、あれは庭の掃除をしていたのか？　そういうのは専門職だと思っていたが……」

　女は数秒ほど首を傾げた後、懐から細長い物体を取り出した。

　何かと思ったが、すぐに見慣れたものだと気づいた。

　滑らかに加工された木の棒──魔法杖。

　客は駄目だが使用人が持ち込むのは良いのか、と考えていると、魔法杖の先端が光った。あまりの眩まぶしさに目を閉じる。

　目を開けたとき、イクスは地面に寝転がっていた。うつ伏せの姿勢で、頰が中庭の石畳に押し付けられている恰好だ。

　眩しさに驚いて転んでしまったのだろうか。そのときに頭も打ったのだろう、視界がぼんやりして、躰は麻痺したように上手うまく動かない。

　何とか両手を突いて、ゆっくりと上体を起こした。首を何度か振り、眼をぎゅっと瞑つむる。ようやく見えるようになってきた。

（……何をしているんだ？）

　てっきり転んだ自分に注目が集まっていると思いきや、なぜか視界の誰もこちらを見ていなかった。それどころか、皆綺麗きれいに整列して地面に座っている。奇妙な光景だった。せっかくの衣裳が汚れてしまう、と思ったが、彼らの感覚が反転しているなら、高級な衣裳を汚すのは良いことなのかもしれない。金持ちの宴にはこういう作法があるのだろうか。

　とつぜん背中に衝撃が走り、イクスは前に倒れ込む。

　振り向くと、使用人姿の男が立って見下ろしていた。彼も右手に杖を持っている。こちらに向けて「立て」と言った。

　そっちが転ばしたのだろう、と思いつつ立ち上がる。借りた衣裳が汚れてしまった。袖そでを叩いてみたけれど、汚れは落ちない。困ったことになった。

「歩け」と男が言って、杖でこちらの背中を突いた。

「急にどうし──」

「歩け」

　背中を強く押され、イクスはよろめいた。何度か咳せきこむ。整列している人々の目がいくつかこちらに向く。

　男の言動を見るに、どうやらあの列に加われ、と指示されているらしい。そのとおりに、列の端まで行って腰を下ろす。三列ほど出来ていて、皆は横を向いている。斜め前にはマリと従者の姿もあった。饗宴の客だけでなく、使用人も一緒に並んでいる。しかし周りを見ると、列に加わらずこちらを囲んでいる使用人もいた。

「だ、大丈夫ですか？」小さく囁ささやかれた。

　そちらを見ると、先ほどイクスが話しかけた男性客だった。引き攣った笑みを浮かべていた。

「大丈夫？」イクスは首を傾げる。

「いや、何というか……、魔法を撃たれて吹き飛んでから、ずっと痙攣けいれんしてましたので、ちょっとこれは無理かな、と思っていたものですから……」


「…………」



「ああ、まだ無理して喋らないでください」男は片手を開いた。「いやあ、しかしお手柄──とも違いますけれど、よく気づかれましたねえ。ああすみません、私はマルランという者です。えっと、オブライル家の方ではありませんよね？」

「……イクスだ」

「イクスさん。すばらしい観察眼かと思います、はは……は」

　にわかにざわめきが起こった。中庭を囲む使用人のなかから一人の男が前に出てくると、こちらを睥睨へいげいした。それなりの年配で、頭が禿げあがっている。

「皆さま、驚かせてしまい申し訳ありません。ですがこれも聖意に適かなうこと。同じく洗礼を受けた者として、我々の考えにもすぐご賛同いただけるものと信じております」そう言うと、男は両腕を広げた。
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　イクスとマリが出ていった後、部屋には三人が残された。居場所は変わっておらず、ユーイは椅子に座り、ノバとオットーは別々の場所に立っている。少々居たたまれない感じだ。立ち上がったほうがいいだろうか、とユーイは考えた。

「まあ、これで当面の目的は達したわけですね」ノバを見据えて言う。「杖壁に使われていた技術の謎なぞと、マリさんについては調べがつきました。ラユマタさんへの報告には充分でしょう」

「はい」

「これからノバさんはどうされます？」

「どう、とは」

「おそらくイクスは、このままノーツウォルへ赴くでしょう。私にしても、本来の目的は魔女ですから、一緒に行くつもりです。けれどノバさんの場合、もう仕事は終わりましたし、ここで別れて王都に帰るのではないかと」

「私も行きます」即答だった。

「そうですか。ええ、ではもうしばらく、よろしくお願いします」

「はい」

　そう言ったあと、ノバは首を傾げた。

「イクスさんがノーツウォルへ行くとわかるの、ですか？」

「ええ、まあ、彼は彼で都合がありますから」

「なるほど」

「たしか明日の朝に、ギデンズさんが村へ向かうのですよね？　同行を頼んでみましょう」

　それにノバが小さく頷いて、会話は終わった。

　部屋が静まり返る。なかなかイクスは帰ってこない。まさかマリを送る途中に、なにか厄介事に巻き込まれたのかもしれない。そんな短時間で、とも思うが、彼の場合充分あり得ることだ。

「すみません、ノバさん」と声をかけた。「少し下に行って、イクスを捜してきてもらえませんか？」

「はい」

　彼女が部屋を出ようとしたときだった。

　巨大な、破裂音のような音が響いた。

　階下で鳴ったようである。音は一度きりで、それ以降なにも聞こえなくなる。

「何でしょう？」ユーイは言った。

　この部屋の壁や扉はかなり厚く、音を通さない。扉を閉め切った状態では、下の会場の物音はまったく伝わってこなかった。つまりそれだけ先ほどの音は大きかったわけだ。

　ノバは把手とってに伸ばした手を戻し、扉に耳を付ける。

「魔法」

　唐突にオットーが言った。

「え？」ユーイは窓のほうを振り向く。「いえ、ですが、こういった場に杖を持ち込むことは禁止のはずです」

「禁止のうえ実際的にも難しい」オットーが一定の速度で話す。「参加者は魔法的に調べられる。しかし一、二本であれば持ち込める可能性はある。その数では警備に気づかれてすぐ制圧されるけれど」

「うーん、なにか事故が起きたのでしょうか……」

「人が来ます」ノバが扉から離れつつ言った。

「イクスですか？」

「わかりません」

「まあ、そうですよね」

　ユーイも椅子から立ち上がり、部屋の奥に移動した。何となくオットーを庇かばうような立ち位置になる。懐に隠した杖を、右手でそっと摑んでおく。ノバは扉の近く。自然体で立っている。

　間もなく扉がゆっくり向こう側に開いた。

「あ、お客さん……でしょうか？」顔を出したのは、使用人姿の男である。部屋に入ってきて、扉が自然に閉まった。「すみませんが、皆さん、中庭に降りていただけますか」

「なぜですか？」ユーイが訊ねる。「正式な招待客ではありません。他の方々のご迷惑になります」

「いえ、少々事故がありまして、二階も危険な可能性があるんです」

「事故？　どのような？」

「はい、料理人がちょっとした失敗を……。それで、調理場を中心に避難をお願いしています」

「調理場？」ユーイは首を傾げる。

「はい」

「では、先ほど中庭で使用された魔法は何です？」

「ええ、お客さんのあいだで揉め事が起きまして……。現在は収まりましたのでご安心を」

「そうでしたか」ユーイは呼吸を整えた。「オットー、この方はどうですか？」

「違う」少年の声が響く。

　魔力の流れを感じた刹那せつな、ユーイは杖を抜いて魔法を放った。

　室内に眩い光が充みち、一瞬の後に収まる。焦こげた臭いが鼻孔を衝く。

　男とユーイは互いに短杖を向け合った状態で立っている。二人の間、男に近いほうの床に黒い焦げが広がっていた。

　男の鋭い視線がこちらを向く。なぜ杖を持っているのか、と訝いぶかっているのだろう。杖を握る手に力が籠っている。

　いっぽうで、自分でも驚くほどユーイは冷静だった。実戦で魔法を扱うのはこれが初めてだというのに、まったく焦りがない。それというのも、今の撃ちあいで彼我の能力差が歴然としていたからだった。この相手は弱すぎる。

　否、弱いのは相手の杖であり、より正確には、こちらの杖が強すぎる、と言うべきだろう。自分の実力だと驕おごってはいけない。これは借り物の力──竜に借りた魔法。

　竜の心臓を埋め込んだ杖。

　魔法を使うのにかかる時間も、魔力の伝播でんぱ効率も、圧倒的にこちらが優位。相手を殺さず、魔法だけ打ち消すよう手加減する余裕さえユーイにはあった。初撃で仕留めなかったのは、本当に敵なのか迷う思考がまだあったからである。
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　とはいえ、余裕ぶってもいられない。戦いに絶対などあり得ないし、一対一ならまだしも、この場にはノバとオットーがいるのだ。下手を打てば二人が危険にさらされる。ひとまず、自分より男に近いノバに下がってもらうべきか。

　魔法は杖先の延長線上に撃ちだされる。互いに相手の杖をじっと見つめていると、

「すいません」とふいにノバが呟いた。

「あ──なっ」男が瞠目どうもくする。

　いったいどこに持っていたのか、ノバの右手にも短い魔法杖が握られていた。先端は当然男の顔に向いている。

　男は泡を喰って身を引いた。魔力の流れを感じる。ユーイは慌てて彼の手許を狙い──。

　次の瞬間、男は吹き飛ばされた。

「え」ユーイは呟く。

　背中から壁に叩き付つけられ、力を失った躰が床に伏せる。

　それとほぼ同時に、魔法杖がからんと床に落ちる音がした。

　男が立っていた場所に、今はノバが立っている。ぐっと腰を落とした姿勢で、右肘を曲げて前に突き出している。

　数秒遅れて、ようやく事態が理解されてくる。つまりノバは、杖をその場で放り投げ、相手の注意を上に逸らした。その隙に潜り込むような姿勢で接近し、肘打ちで吹き飛ばしたのだ。男は白眼を剝いて完全に伸びてしまった。

「縛りましょう」

　構えを解き、こちらを向いたノバが言った。

　ひとまず部屋にあった布を使って、男の手足を縛った。口も布を詰めて塞いでおく。杖はユーイが懐に回収しておいた。

　この小柄のどこにあんな力を隠していたのか、とノバを見つめてしまう。しかも杖を囮おとりにするなど、魔法使いの常識には絶対にない闘い方である。一介の学生ではあり得ない。

「こんなときに言うのもどうかと思いますけれど──」ユーイはため息をついた。「やはり、監視だったのですね？」

「はい」素直にノバが頷く。

「私に近づいたのはそのためですね？」

「はい」

「露天商の方に絡からまれていたのも？」

「それは私の未熟、です」ノバはふるふると首を振った。「尾行中に、うっかり絡まれてしまいました。しかしユーイさんに助けられ、これを機に接近したほうがやりやすい、と判断しました」

「そういうわけですか。えっと……、まあ、凄い体捌さばきでしたね」

「専門的な訓練を受けただけ、です。私個人が凄いのではありません」

「この場合、だけ、とは言わないのでは……」

「騙してしまい、申し訳ありません」彼女は頭を下げた。

　驚きもあったが、やはりそうか、と頷く自分もいた。実のところ、彼女の正体については、出逢った当初から薄々察していたのだ。そう都合好く新しい友人が出来るわけはない。そもそも人質の身でありながら、夏季には勝手に行動しすぎた。監視が付けられるのは当然といえよう。文句を言える立場ではない。

　たしかに、親しげな振舞いがすべて監視のための噓だったという事実は、以前のユーイだったら傷ついていただろう。しかし現在はあまり気にならなかった。それが、夏の一件で彼女が手に入れた強さかもしれない。

　ユーイはノバの顔をじっと見据えた。不思議そうに見返してくる。表情も口調もこれまでとまったく同じである。

「ともかく今は、状況の把握ですね」肩を竦めて言う。見方を変えれば、この場にノバのような人間がいるのは非常に心強い。「おそらく彼はただの見廻りでしょう。中庭は既に制圧されていると考えますが……」

「同意見、です」ノバは再び扉に耳を付け、何度か瞬いた。

「しかし彼らはどうやって警備を倒したのでしょう？　これだけの規模の宴です。強力な魔法使いが控えているはずでは？」

「先ほどの魔法以外、争う音はしてません。たぶん、警備にはまだ事態が伝わってないと、思います」

「ですが、そう経たず気づかれますよね」

「人質がいる」オットーが口を挟んだ。

「つまり、敵の目的は交渉ですか？　うーん……」

　ユーイは顎あごに手を当てて考えたが、今一つわからなかった。わざわざ厳重に警備された場を襲う理由はないように思える。仮に交渉に成功しても、今度は脱出が難しい。誰に何を要求するのかわからないが、個別に移動中のところを襲ったほうが容易なはずだ。

　もしかして敵は少数なのか、と思いついた。一、二本の杖なら持ち込める、というオットーの分析とも辻褄が合うし、大勢纏まったところを襲う利点がある。否、やはりそれも意味がない。警備がたくさんいるのだ。人質を取っても対応しきれないだろう。

「私には少々理解に苦しみます。お二人はなにかご意見ありますか？」

　ノバとオットーは黙ってこちらを見た。思いつかない、という意味だろう。この二人に無理なら誰にもわかるまい。

「私が、警備の方に伝えにいきます。彼らに任せるべき、でしょう」ノバが一歩進み出て言った。「お二人は、部屋で隠れててください」

「警備に任せるのは賛成ですが、隠れることはできません。見廻りが戻ってこなければ、他の人員が寄越されるでしょう」

「三人で行くのはもっと危険、です。失礼ですが、おそらくお二人は随いてこられないかと」

「どういう意味ですか？」

「階段を降りた先は中庭を囲む通路、ですから、敵に見つかります。そちらの道筋は使えません。なので上に登り、屋根を伝っていきます」

　そんな曲芸師のような真似まねができるのか、とユーイは感心してしまった。機会があればぜひ見せてほしいところだ。そんな暢気な場合ではないのだが。

「残る手もある」オットーが口を開く。「新たな見廻りが来ても二人いれば対応できる。縛った男で気を引いて不意打ちで倒す。警備が事態に気づくまでそれで凌しのぐ」

「そう、ですね。その手もあります」ノバが頷いた。

「下にいる敵がいつ自棄やけになってもおかしくありません。時間のかかる案には私は反対です」

　先ほどまったくなかった焦りを、今になって彼女は感じていた。下では大勢が人質になっているのだ。そのなかにはマリのような高齢の者もいる。直接の危害を加えられなくとも、長時間の拘束は堪えるだろう。

　そして何より──イクス。

　人の神経を逆撫さかなですることにかけて右に出る者のない彼のことだ。「粗悪な杖だな」とか、下らない発言で敵の怒りをかう姿が簡単に想像できる。しかも他の客と違い、彼は貴族でも商人でもない。庶民であることが──人質としての価値がないことが──ばれたら、見せしめに殺されるかもしれない。

　ユーイは顔を上げて言った。

「なんとか皆さんを救出する方法はないでしょうか」

「どうして、ですか？」ノバがこちらを見て言った。

「……はい？」訊き返された意味がわからなかった。「どうしてと言われましても、危地に陥おちいっている人々がいるのですから、なんとか助けようと……」

「その人々はみな王国民、です」

「まあこの国の宴ですから」

「つまり、ユーイさんには何の得もありません。そればかりか敵国の民を助けるわけ、ですから、大局的に見れば損ともいえるでしょう」

「それは……」ユーイは口ごもった。「ですが、それは善いことでしょう？」

「善いこと？」ノバが不思議そうにくり返す。

「ええ。父が私に遺した願いです。善くあれ、と」

「私にしたように、敵国の人々を助けることが？」

「……なぜ、そんなことを訊くのですか」小さく首を振る。「父は……、ええ、たしかに王国民を助けることは父の望みから外れているのかもしれません。ですが、だからといって、私には……」

　ノバはじっとこちらを見つめていたが、やがて頷いた。

「……わかりました。皆さんを、助けましょう」

　彼女の前髪が揺れて、一瞬その瞳が見えた。
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　粗悪な杖だな、とイクスは思っていた。

　前に出てきた年配の男が携えた魔法杖のことである。本当にあれが杖なのか、と疑わしいほど酷ひどい加工だ。先ほどイクスを吹き飛ばした女性の杖のほうがよほど優れている。特にすることもなく暇なので、じっとそれを観察していた。

　暇というか、最初の挨拶に続いて男がなにやら演説を始めたのだが、その意味がイクスには皆目理解できなかったのだ。知らない言語で喋っているわけではなく、文単位での内容はわかる。しかし迂遠な表現や余計な装飾が多すぎて、脈絡が読み取れない。

　それでも何とか要約すると、今年の肉囲を取りやめろ、と主張しているらしい。別にそれを拒否しても殺したり、暴力的な手段には訴えない。ただこの要求を呑のむまでは誰も帰さず、説得を続けるつもりだ、と言った。それをこそ暴力的な手段と呼ぶのではないか、と思ったが、誰も指摘しなかった。

　長いこと喋っていたようだが、唐突にその演説は終わった。唐突と感じたのは自分だけかもしれない。男はいったん通路に姿を消した。

　客たちはひそひそと囁き合う。「オブライル家の責任が」とか、「警備の者は」といった言葉が聞き取れた。

　ふと背中のほうが騒がしくなる。こっそりそちらを振り向くと、階段に小さな人影が見えた。ノバだ。使用人姿二人に囲まれている。

「部屋で休んでました」と彼女が言うのが聞こえた。

「男が来ただろう？」一人がそう問い詰める。

「男、ですか？　いえ、見てません」

「本当か？」

「はい」


「…………」



　使用人姿の二人は顔を見あわせた。何事か言葉を交わした後、こちらを指差して顎をしゃくった。小さく頷いて、ノバが歩いてくる。ちょうどイクスの隣に腰を下ろす並びになった。

「大丈夫、ですか？」彼女は小声で話しかけてきた。

「同じことをさっきも訊かれたな」イクスは肩を竦める。「どうして降りてきたんだ。今の状況は──」

「おおむね把握、しました。先ほど二階に見廻りが来ましたが、返かえり討うちにしました。私とユーイさんには杖があります」

「あいつらは？」

「無傷、です」

「しかし見廻りが戻って来なかったら、また人間が送られるだろう」

「もうしばらくは大丈夫、でしょう」ノバは淡々と述べる。「見廻りを倒した人間が、こうして降りてくるとは通常、考えません。彼らにとって都合の好いほうに解釈するはず、です」

「金目の物を盗んでるとか？」

「はい」

「そのために降りてきたのか？　ユーイとオットーの時間稼ぎのために」

「いえ、他にも目的があります」

　イクスは周囲の様子を窺った。多くの客が深刻な顔で会話しているが、囲んでいる使用人姿たちはあまり気にしていない。まあ大丈夫だろう。

「それは？」と訊ねる。

「もうしばらくすると、布が落ちてきます」

「布？」

　ノバは視線だけ上に向けた。二階の通路の間に渡して、雨除けに使っている細長い布のことだ。まだ小雨が降っているらしく、ぱたぱたと水音が聞こえる。

「ユーイさんがいっぺんに落とします。この場は混乱する、でしょう」

「まあ、そうだろうな」

「その隙に、相手の指導者を取り押さえます。互いに人質を取る状況になりますが、その混乱で警備の者たちも気づく、でしょう。彼らが来れば我々の勝ち、です」

「取り押さえるって、誰が？」

「私、です」

「……できるのか？」

「はい」当然のように頷いた。「指導者は、前方の禿げた男で合ってますか？」

「そうらしい」

　まあ彼女がここへ来たということは、ユーイも納得して送り出したということ。できると言うならできるのだろう。

「にしても、金持ちの屋敷がこうもあっさり制圧されるとはな」イクスは鼻を鳴らした。「こういうのって、厳重な警備を敷いてるはずだろ？」

「正面から突破したわけではない、でしょう」

「じゃあどうやったんだ」

「……攻城杖の開発より以前、堅牢な城塞を落とす方法は二つに一つ、でした」感情の薄い声でノバが言う。「包囲して敵の糧食が尽きるのを待つか、城塞内の者をこちらに寝返らせるか、です。後者が上手うまくいけば、城はすぐ落ちます」

「内通者を潜伏させといて、そいつが手引きしたってことか？　たった一人で？」

「饗宴ともなれば、臨時の使用人を雇う、でしょう。雇い主に信用されてれば、一人でも充分引き入れられます」彼女はわずかに顎を引いた。「ただ今回の場合、内通者を潜伏させた、というよりは、おそらく……」

「推測で良いから、途中で止めないでくれ」

「はい。もともと働いてた者を協力者に仕立て上げたの、でしょう。そちらのほうが無駄も少なく、容易です」

「むしろ難しそうな気がするが」

「城壁を攻めるときと同じ、です。相手の弱点を探し、そこを突く。単なる技術であって、訓練と連絡手段さえあれば、誰でも再現可能、です」ノバは簡単に言ってみせる。「たとえば城塞を包囲したうえで、商人の通行を許可し、その荷台に手紙を仕込む、とか。荷台を検あらためた兵士や、その上官が裏切った例は、戦史上散見されます」

「学院ではそんなことまで教わるのか」イクスは感心と呆れの入り雑じった口調になる。

「はい」

「ふうん……」

　イクスは周囲に視線を走らせた。若干場の空気が緩んでいるようだった。客の雑談の声も大きくなっている。自分たちの会話もそのなかに紛まぎれ、誰も気にしていない。

「しかし少々予想外、でした」

「何がだ？」

「杖持ちがこれほど多いことが、です」ノバは首を傾げる。「オットーさんが、魔法杖は持ち込めて二、三本だ、と言ってました。まさか全員持ってるとは考えてません。計画を中止するべきかもしれない、ですね」

「待て……」イクスは口もとを手で覆った。「オットーが本当にそう言ったのか？」

「はい」

　イクスは数度瞬いた。

　オットーに限って予想外などあり得ない。彼が二、三本しか持ち込めないと言ったら、二、三本しか持ち込めないのだ。

　と、いうことは……。

「ノバ、実行まであとどれくらいだ？」早口で訊ねる。

「もう少々、です」

「よろめいた振りをして俺を倒してくれ」

「はい」

　訊き返しもせず、即座にノバは言うとおりにした。ついふらついた、という動きで、こちらに寄りかかってくる。イクスはそのまま仰向あおむけに倒れた。

「どうした！」叫び声を上げ、使用人姿の一人が寄ってくる。

「躰に力が入らない」

　と適当に言い訳しつつ、その手を見つめる。頭を押さえてゆっくり躰を起こし、周りの使用人姿を確認していった。

　なるほど……。

　どうやら精神的にも囚とらわれていたらしい。

　自分はずっと内側にいたのだ。

　外に出ていなかった。

　魔法を撃たれて混乱していたのはあるが、この程度のことに気づけなかったとは……。

「どうぞ」ノバがこちらに手を伸ばしてくれた。

「狙うのは前の男じゃない」その手を握り返しつつ、彼女の耳もとで囁いた。「後ろの柱の陰にいる女だ」

「どうして、です？」

「あいつの杖だけ本物だ」

「では、それ以外は」

「ただの木の棒」

「確か、ですか？」

「明白だ。俺が見るかぎりは」

「わかりました」

　しかし計画の実行まえに、さらに予想外のことが起こった。

　斜め前にいるマリがとつぜん胸を押さえて踞うずくまったのである。

　掠かすれた呻き声を上げ、荒い息を漏らしている。従者の女性が傍らに跪ひざまずき、その背中を撫なぜた。引き攣った顔で周囲を見廻している。使用人姿が一人近寄っていった。

「病気なんです」と従者は訴えた。「薬を飲んで休ませないと」

「肉囲の中止が決定されるまでは誰も出せない」

「そんな！」彼女は悲痛な声を上げた。「そんな、人を見殺しにするのですか？　暴力的な手段はとらないと言ったではないですか！」

「誰もその女を害していない」

「治療をさせないというのは、暴力と同じです」

　従者は涙の滲にじんだ目で睨にらみつけたが、相手は無視してもとの場所に戻っていく。マリの周囲の客たちが、不安そうな視線を向けた。

　あと十五秒です、とノバが呟く。わずかに腰を浮かせて、脚に力を溜めているのがわかった。

　彼女が無言で手を広げてみせた。細い指が五本。

　イクスは勢いよく立ち上がった。

「少しいいか？」

　その場の全員の視線がこちらに集まる。

　一刹那置いて、様々なことが時間差なく起こった。

　鋭い風切り音と共に、頭上を覆う影が濃くなってくる。

　ノバの姿が搔かき消きえたかと思うと、ほとんど同時に背後で肉のぶつかる音が鳴る。

　落ちてきた布によって一時的に視界を塞がれ、中庭のあちこちから悲鳴が上がった。

　イクスにも布が掛かったが、立っていたお蔭でいち早く辺りの様子が窺えた。人質も敵も関係なく、誰もが思わずといった感じに頭を守って屈んでいる。使用人姿の数名が、杖の女がいた柱に視線を向け、愕然がくぜんとした表情を浮かべていた。禿頭の男に至っては錯乱した様子で、眼を瞑ったまま杖を前に突き出した。

　その延長線上にいたマリが、弾かれたように後方に倒れる。

　まるでその杖から魔法が放たれたかのように。

（……？）

　その様をイクスは茫然と見ていた。

　男はさらに杖を滅茶苦茶めちゃくちゃに振り回している。

　咄嗟とっさにそちらへ駆けた。途中で誰かの躰に躓つまづき、転びそうになる。

　接近してくるイクスに気づき、男は小さく悲鳴を上げた。その杖先が真っ直ぐこちらを向く。

　腕を伸ばしたが、まだ彼までは三歩の距離が空いている。

　もう駄目か、と思った視界の上から、灰色の影が降ってきた。

　その影が着地したときにはもう、男は後ろに倒れていた。そのまま起き上がってこない。

「大丈夫ですか？」杖の狙いを定めたままユーイが言った。

「三度目だ」と答える。

「はい？」

　雨が降っていた。中庭にいるうちに強まっていたらしい。手の平で目もとを拭ぬぐう。

　イクスは男に歩み寄った。ユーイも後ろに随いてきた。気を失っているようだ。足許に落ちていた棒を拾い上げる。雑な成形、雑な削り、棒きれを杖に見せかけているだけ。離れて見たときと、まるで評価は変わらない。

　マリに視線を向けた。従者が抱き起こそうとしている。どうやら生きているらしい。そのまま庭の反対側を見ると、ノバがこちらへ歩いてきていた。残っている使用人姿の者たちは、その場に棒を放り出し、彼女から距離を取ろうとじりじり動いている。

　建物の奥から複数の足音が近づいていた。

　屈みこんでいた人々も、事態の収束を察したのか、少しずつ立ち上がっていた。安堵あんどの表情を互いに向けあっている。

「な、なんで──」

　上ずった声が中庭に響いた。

　客の一人がこちらを指差している。恐怖か怒りか、躰中を震わせていた。

　首を傾げ、イクスは傍らに視線を向ける。

　ユーイの凍り付いた表情。

　その顔が見えている。
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　二階の部屋に戻されてからずいぶん長い時間が経った。騒がしかった階下もだいぶ落ち着いてきたようだ。ほとんどの客はもう帰ったのだろう。

　途中でエリオンが顔を見せた。「もう少々お待ちを」と言ってオットーを連れていった。もう真夜中である。雨は弱まったが、室内は濡ぬれたように湿っている。

　イクスとユーイは椅子に座っていた。隣の位置だったが、会話はなかった。

　先ほど拾った木の棒を、イクスは片手で弄もてあそんでいる。

　なにかが引っ掛かる。

　この棒がではなく、これから喚起されるものがある気がする。

　扉の開く音がして、ノバが部屋に戻ってきた。彼女はこちらへ歩いてくると、ユーイの向かいに腰を下ろす。イクスと同じく、もとのぶかぶかの服に戻っている。彼女の真の仕事については先ほど聞かされたばかりだ。

「マリは……どうだ？」イクスは重い口を開いた。

「芳しくないよう、です」平坦へいたんな声で彼女は答えた。「言葉は交わせますが、状態は以前より悪いそう、です。今日明日でどうとはなりませんが、もう長くないだろう、と」

「それは──」

「薬を飲むのが遅れたこと、長時間中庭にいた疲労、そして心理的な負担、以上の三点が理由だと、仰ってました」ノバは前髪を揺らした。その瞳がこちらを見据えている。「あれ以上拘束が長引けば、より酷い状況になってた、でしょう。ユーイさんにも感謝されてました」

　イクスが持っている棒を一瞥いちべつして、彼女は続けた。

「魔法が使われたように見えたのは見間違い、でしょう。あのとき倒れたのは足を滑らせたからだと、従者の方から聞きました」

「……そうか」

「それ以外は教えてもらえません、でした」

　あのあと、駆けつけた警備によって襲撃者たちは捕まった。魔法杖を持っていた人間は二人だけで、どちらもユーイとノバによって倒されていたのだ。残りは杖を向けられると、すぐに諦めて投降した。

　彼らが何者だったのか、何を目的にしていたのか、結局イクスには不明なままである。そう話すと、ノバが小首を傾げて「私の推測、ですが」と口を開いた。

「わかるのか？」

「彼らの主張を聞いたかぎり、過激な脱退派だったのでないかと、思います」彼女は言った。「ご存じ、ですか？」

「まあ、何となくだが」

　マレー教の新派のなかにもいくつか派閥があり、教会内部からの改革をめざす刷新派、独立を推し進める脱退派、両者の主張を取り入れた中正派などが代表的である。イクスも耳にしたことがあった。そうです、と頷いて、ノバは続ける。

「脱退派は、無理やりにでも、新派の勢力を広げようとしてます。そのなかでも過激な一派が、肉囲に乗じて叛乱を企ててるという話を、教会に行ったとき聞きました」

「祭りに乗じて──？」

「はい」彼女は淡々と語る。「お祭りで興奮した人々が、反戦や国への不満を叫んで叛乱に至る例は、まま観察されます。それをわざと起こすつもりなのだそう、です。肉囲は、新派とは相容あいいれない催し、ですから、民衆を煽あおって潰す計画だとか。脱退派のなかでも少数の過激な集団なので、実行は困難だと考えられてましたが」

「そっちの計画が無理そうだったから今回の饗宴を狙ったと？」

「破れかぶれ、ですね」

「それなら計画が不合理なわけだ……」イクスは首を振る。「にしても詳しいんだな。やっぱりノバみたいな役割に就くには、そういう知識も必須なのか」

「そんなところ、です」

　その会話を聞きながら、ユーイは普段と変わらない表情を保っていた。あのとき顔を──その肌を見られた彼女は、すぐに平静を取り戻し、落ち着いた声で受け答えしていた。エリオンが上手く誤魔化ごまかしてくれたお蔭もあって、あの場で糾弾されることはなかったが、しかし少なからず酷い言葉をぶつけられた。「彼女も犯人の一員ではないか」と大声で言う者さえいたのだ。今回の一件でオブライル家も責任を追及されるだろう。オットーに悪い影響が出なければ良いのだが……。

　二人のやり取りが途切れたところで、ユーイが提案した。

「明日、ギデンズさんとノーツウォルに行きましょう」

「そうだな」イクスは頷く。

「肉囲は明後日でしたよね？　レイレストのお祭りは見られませんね、残念ながら」

「見たかったのか？」

「まあ、そういうわけでもないのですが……。ただまあ、そうですね、大きな木組みの人形を造っているのを見ました。あれが何に使われるのか、少し気になるかもしれません」

「練り歩き、ですね」ノバが答えた。「表通りを歩かせるのだと、思います。大きな街では一般的な催し、でしょう」

「ああ、そうなのですか」

　イクスは眼を見開いた。

　自分の両手の平を見つめる。

「それだ……」

「え？」ユーイが不思議そうに瞬いた。

「作りかけか……」イクスは呟く。「なるほど、杖じゃないから思い出せなかったんだ。そういうことか……」

「杖ってそれ、ですか？」ノバが手許の棒を指す。

「ん？　ああいや、これはまったく関係ない。あれはたしか、店の倉庫に残してて……、そう、今は義姉さんの店の倉庫に置いてあるはずだ」

　ユーイが正面からこちらの顔を見据えた。

「あの、わかるように順序立てて言っていただけますか？　あなたの悪い癖ですよ」

「順序立てて……」イクスは眉を顰める。「つまり……、ああ、ノーツウォルだ。ノーツウォルに聞き憶えがあると言っただろ。それを思い出した」

「それが？」

「昔その村の人間から注文を受けたことがある」

　イクスはため息をついて言った。

「刻番三四○三・通。俺が初めて作った──いや、作るはずだった杖だ」
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　イクスは後ろを向いて座っていた。荷台の壁で前と横の景色が見えないからだが、背後にも田舎いなかの風景が続いているだけで、別に面白おもしろいわけではない。地面に刻まれる轍わだちが見えるばかりだ。

　まったく整備されていない道、それも雨で泥濘ぬかるんでいるとあって、二頭の老いた牛には文字通り、荷が重いようだった。街道を外れて上り坂に入ってからは、もう息も絶え絶えといった風の歩みである。いっぽう牛を操あやつる農夫は焦あせった様子もなく、短く刈り込まれた白髪の後頭部は、じっと道の先を見据えている。寡黙な老人で、何を言っても首を縦に振るか横に振るかして返答する。日焼けした肌と深い皺が、彼の経てきた歳月を物語っている。

　荷台の乗り心地はもちろん悪かったが、それよりも、積み荷の巨大な樽たるから漂ってくる甘い香りにイクスは辟易へきえきしていた。はじめは良い香りだな、と思ったのだが、道中延々と嗅かがされてさすがにうんざりした。特に先ほどからは、雨の匂においと雑まざった噎むせるような濃厚さで、胸がつまる。

　朝陽が昇るまえに、彼らはレイレストを発った。門番も眠いのか、積み荷の確認やらで詰所と荷車を往復しており、手続きに時間がかかった。昨晩オブライル家を出られたのが深夜だったため、こちらの三人もほとんど眠れていない。出発後ほどなくユーイはうつらうつらすると、ノバの肩に頭を載せて寝息を立て始めた。ノバも寝ているようだ。二人とも荷台の壁にもたれて大人しく休んでいる。もっともどちらも顔が隠れているので、実際どうかわからないが。反対側にはギデンズがいて、彼も眠っている。半開きの口から鼾いびきが漏もれていた。眼の下には濃い隈くまが残っていた。

　とつぜん荷車が停まり、イクスはひっくり返りそうになった。道になにか落ちていたのだろうか、と思って前方に目を向ける。農夫が振り返らず、こちらに顎あごをしゃくるのが見えた。

　じゃくじゃくと泥を踏む音が近づいてくる。足音は荷台を回りこむと、女が現れた。腕に重そうな桶を抱えている。先客のこちらと視線が合った。

　自分より年上に見える。義姉モルナよりも数歳上だろう。地味な顔立ちで、髪が緩ゆるく波打っている。身長は平均的だが瘦やせている、というより、やつれている印象だ。服装は簡素な布地に、こちらも簡素な前掛けをしていた。煮炊き中に出かけてきた女中、もしくは妻女といった風体である。その足が泥塗まみれでさえなければ。

　彼女は荷台の上を見廻し、驚いたように瞬またたいた。彼らが眠っているのを気遣ってか、静かに桶を載せる。次に自身が乗りこもうとしたところで、地面の泥に足を滑らせた。

　咄嗟とっさに腕を出し、彼女の肩を支える。何とか間に合った。もう少し遅ければ、額を荷台に打ち付けていただろう。

「あ、ありがとう」

　手を伸ばすと荒れた手が握り返した。荷台に引き上げると、彼女はイクスと同じように、後ろ向きに足を垂らして座った。すぐに荷車が動きだす。

「それで、ええっと……」雨で額にはりついた前髪を分けながら、彼女は遠慮がちな視線をこちらに送った。小さい声で訊たずねる。「ギデンズのお知合い？　それともお爺ちゃんの？」

「ギデンズの知合いだ」

「どこから？」

「レイレスト」

「あんな都会からわざわざ何しに来たの？　村にご用事──なのはそうか。あ、ちょっと待って答えないで。当てるから。えっとねえ……」

　彼女は腕組みをして上を向いた。その姿勢のまましばらく黙り込む。

「答えるぞ」

「いやー待って待って。もう少しだけだから、ね？」

「……わかった」

　なぜかイクスはそう言って頷うなずいていた。自分で自分の行動に驚いてしまう。彼女の言葉に躰が勝手に従った、としか思えない。本当は無視してさっさと答えるつもりだったのだが……。

　えーと、ともう何度か呟つぶやいたあと、彼女は人差し指を立てた。

「わかった、お祭り見にきたんでしょう」

「……まあ、そんなところだ」

「え、本当に？　へええ……、変わってるねえ」彼女は目を丸くする。

「そうなのか？」

「うん、近くの村から来る人はいるけど、レイレストに近い村の人は皆そっちに行っちゃうもの。まあ都会に較べたらこんな村の祭りなんて、ねぇ？」

　祭りについて訊ねようかと思ったが、そのまえに彼女が「あ」と声を上げた。

「村に着くよ」

　彼女が指差している先──道から少し離れた草地に、四角い白い石が置いてあった。背の高い雑草に半分埋もれている。村の境界を示しているのか、あるいは魔除けだろうか。考えるうちに視界から遠ざかっていった。

　荷台で膝立ちになって前方を見ると、畑のなかにぽつぽつと建ち並ぶ家屋が見えた。想像よりも大きい村である。聞いていたとおり、付近まで森が広がっていた。
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　村に入ってすぐの道沿いに小屋があり、そこが「お爺ちゃんの家」だと彼女が教えてくれた。積み荷を入れる倉庫は村の中心部にあるらしく、今はそちらに向かっているそうだ。

　しかしそこへ着くまえにまた荷車が停まった。

「あ、私はここまでだから」そう言って、彼女が荷台を降りる。「悪いんだけど、下ろすの手伝ってくれる？」

　言われるまま、二人がかりで桶を下ろした。かなりの重量である。持った感覚からして、液体が入っているらしい。一人で水汲みに出ていたのか、と思う。

　道からいくつか畑を挟んだ先に大きな家が建っていた。農家が住むには豪邸である。森にほど近く、遠目には黒い樹々を背負っているように見えた。そこが彼女の家らしい。

「ふう、ありがとう。あ──ごめんなさい、お名前を聞いてなかった」

「イクスだ」

「イクスくんね、えっと、祭りは明日だけど、泊まるあてはあるの？」

「いや、特にない」

「あはは、若者らしい向こう見ずさで良いねえ。じゃあそこで寝てる──」と荷台を指差す。「ギデンズに頼んでみて。たぶん都合してくれるから。それでも駄目だったら……そうだね、私の家にいらっしゃい」

「いいのか？」

「お勧めはしないけどね。私の家なんにもないから。あ、これは遠回しな断りじゃないから、遠慮しないように。……ん、何？」

「その、名前を……」

「あ、忘れてた？　ごめんごめん、私はカミラ」

「──カミラ？」

「正しい発音はカミールァだけど、どっちでも」彼女は微笑んだ。「そんな変な名前かな」

「そういうわけでは……」口もとを手で隠して、首を振る。

「レイレストからのお客さんなんて本当に珍しいなあ。じゃあ、不運だったらまたあとで会いましょう」

「ま──待ってくれ」

　去っていこうとするカミラを、思わずイクスは呼び止めた。

「どしたの？」振り返ってこちらを見る。

「いや、その……」イクスは荷台に視線を向ける。「そこに積んである樽……、あれ、何が入ってるか知ってるか？」

「樽？」

「ああ。朝から付き合わされて、頭がくらくらしてるんだ」

「んー？　えーっと、たしか……何だったかな」

「蜂蜜酒」

「え？」

　カミラではない渋い声が返答し、思わずイクスは聞き返した。

「蜂蜜酒だ」声の主──白髪の農夫が前を向いたままくり返す。「祭りで呑のむ慣わしだ」

　喋しゃべれたのか、と思わず言いかけて途中でやめたが、いずれにせよ返事はなかっただろう。
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　さらにしばらく荷車は進んだ。

　どこを見ても畑が広がっている。雨のせいか畑仕事に出ている人の姿は少なかった。何人か近くを通る荷車に視線を向けたが、すぐ興味を失って土いじりを再開した。

　ちょうど収穫の時期である。大部分の畑にはなにも植わっていない。作物が残っている畑もあるが、収穫が済んでいないのか、まだ時季でないのか、イクスに見分けはつかない。

　やがて建物がいくつか集まっている場所に着いた。地面が均されて、ちょっとした広場になっている。そこでぴたりと牛の歩みは止まった。農夫が指示したようには見えなかったが、ここで良いらしい。

　農夫は一番近くにある建物の扉を開けた。壁際に棚や樽が積み重なり、他にも農具らしきものが転がっていた。奥のほうは暗くて見えないが、居住に適した空間でないことは明らかだ。ここが倉庫だろう。

「……んぁ？」ギデンズが眼を半開きにした。左右を見廻して、大欠伸あくびする。「おーい、お嬢さん方、到着したぞ」

　声をかけられ、ユーイとノバも顔を上げる。やはり眠っていたようだ。

　そのあいだにも農夫は黙々と作業を進めており、荷台に上がってきた。イクスと他の三人も、手を貸すことにした。

　荷物を倉庫へ移していく。どれもレイレストで買った品だろう。保存食や調味料といった食品の他、鉄製の道具や蠟燭ろうそくなどの日用品まで、内容は様々だった。村で作ったものをレイレストで売り、必要なものを纏まとめて買ってくるのだという。

　しかしここでも例の樽がなかなか厄介だった。とにかく重く、イクスの腕力では持ち上げることもできない。数人がかりで荷台から降ろし、農夫が下で受け取った。底を転がして倉庫の奥へ運んでいく。

　他にも細々したものが積まれており、何度か荷台と倉庫を往復した。

　農業用の倉庫かと思ったが、入口の近くに木箱があり、鮮やかに塗装された木像や、笛や太鼓のようなものも置いてあった。何となく屈かがみこんで観察する。

「祭りで使う道具だな」片手に瓶びんを持ったギデンズが、こちらに気づいて言った。「明日は楽しくなるぞお」

「音楽が好きなのか？」

「おいおい、子供じゃねえんだぞ？　肉囲にくがこいっていやあ、好きなだけ肉と酒を呑む日じゃねえか。うーん、今から楽しみだ」

　少なくとも真っ当なマレー教の聖職者がしていい発言ではなかった。読師なら良い、という規則でもあるのだろうか。

　そのとき入口のほうから新たな声がした。

「おっと、手伝いに来たのだが……」がっしりした体格の男が中を覗のぞいている。逆光で顔はよく見えない。「もう終わってしまったかな？」

「見てのとおりさ」外に出ながらギデンズが腕を広げた。

「残念だ。手伝いついでに一口味見させてもらうつもりだったのだが……、おや、この方たちは？」

「レイレストからの客人だよ。こっちの祭りを見たがってる物好きらしい」

「ほう、それは奇特きとくな……」

「ユーイと申します」

　入口の近くにいたユーイが頭を下げた。ノバとイクスも、名乗りながら倉庫の外に出る。

　瘦せたギデンズとは対照的に、腕も脚もかなり太い。筋肉と脂肪をしっかりと付けた中年の男だ。顎には立派な髭ひげを蓄えている。眼が細く、素が微笑んだ顔に見える。声が大きいうえに赤ら顔で、酔っぱらいのようだった。

「ははは、まあ儂わしもあなた方と同じ余所よそ者だがな」男は大袈裟に笑った。「儂はガスという。住んでいるのは近くの村なのだが、祭りの手伝いのためにここに来ている」

「こいつの村では祭りまえに酒を減らすことを手伝いっていうんだ」ギデンズが肩を竦すくめる。「息子が泣くぞ」

「おやおや、少しでも軽くしてやろうという思いやりじゃないか。息子だって喜んでいるとも。司祭さまが人の善行を否定してどうするのか？」

「だから俺おれは司祭じゃなくて読師だっての」

「おや、そうだったかな。ははははは」ガスは腹を揺らして笑う。「ちょっと中に失礼。確認したい荷があるのでな」

　気づけば、他の村人も集まってきていた。暇な若者と子供たちだ。ガスと同様、近くの村から手伝いに来た者も多いそうだ。明日にはもっと大勢が集まるらしい。

　彼らも祭りの熱気に浮かされているのか、見知らぬ相手に興味津々といった感じで、イクスの前に押し寄せてくる。ユーイとノバの姿を探すと、さりげなく集団から抜け出して傍観していた。

「あんた、レイレストから来たって本当か」

「ああ」

「へええ、商人か？」

「杖職人見習いだ」

「おいおい、人殺しの道具職人かよ、おっかねえなあ」

　皆がどっと沸いた。嘲あざけりや嫌味な感じではまったくなく、おそらく彼らなりの歓迎なのだろうが、得意な雰囲気ではない。

　騒いでいるうちに農夫は無言で荷物を纏め、また荷車に乗り込んでいた。手綱を引いて来た道を戻っていく。後姿に「じゃあな爺じいさん」「また頼むぜ」と集まった皆が声をかけた。いちおうイクスも感謝を伝えたが、聞こえたかどうか、定かではない。

「お爺ちゃん、喋らないんだよ」倉庫から出てきた背の低い子供がイクスに言った。少しませた口調の少女である。

「喋らないことはないだろう」

「でも誰だれも声を聞いたことがないんだから」

「あれはおまえの爺さんか？」

「おまえじゃなくて、ヨンダだよ」

「ヨンダの爺さんか？」

「誰のお爺ちゃんでもないの。みんながそう呼んでるだけ」

「なるほど」

「ねえ」とヨンダは服の裾すそを引っ張って、ユーイとノバのいるほうを指差した。「あのお姉ちゃんは、どうして顔を隠してるの？」

「顔を見られたくない理由があるんだろう」

「ふぅん……。あなたは見たことある？」

「ああ」

「どんな顔？」

「普通の顔」

「じゃあなんで隠すわけ？　見せてって頼んだら、私にも見せてくれるかなあ？」

「さあ、難しいと思うが」

「どうして？」

「あっちのほうが背が高いから」イクスは屈んで囁ささやきかけた。「それより、俺はあの爺さんが話すのを聞いたぞ」

「え？　いつ？」彼女はびっくりした顔で瞬きした。

「ついさっき」

「何て言ってた？」

「蜂蜜酒」

　若者たちに流されるまま歩いていくと、集会所のような、広い建物に導かれた。横手にしっかりした造りの井戸がある。中に入ると、壁際に簡易的な炉が組まれており、大鍋が火にかかっていた。眠そうな眼をした男が一人、立ち昇る湯気を見上げていた。他にも雑多な荷物が壁際に寄せられており、明日の祭りで出す料理と道具だ、と教えてもらった。

　見ると、若者たちのほかに、年配の村人たちも続々と集まってきていた。皆場所を見つけて、適当に腰を下ろしている。何人かは建物に入りきらず外に立っている有様ありさまで、イクスたちは壁際に追いやられてしまった。何が始まるのだろうか。

「ようし、俺がいんちき読師じゃないとこ、ちっとは見せてやるよ」ギデンズが寄ってきてにやりと笑った。

　片手に小さな分厚い本を持ったギデンズが、奥の空いた場所に進み出ると、途端に騒がしくなった。やいやいと囃し立てる声が上がる。軽く手を挙げて彼はそれを制した。

「明日は祭りだ」世間話のように喋っている。「いくら有難ありがたい言葉を聞かせてやっても、どうせおまえら酒呑んで抜けちまうだろ？　せいぜい今だけは大人しく聞いとけよ」

「ただ読んでるだけのくせに偉そうだぞ」と野次が飛び、皆が声を上げて笑う。

「それじゃ手前てめぇに読めるのか？」

「読めるっての。つうか、おまえが教えたんじゃねえか」

「残念だが、俺が教えた程度じゃあまだ読めないんだな」ギデンズが余裕の表情で切り返す。「良いか？　いくら主が有難い言葉を残してくれようと、その内容がわからないんじゃ意味がない。つまりこうして教えを読んでやる俺は、主の次の次の次くらいに有難い存在ってわけだ。敬えよ」

「敬われる行動をとってから言えや」また誰かが野次った。

「ふふん、なかなか良いことを言うな」

　一度頷いて、彼は手にした本をぺらぺらと捲めくった。

「ようし、じゃあ今日はそのことについて話してやる。人に敬われる行動とは何か？　そして人を敬うとは何か──」

　そうしてギデンズは語りはじめたが、始まりがそうだったように、彼のそれは一般的な説教とまるで違った。聴衆たちは厳粛に黙って聞いているということがない。ひっきりなしに野次や矛盾点を指摘し、そのたびにギデンズが歯切れよく答えていく。それでいて水の流れるような語り口はやむことがない。ただ読むだけでなく、難解な部分が出てくると俗っぽい喩たとえで説明して、そのたびに笑いが起こった。

　イクスは隣に立っているノバの表情を窺うかがった。視線はわからないが、熱心に聞いているようである。

　小一時間ほど経たって、ギデンズの説教は終わった。

　村人はがやがや騒ぎながら集会所を後にしていく。若者たちも他に準備があるということで、別れを告げて出ていってしまった。数人しか残っていない。

　ギデンズがこちらへ歩いてきた。

「よう、どうだったよ。俺の雄姿は？」

「良かった、です」ノバがすぐ答えた。

「間違いとかなかったのか？」イクスは訊いた。

「特には。伝え方に問題はあります、けど」

「ふふん、前髪の嬢ちゃん、なかなか見る目があるな」ギデンズは口もとを綻ほころばせた。「よう、フードの嬢ちゃんはどうだった？」

「良い話し方だったと思います」

「淡泊たんぱくだねぇ……。ま、俺の仕事なんてこんなもんだ。あとは村の連中の様子見て、なんかあったら洗礼とか葬儀とかやるだけだ。気楽な仕事だよ」

「できればもうひと仕事頼みたい」イクスが言った。

「それは仕事の内容によるな」

「急に来た俺たちが悪いんだが、今晩泊まる場所がない。どこか紹介してくれないか。壁と天井があればいいんだが」

　ああ、と呟いて、ギデンズは腕組みする。無精髭ぶしょうひげの顎を手の平で撫なでながら、しばらく思案に耽ふけっていた。

「どこも空いてないか？」

「いやあ……、納屋なんかなら空いてるが、奨められねえ」彼は眉まゆを顰ひそめる。「秋とはいえ、もうこの時期になると朝晩はかなり冷える。指先腫はらしてもいいなら紹介するが、あんた職人だろ？　かといってな……、さっき見たとおり、今日は他の村から来た連中で泊まれるような場所は満杯なんだよ。男一人なら何とか押し込むが、嬢ちゃんがいるしなあ……」

「ううん、どうしましょうか」ユーイが呟く。

「いや、そういうことならあてがないわけじゃない」イクスは言った。

「お、どこの家だよ」

「カミラの家だ」

　ユーイとノバが首を傾げる前で、ギデンズは「えっ」と大声を上げた。集会所に残っていた人々の視線がこちらを向く。

　何でもない、と軽く手を振って、彼はイクスの肩に腕を回してきた。そのまま部屋の隅まで連れていく。髭面ひげづらをぐっと近づけて、声を潜めた。

「お、おい、何でおまえがカミラと知合いなんだよ」

「知合いというか、先ほど話した」

「はあ？　い、いつだよ先ほどって」

「この村に来る途中だ。水汲みから帰るところを荷台に乗せていった」

「おっ……」ギデンズは押し殺した声で言う。「おまえ、なんであいつが乗ってきたってのに俺を起こさなかった？」

「眠っていたから」

「……で、どうして家に泊まるとかいう話になったんだ」

「どうしてと言われても……。おまえに訊いて泊まる場所がなかったら、家に来るようにと自分から誘ってきたんだ」

　諦あきらめたような表情を浮かべ、ギデンズは肩から手を外した。取り残されたユーイとノバに向かって言う。

「わかったよ。今晩はあいつの家に泊めてもらえ。ただし──」彼は真剣な面持ちを浮かべた。「俺も行かせてもらう。それで構わないな？」

「はあ、もちろん構いませんが」不思議そうにユーイが頷く。

「ようし、決まりだな。俺はこのあと明日の打ち合わせがあるが、それが終わったら夕食を持っていってやる。そうカミラに伝えろ。いいな、俺抜きで飯食うんじゃねえぞ。特にイクス、おまえに言ってんだぞ俺は」

「そんなに食い意地は張っていない」イクスは無表情で答えた。
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　カミラの家に行くまえに、村を見て廻ることにした。とはいえほとんど畑が広がっているばかりで、目に付くものはない。今は祭りの準備で賑にぎやかになっているが、レイレストに住んでいる身からすれば、平凡な農村としか言いようがなかった。朝の小雨がまだ降り続いている。

　遮さえぎるものがないため見晴らしがよく、どこにいても村の全体が見えた。

　ノーツウォルの地図は簡単に描ける。まず南東から北西に向かって太い道が延びている。荷車は南東からやってきた。つまりレイレストの方角だ。村人もそちらが入口という認識のようだ。王都に近い側だからだろう。村に入ると徐々に建物の数が増えていき、中心部が最も多く、北西に行くにしたがって減っていく。

　森林は村の西側にある。その辺りの畑は森に沿って、歪いびつな輪郭になっていた。付近に家屋はまったく建っていない。例外はここへ来る途中に見たカミラの家だけである。森の魔獣を避けるためだろう、と普通は考えるところだが、この村では事情が違う。森と村の間には何の仕切りもなく、森も村の一部のようになっているのだ。

　つまり、魔獣が恐くて離れているのではない。

　ちょうど畑から出てきた村人がいた。五十代ほどの女である。皺はあるが筋肉質の躰つきで、浅黒く日焼けしていた。こちらを睨にらむように見てきた。

「こんにちは」とユーイが挨拶あいさつする。「今朝けさからこちらにお邪魔している者です。お騒がせして申しわけありません」

「ああ、レイレストから来たっていう物好きたちか？」荒っぽい口調で彼女は言う。

「ええ、まあ、そのような者で……」

「へええ……」彼女は三人をじろじろと眺めまわした。「聞いてたとおり、見た目も妙な連中だねえ。前髪に、フードに、不機嫌顔か。いったいどういう取り合わせ？」

「はあ、まあ、成行き上と言いますか」

「ふーん。ま、明日の祭りは村の者も余所者も関係ないから、適当に楽しんでったら。飯食っても誰も文句言わないよ」

「ありがとうございます」

　ユーイが頭を下げた横から、イクスが前に出た。

「一つ聞かせてほしいことがある」

「おっ、今度は不機嫌顔の登場か。何？」

「魔女についてなにか知らないか」

　魔女の単語を出した瞬間、相手の表情が引き攣った。そのまま無理に笑みを作って、ゆっくりと左右に視線を向ける。

「話せないか？」イクスは訊ねる。

「……なるほど」彼女はため息を吐いた。「いいや、話せないことじゃない。特に余所者のあんたたちには誰かが言っとかなきゃいけないだろう。とはいえ……、あんまり話したい話題じゃあないよね」

「大まかにはもう知っているんだ。森に住んでいて、何百年も生きていて、たまに人を喰くう」

「それで充分だよ。それ以上何を知りたいわけ？」

「二十年まえだ」彼女を見据えて言った。「この村の赤子が、魔女に喰われたと聞いた。知っているか？」

　女は肯定も否定もせず、彼を見返した。

　腕に力が入っている。張りつめたように緊張しているのがわかった。

「……知っている」ゆっくりと彼女は頷く。「だが、詳しく知ってるわけじゃない。それに、あんたの情報はちょっとだけ違ってる」

「それは、どこが？」

「喰われたのはこの村の赤子じゃあない。余所者の子だ」

「何？　……余所というのは、具体的には」

「いや、それはわからない。あんたは知らないかもしれないが、二十年まえは破脳病ソニムが流行はやってた時期だ。その妊婦は破脳病ソニムに罹かかって、故郷の村を追い出されたらしい。彷徨さまよった挙句、この村の近くで行き倒れたってわけだ。それを、この村の奴やつが拾った」

「な、なぜですか？」ユーイが口を挟んだ。「追い出された病人を──？」

「ここではもう破脳病ソニムが流行ってたのさ。何人も患者が出て、毎日毎日人が死んだ。あんたたちも見ただろ？　この村には若者や子供が多い。病気が終息したあと生まれた子たちが、やっと育ってきたところなんだ。だからまあ、今さら病人が一人や二人増えてもどうでもいいって感じがあった。いや、もちろん反対者は出たけどね、拾った奴が自分で面倒見るってんで放っとかれた。それで子供が産まれたが、出産で母親は死んじまった。それがちょうどこの時期だった。収穫祭なんてやってる場合じゃなかったけど、それでもいちおう体裁は整えようってことで、捧ささげものぐらいはした。だけどね──あいつには人間の事情なんて関係ない。その年も当然のように現れた」

　彼女は声を出さず、口を「まじょが」と動かした。

「自分の子供や家族なら必死に守るが、そんな身寄りもない、育てる親もいない子供、誰も気にしなかった。それで……」しばらく口ごもった後、彼女は言った。「ああ、その赤子が消えた。私に話せるのはこれだけだ。あんたらも、祭りで浮かれるのはいいけど、魔女が来たらさっさと逃げるんだよ。喰われてもいいってんなら知らないけど」

「肝きもに銘じておく」

「話はこれでいい？」

「ああ。感謝する」

「そっちのあんたは？」彼女はイクスの背後に視線を向けた。「フード、不機嫌顔ときて、前髪は登場しなくていいの？」

「はい」ノバはすぐ頷いた。

　その後も出会った村人に話を聞いてみたが、似たような内容か、あるいはまったく話してくれないかのどちらかで、それ以上の情報は得られなかった。赤子の話になると途端に言葉を濁してしまう。余所の村人にも知られてはいるようだったが、こちらはもっと曖昧あいまいで、魔女には曲がった牙きばが生えているだの、舌が二つに割れているだの、明らかに誇張された内容しか語ってくれなかった。

　否いな、正しい姿を知らないのだから誇張と言い切ることはできない。しかしどうやら、魔女の影が見えると同時に、誰もが一目散に逃げてしまうので、その姿をしっかりと見た人間がいないらしいのだ。黒っぽい服を着た人影、という程度しかわからない。共通していたのは「とにかく怖ろしい存在である」ことぐらいである。

　とはいえもっとこの村を調べようにも、当然ではあるが、こんな農村に関する記録など残っていない。読み書きできない者が大半なのだ。ギデンズが話していた記録はあるものの、それが保管されているのは遠くの教区教会であり、今から向かっては祭りに間に合わないということだった。

　そろそろカミラの家に向かおうと思い、三人は村の南東へ足を向ける。

　ふいに強い風が吹き、ユーイのフードを脱がしかけた。

「危ない……」彼女は慌てて被り直す。「しかし、あまり有益な情報はありませんでしたね」

「一つだけ新しい情報があった」イクスが言った。「有益かどうかわからないが」

「それは？」

「魔女が人を喰うところを見た奴はいない──ということだ」

「え、でも……」

「二十年まえに目撃されたのは、魔女が赤子を連れていく光景だった。マリも森に連れていかれただけで、実際に喰われたわけじゃない。それを予告されて逃げたんだから」

「つまり……それは何を意味するのでしょう」難しい顔をユーイは浮かべた。

「さあな。人にも食べごろがあるとか？　脂身が好みなのかもしれない」

「……やはり魔女が現れるのを待つしかなさそうですね」

「待つか……。単純な話、森に入ったらいけないのか？」

「え？　どうなんでしょう、禁じられているわけではなさそうですが……」

「実際例の二人組は、祭りに関係なく魔女に会ったんだろう？　予想だが、勝手に森に入ったところで遭遇したんじゃないか？」

「その結果、魔女に脅されることになりましたけれど」

「だから、それが妙なんだよな……」イクスは首を傾げた。「魔女の目的がまったくわからない。エネドの牙を渡して、それを組合に出せと言ったんだろ？　それで何が起きる？」

「値崩れが、起きます」ノバが指摘する。

「まあそうだが、そこで急に俗っぽくなる理由がわからない。人を喰うとかならまあ、一から十まで意味不明だから逆に納得できる。だがこっちは中途半端にわかるから、そのぶん意味がわからない。……あれ、なんか矛盾したことを言ってるか」

「いえ、仰おっしゃりたい意味はわかります」頷いて、ユーイは言った。「矛盾というか、魔女をどう捉とらえるか定まっていないための混乱でしょう。理解の及およばない異質な存在なのか、それともあくまで強力な魔法使いの人間なのか、二つの理解が雑ざっているわけです。しかし、これこそ直接会わないことには──」

　そんな会話を続けているところに、背後から呼び止める声がした。

　振り向くと、先ほど会った男──ガスが、片手を挙げてこちらへ向かっていた。足を止めて彼が来るのを待つ。

「やあ、お三方」近づいてきたガスが言う。「都会の方にとってこの村は退屈ではないかな？」

「いえ、そんなことは」ユーイは手を横に振った。

「それなら何よりだ。ところで、先ほどギデンズが祭りの食事をちょろまかしておったのだが、理由に心当たりは？」

「えっと、それはたぶん──」

「ああいや、やはりお客人のためだったか。いや、それを責めに来たのじゃない。奴とは親しいし、儂からも少し融通しておいた。そうではなく……」声を潜めて続ける。「皆さんは今日、カミラの家に泊まると聞いたのだが、それは本当か？」

「その予定だ」イクスが答える。

「そうか……」

　ガスは困ったような角度に眉を曲げた。右手で左腕を何度か撫でる。

「問題が、ありますか？」ノバが小首を傾げる。

「いや……、問題というわけではないのだが」その図体に見合わず、なんとも煮え切らない口調になる。「そのだな……、いちおう伝えるべきかと思うので言っておくのだが、彼女はその、何というか、馬鹿馬鹿ばかばかしいと思われるかもしれないが……」

　言い淀よどんだ後、意を決したように彼は言った。

「呪のろい──なのだ」

「は？」思わずイクスは声を上げた。

「そのだな……、幼いころに彼女は家族を喪っておる。財産も土地もほとんど失くし、今では近くの村の若い男を家に連れ込んでは、その、売っているという噂うわさまである。それでその理由というのが、どうも魔女に呪われたからだ、と言われている」

「待ってください。理由って、どの？」ユーイが訊いた。

「家族を喪ったこと──を発端とした、かような不幸が身に降りかかった理由だ。彼女の家を見たか？　あんな森の近くに建っている家は、村ではあそこだけだ。それでなのか、幼いころ彼女は、何度も魔女の棲家に足を運んでいたらしい。そのとき魔女に呪われた──と聞く。それでまあ、村の者は彼女とは距離を置いている。別に苛いじめるわけではないが、積極的に関わることはない。ギデンズの奴は聖職者だから世話を焼いてやってるが……」

「だから気をつけろ、と言いにきたのか？」イクスは眉を顰めた。

「ま、まあ、ただそういう噂があるというだけだ。で、ではな」

　恥ずかしそうに首を縮こまらせて、ガスは来た道を戻っていった。

　まあカミラが何をしていようと、ただ泊まりに行くだけの自分たちには関係ないことだ。呪いに関しては迷信──と片づけたいところだが、魔女が使う未知の魔法の可能性がある。また考えることが増えてしまった。

　再び道を歩きながら、ユーイがイクスに訊ねた。

「カミラさんって、どのような方でした？　その、つまり──」

「呪われた人間と話したことがないから不明だ」

「いや、まあそうでしょうけれど」

「それに」とイクスは進行方向を指差した。「もう直接会ったほうが早いだろう」
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「いやー、まさかお嬢さんが二人だったとはねえ。ちょっと過ごし辛づらいかもしれないけど、まあ若いなら我慢してちょうだいね」

「い、いえ……」ユーイは動揺が声に出ないよう曖昧な返事をした。

「あれ、室内でもそのフード取らないんだ。なに、訳ありってやつ？」

「ええ、まあ……」

「へー、恰好かっこういいなあ。あ、ごめんなさいユーイちゃん。無神経なこと言ったかな」

「そんなことは……」

「で、ノバちゃんは本当に喋んないねえ」

「はい」ノバが頷く。

「『はい』って、あはは……、うんうん、正直者でよろしい」

　三人をカミラは明るく出迎えてくれ、今は家のなかを案内されている最中だった。平屋建てで、何室も部屋がある。おそらくこの村で最も大きい家だろう。ユーイは驚きを隠すのに神経を使わねばならなかった。

　家の豪華さに──ではない。

　この豪邸に、何もない、という事実にである。

　いや、何もないというのは過言かもしれない。玄関を入ってすぐの部屋には、小さな正方形の机と、椅子いすが二脚置かれていたのだから。

　だがそれ以外には、何もなかった。

　どの部屋へ行こうと、何の家具もない。日用品もない。まっさらな床と壁と天井の他、何ひとつ物がない。人の住んでいる家とは思えなかった。住人が出ていった空き家ですら、もう少し生活の痕跡があるだろう。

　本当に彼女は生きている人間なのか、と疑ってしまいそうになるユーイである。

　この部屋を使ってね、と案内された部屋にも当然何もなかった。玄関から一番奥にある部屋で、窓の外には森の枝葉が揺れていた。風が吹き抜けて、不気味な音を鳴らしていく。

「お客さんが来ることなんてないから、寝床もなくてごめんなさいね。ま、天井と壁のある野宿だと思って。雨漏あまもりもないし」

「そんな、ありがとうございます」

「感謝、します」

　今朝の荷台に較べれば、楽園のような環境である。文句などあるはずもなかった。言いたいのは文句ではなく、もっと別の問である。

　部屋の外から足音が近づいてきて、イクスが扉を開けた。

「カミラ、少し話が聞きたいんだが──」

「女の子の部屋に確認もなく入らない！」彼を遮って、カミラが言った。「それに話はあとでって言ったでしょう？　もう少し待ってなさい」

「……わかった」

　複雑な表情を見せた後、イクスは扉を閉めて出ていった。普段の彼なら、何とか食い下がりそうなものだけれど、なぜか彼女の言うことは素直に聞いている。苦手な性格なのだろうか、とユーイは意外に思った。

　しかしこの家の異様さはいったい……。

　家族を喪って財産がないといっても、ここまでにはならないだろう。家具や日用品を売るにしたって、値の付かないものが出てくるはず。処分するのも手間がかかるのだから、机と椅子しか残らないなんてことはあるまい。

　その机と椅子がある部屋に戻ってきた。布を敷いて、床に腰を下ろす。

「えーっと、それじゃあ……」対面に腰を下ろしながらカミラが言った。「イクスくんのお話を聞きましょうか。私に答えられることならいいんだけど」

「そのまえに一つ確認させてくれ」イクスは立ったまま相手を見下ろす。

「どうぞ、一つと言わず二つでも三つでも」

「カミラ、本名はカミラ・トアで──父親の名はドーエン・トアだな？」

　彼女は微笑んだまま首を傾げた。

「私、そんなことまで話したっけ」

「そして昔、ムンジル・アルレフに魔法杖を注文したことがある」


「…………」カミラは数回瞬き、ゆっくりと訊いた。「君、何者なの？」



「ムンジルの弟子だ」

「……そういうこと」

「十五──いや、十四年まえか」真剣な眼差まなざしを彼女に投げかける。「師匠の店にドーエンという名の男がやって来て、杖を注文していった。頼んだのは自分の娘──ノーツウォルに住むカミラに与える杖。杖の仕様について相談して、その場で注文は成立した。完成は半年後の予定だった。受け取るときには娘も連れてくると言って、彼は店を出ていった。一ヶ月後、ノーツウォルから手紙が届いて、注文は取り消された」

「よく憶えてるなあ」感心した表情で彼女は頷く。「私なんか、もう物忘れがひどくなってきちゃってるのに」

「俺もつい最近思い出したんだ。杖に使うレニルも、芯しん材の樹晶エッシも、良いものが手に入った。最上級品ではないが、良い杖になるはずだった。なぜ急に取り消しになったのか……、しばらく納得できずに過ごしていた。昔のことで忘れていたが……」

「そっかぁ……。杖職人さんなんだね、イクスくんは」

「職人ではなく見習いだ」

「でもお弟子さんなんでしょう？　……そう。そういうことなら、ちゃんと説明しないといけないよね。迷惑を掛けたんだから」

　カミラは困ったように笑った。

「うん、きっと君が察してるとおりだよ。お父さんとお母さんが死んじゃったんだ。前触れもなく病気に罹ってさ……。ああ、破脳病ソニムじゃないよ？　流行は数年まえに収まってて、ただの熱病。夜中に高熱を出したと思ったら、翌朝には冷たくなってたの。あれはびっくりしたなあ、本当に……」彼女は少しのあいだ天井に視線を向けた。「それで二人が亡くなったあと、村の人や、村の外の人が大勢やってきてね。お金を貸していたとか、昔に約束したとか言って、家のものを持っていっちゃったの。私も二人が死んで混乱してたから、何が起きてるのかよくわかってなかったし、今もよく憶えてないんだけど……淋しくなった部屋でぼんやりしてたら、ふと思い出したんだよね。あ、杖を注文したんだった──って。なんでそれだけ思い出したのかなあ、大事なことは他にもたくさんあったのに……。だからお手紙を書いて、お爺ちゃんに渡して、ムンジルさんのお店に届けてもらったの。やっぱり杖は要りません、ごめんなさいって」

「そうか……」イクスは腕組みをして唸うなった。

　部屋に重たい沈黙が降りる。

　ユーイは俯うつむいて考えた。

　魔法杖は高級品である。もし杖を手にしても、専門的な教育を受けなければ、魔法は使いこなせない。この家を見るに、カミラの両親が裕福だったのは確かだろう。とはいえ、こんな地方の地主の収入などたかが知れている。おそらく親にとっても一大決心だったはずだ。娘に杖を与える──というのは。それも、王国最高の職人であるムンジルの杖だ。

　けれどそれらの願いはあっさり潰ついえ、彼女は両親と共に多くを失った。

「って、そんな重い感じにならないでよ」カミラが立ち上がって、手を叩たたいた。「こんなのどこにでもある話でしょう？　それに十年以上もまえのことだし、今さら辛いとか悲しいとか、湿っぽくなられても困っちゃうって。私だってもうそんな齢じゃないしさ。明るい感じになろうよ。せっかくお祭りにきたんだから」

「そ、そう言われてましても」ユーイは首を竦すくめる。

「ほら、えーと……。あ、そうだ、じゃあイクスくん笑って」

「え、は、え？」とつぜん名を呼ばれ、彼は目を白黒させた。

「笑うの、こう、口角を上げて。ほら、こう！」カミラは自分の唇の端を人差し指で持ち上げる。「私がやってあげよっか？」

　人差し指が迫ってくるのを見て、イクスは顔を引き攣らせた。

「い、いや、わ、わかった。笑う」

「よっ、いいぞ職人！」

「だから職人ではないんだが……」

　ぎりぎり、と音が出るようなぎこちなさで、イクスは表情を変化させていく。が、あまりにも笑うのに慣れていない。頑張れば頑張るほど笑顔から離れていき、最終的には処刑まえの罪人のような顔を浮かべていた。カミラは「なにそれー」と腹を抱えて笑っている。ユーイも、さすがに悪いと思いつつ笑いを堪こらえられなかった。特に反応していないのはノバだけだ。

　そのとき玄関の扉が開いて、「邪魔するぜ」と男が入ってきた。

「あ、いらっしゃい」満面の笑みでカミラが振り向く。

「お、よ、ようカミラ。適当に飯持ってきたぞ」ギデンズは若干動揺したように目を泳がせた。

「うわあ、凄い量。ありがとう、今夜は一足早い肉囲だねえ」

「お、おう……まあ、ちょいと子供らに集めさせただけさ。あー……、そ、それよりイクスだ。あいつなんか変なことして──」と視線をさ迷わせたギデンズの視線が、部屋の隅の彼を捉える。「るみたいだが……、いや変なことではあるんだが……、そういう意味じゃなくて……、何やってんだ、おまえ？」
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　少し早めの夕食になった。床に輪になって座り、中央にギデンズが持ってきた食事を並べる。前日や数日まえから作り置いてある料理だけあって、どれも味が濃い。なかには、まだ味の染しみきっていないものもあった。

「しょうがねえだろ。適当に取ってきただけなんだから」ギデンズはそう言った。「その代わり明日は凄いぞ？　肉囲の日には、牛を一頭潰つぶす決まりだからな。搔かっ捌さばいて、あの広場で焼いて喰うわけだ」

「豪勢ですねえ」感心した口調でユーイが頷く。「他にはどのような催しが？」

「別に催しっていうような催しはねえよ。朝から呑んで喰って、あとは楽器を演奏して、踊って……、男女でそこら辺に消えてったりだな」

「……カミラさんはなにかお勧めあります？」

「うーんと、私はお祭りには出ないから、ちょっとよく知らないんだよね」

「あ、し、失礼しました……」

「ああ、そんな謝らないの。別にぜんぜん気にしてないんだから」

　そう彼女は言ったものの、やはり気まずい空気が残る。

「あ、あとはだな……」取り繕うようにギデンズが腕を上げる。「祭りの最後だな。夜中になってくると火を焚たいて、畑で踊るっていうのがある」

「それは珍しい、ですね」ずっと黙っていたノバが呟いた。

「おう、前髪の嬢ちゃんが口開くのよりは珍しくない気がするけどな」

「踊り自体は多くの場所で行われてますが、最後がそれと決まってるのは、少なくとも私は聞いたことがありません。なぜ最後に？」

「なぜって……。言っただろ？　途中であいつが出てくるから、嫌でもそれで終わりになるんだよ」

「魔女、ですか」

「そういうことだ」

「やっぱり魔女さまはそんな扱いなんだねえ」カミラが口を尖とがらせる。「絶対誤解だと思うんだけどなあ」

「おっ、カミラの魔女さま発言が出たな」

「茶化ちゃかさないでよ」

「カミラさんは魔女のことをご存じなのですか？」ユーイが首を傾げる。

「ご存じというか、昔ちょっとね」彼女は曖昧に微笑んだ。

「こいつら、魔女について調べてるらしいぞ。なんか教えてやれよ」

「え、そうなの？　うーん、そうはいっても、もう昔のことだからなあ……」

　カミラは魔女の呪いで家族を喪った──という噂をイクスは思い出した。もちろん呪いなど馬鹿げた話だと思うが、彼女もまったく気にしていない様子である。

　ギデンズが話を戻した。

「ただまあ、畑に入れるのは村に住む未婚の若者だけって決まりがある。大人は周囲で囃す役割だな。今年は若いのが多いから盛り上がるぞ。残念ながら、あんたたちは外で見ることになるが」

「……不思議です」ノバがまったく不思議そうでない口調で言った。「マレー教の教義に則した決まりではないですね」

「不思議ってことはないだろうよ」彼は呆れたように笑った。「そんなどこもかしこも完璧かんぺきに教えどおりってわけにはいかないさ。そもそも地方にはまず教えが正確に伝わらない。場所によって独特な決まりができるのは当然じゃないか？」

「はい、そうかもしれません」

「それにまあ、この場合はあれだよ。決まりっつうか、実際的には結婚相手を探す場みたいなもんだ。魔女から逃げるとき、狙ねらってる奴の腕を摑つかんで引っ張り込むわけだ。このまえの戦争なんかで若いのが減ると、ここみたいな村には死活問題だからな。余所者に搔っ攫さらわれたら困るだろ。まあ……」ギデンズは三人の顔を見廻す。「あんたたちなら心配なさそうだが」

「ギデンズ、失礼なこと言わないの」カミラが窘たしなめるように言った。「ごめんなさいね、みんな。昔はこんなじゃなかったんだけど」

「長い付き合いなのか？」イクスは訊いた。

「うん、私がまだ子供のとき村に来てね。あのころのギデンズは、うーん、爽さわやかな好青年って感じだったんだけど、いったい何がどうしたことやら……」

「ずいぶん変わったのですね……」ユーイが二人の顔を見較べた。

「あのころの話はしてくれるな。忘れたい過去ってやつでね」

「あ、じゃあもっとしちゃおうかな」嬉うれしそうにカミラは手を合わせた。「懐かしいねえ。熱血っていうの？　村の皆に聖典を配って、あれを読めこれを読め、正しい教えとはどうだこうだってさ。すっごく鬱陶しがられてたんだけど」

「馬鹿だったんだよ」

「で賢くなった結果、教えの守り方より誤魔化ごまかし方ばっかり上手うまい、こんなになっちゃったってわけ？」

「はン、雑な教義解釈放っといてるのが悪いんだよ。さっさと統一見解出せばいいのに、いまだに内部で揉もめてんだから教会の連中は間が抜けてる」

「同感、です」ノバが頷いた。

「お、おう……？　前髪の嬢ちゃん、やけに食いつくな」

「まあでも、今は今でみんな説教を愉たのしんでるみたいだから、それも良いんだけどさ。私はあのころのあなたけっこう好きだったけどなあ」カミラが懐かしそうに目を瞑つむる。

　ギデンズは鼻を鳴らした。

「俺も青かったが、おまえだって青かっただろ。毎日毎日魔法使いになる魔法使いになるってさ。俺の後ろくるくる随いて廻ってよ」

「あはは、それ何歳のころの話？」カミラは口を開けて笑った。「だって村の外のこと話してくれるの、あなたしかいなかったんだもの。お爺ちゃんはあのとおりだし」

「爺さんなあ……。あの人何歳いくつなんだ？　俺、名前すら知らねえぞ」

「私だって知らないよ。ずっと昔から街に物を運ぶ仕事はやってたみたいだけど」

　長年の付き合いらしく、流れるような会話の応酬が続いた。ギデンズのほうが一回りか二回り年上のはずだが、年齢差を感じさせない二人である。

　料理も減ってきたところで、ギデンズがにやりと笑みを浮かべた。

「よし、そろそろ主賓登場といこうか」

「どしたの？」カミラが首を傾げる。

「ふふん、実はとっておきを用意してきてな」

　そう言って、彼は懐ふところから緑色の包みを取り出した。長い葉っぱを、紐ひもで縛ったもののようだ。それを解くと、香ばしい香りと共に、薄切りの肉が現れた。

「こいつをちょろまかすのには苦労した」ギデンズが自慢げに言う。「一日かけてじっくり焼いてく肉料理でな。ただ実は、この料理は調理途中の今が食べごろだ。食べ比べた俺が保証してやる」

「あとで怒られませんか？」ユーイが呆れた声を出す。

「どうせ誰も気づきゃしねえって。このこと知ってるのは持ってこさせた子供しかいねえからな。そいつらが話さなきゃ永遠に安泰だ」

　とはいえ大量には取ってこられなかったらしく、ちょうど人数分の五枚だけ用意されていた。イクスも一枚手に取ってみる。顔を近づけると、果物のような香りがした。

「とても美味おいしいです」真っ先に一口食べたユーイが言う。「これ、味付けには何を使っているのですか？」

「ああ、それはな──」

　とギデンズが答えようとしたとき。彼女に続いて一口齧かじったノバがこれまでにない大声を上げた。

「吐いてください」

「あ？」ギデンズが眉を顰める。

「ミューモズの粉末が付着してます」

　ノバはつかつかとユーイの許に歩み寄り、彼女の手を取って立たせた。強引に玄関へ引っ張っていきながら口に指を突っ込む。

「え、の、ノバさ──」

「自分で難しいなら私が補助します」

「いえ、ミューモズって本当に──」

「違ったら私のあげますから、とりあえず吐いてください」

「わ、わかりました。わかりましたから──」

　扉を開け、二人は外に消えていった。

　残された三人は啞然として互いに顔を見あわせる。まだ誰も肉には口を付けていない。

「……ミューモズっつってたよな？」ギデンズが呟いた。

「言っていた」そう頷き返す。

　彼は眉間に皺を寄せて、舌の先に肉を触れさせた。「うーん」と唸る。

「ああ、たしかに痺しびれるな。もとの味付けが濃いせいで、言われなきゃ気づかないだろうが」

「……解毒剤は？」イクスは二人に向かって言った。

「私の家にはない」真剣な表情でカミラが首を振る。

「悪いが、そんな珍しい薬が村にあるかどうか──」ギデンズも顔を顰めた。「だが誰かしら持ってる奴がいるかもしれねえ。だいぶまえだが、買い付けたことがあった気がする」

　ミューモズ──とは毒草の名である。小さな黄色い花と細長い草が特徴の植物で、南のごく一部の地方に分布している。旅人や商人が種子を運ぶため、まれに他の地域の道端にも生えていることがあり、間違えて食べた魔獣がたまに発見される。

　この花弁を大量に摂取すると死に至るのだが、有名なのは微量を取り入れた場合の症状である。まず手足の末端に痺れがはしる。時間が経つと完全に動かなくなり、今度は呂律ろれつが回らなくなる。その調子で徐々に躰の自由が奪われていき、最終的には辛うじて呼吸するばかりになってしまう。いちおう解毒剤は存在し、それを呑めば心配ないのだが、症状が進んでからだと重篤な後遺症が残る可能性がある。

　歴史上では、王の食事に一服盛り、動かなくなった彼を傀儡かいらいとした王女が存在することで広く知られていた。それだけにその危険性は有名で、間違って食べてしまう人間はそうそういない。調合に手間がかかる事情もあって、解毒剤はあまり出回っていなかった。

　再び玄関が開いて、ユーイに肩を貸したノバが戻ってきた。

「ど、どうなった？」イクスは訊く。

「摂取したのは少量、それもすぐ吐いたので、大きな問題はないかと、思います。ひとまず安静にして様子を見ましょう」落ち着いてノバが答えた。

「様子を見るって……、じゃあ症状が出たらどうする」

「お水を大量に飲ませます。微量の毒であれば、それで排出できる、でしょう」

「それでも駄目だったら？」

「あ、あの、イクス、私は平気ですから……」ユーイが苦笑を浮かべた。「すみませんが、私はお部屋に失礼していますね。なにかあったら呼びますから」

「あ、ど、どうぞ」

　カミラが扉を開けてやると、彼女は一礼して寝室へ消えていく。

　ギデンズが立ち上がって言った。

「よし、じゃあ俺はちょっと出てくる。解毒剤がないか、村の奴に訊いてくるよ。この料理についても調べなきゃいけねえし」

「俺も行く」とイクスも立ち上がったが、

「やめてくれ、おまえが来て毒だの何だのと言ったら絶対に話がややこしくなる」と断られてしまった。

　部屋には三人だけが残された。イクスは俯いて考える。

　解毒剤──こんな村にあるだろうか。そもそもなぜ祭りの料理にミューモズなんかが付着している？　誰かが間違えて入れた？　この辺りに生えている植物ではない。そんな偶然があるだろうか。

　ともあれユーイの容態が気にかかる。手足のあと舌に来るとは聞くものの、その順番が前後しないとも限らない。もしかすると声を出せず苦しんでいるかもしれない。誰かが横についていたほうが良いのでは──。

　そのとき、じっと思案顔を浮かべていたカミラが呟いた。

「……魔女さまなら」

「え？」聞き返す。

「その、ね。魔女さまなら、もしかすると解毒剤を持ってるかもしれない、と思って……」彼女は口もとを手で押さえている。「あの方は、魔法だけでなく、薬なんかにもとてもお詳しい人だから」

「わ──わかるのか？　魔女の居場所が」

「子供のころ通ってただけだけど……」

　窓の外に視線を向けた。まだぎりぎり陽ひが出ている時間帯だ。既に森は暗いだろうが、まだ歩けないほどではないはず。

「道筋を教えてくれ」イクスは言った。

「でも今からだと……」

「頼む」

　じっと瞳ひとみを覗きこまれ、カミラは「うぅぅ」と唸った。少しして、諦めたように息を吐いた。

「わかった。でも一人じゃ行かせられない。私が案内するよ」

「いいのか？」

「うん。それに私がいたほうが話しやすいだろうし」

「礼を言う」言うが早いか、イクスは彼女の腕を摑んで外へ引っ張っていく。

「うわ、ちょ、ちょっと」

　家を出るまえに振り返り、ノバに向かって言った。

「ユーイの傍そばに付いて様子を看てやってくれ。頼めるか？」

「もともとそれが仕事、です」
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　部屋で安静にするといっても、まだ眠くはないし、ノバがずっとこちらの顔色を窺っているので、かえってユーイは落ち着かない気分だった。

　壁にもたれて、時間が過ぎるのを待つ。

　カミラとイクスは魔女を訪ねていったという。とつぜん会って、取って喰われなければいいのだが。毒を呑んだ自分よりむしろ、彼らのほうが危険ではないか、と今さら不安になってくる。

　やがて玄関の開く音がして、ギデンズが帰ってきた。村に解毒剤はなかった、と首を振った。

「体調はどうだ？　なんか変なところはないか？」

「まったく変わりありません」ユーイは軽く答える。「ご苦労を無下にするようで申し訳ないのですが……」

「いや、それが一番だ」

　そのときノバが「すみません」と口を開いた。

「しばらくユーイさんを見ていただけますか」

「え？　別に構わねえけど……」ギデンズは眉を顰める。「何だ？　まだ腹減ってるのか？」

「違います」無表情で首を振る。「外を見てきます」

「外ぉ？」

　その呟きには答えず、彼女は部屋を出ていってしまった。

　今度はギデンズと部屋に二人きりになる。先ほどと同じく黙っていたが、彼は落ち着かないのか、しきりに頭を搔いたり視線をあちこちに走らせたりしている。

　こんな時刻に男と同じ部屋にいることに、さほど抵抗を感じない自分にユーイは気づいた。ずいぶん王国に慣れたものだな、と内心で苦笑する。

「あー、そのだな……」ギデンズが首に手を当てて言った。「悪いね。せっかくの客人だってのに、こんなわけわかんないことになってよ」

「ギデンズさんが謝ることではありません」相手には見えないだろうが、ユーイは微笑んだ。

「あー、ま、そうだな……」彼は肩を竦める。「それにそう、部屋もこんな殺風景でさ……。まあそっちも俺が言うことじゃねえけど……」

　二人分の旅荷物のほかに何もない部屋を見廻す。殺風景というか、ただの空白である。人間が住むような場所ではなかった。

「あなたは……、ご存じですか？　カミラさんが、その、こんな家に住んでいる理由を。村の方々に取られたと言っていましたが、それだけでこうなったわけではないでしょう？」

　ギデンズは何の反応もしなかった。こちらの声が聞こえなかったかのようだった。だがしばらくして、ぽつりと呟いた。

「……俺は何も知らない」

　彼は深く息を吐きだした。

「カミラはな……、善い奴なんだよ」

「ええ、それはわかります」

「いや、嬢ちゃんが思ってるような、一般的な意味での善い奴じゃない。あいつにはさ──」とそこで、ギデンズは一拍言い淀んだ。「あいつには、自分のための願いってものがないんだよ」

「魔法使いになりたかった──のでは？」

「それは方法で、目的じゃない。俺はな、嬢ちゃん、こういう立場だから、村の連中に説教するんだよ。でもな、いろいろ伝え方は変えるが、結局のところ言ってることは同じなんだ。金が欲しいだの、女を抱きたいだの、楽したいだの、そういう欲を抑えて、主と他人を大切にして敬虔に生きろよって、つまりはこれだけさ」彼はふっと笑った。「この村へ来たころの俺は──まあ、理想に燃えるってやつでね。村人をとっ捕まえては、一人ひとりに説教して廻ってたんだ。おまえの欲は何だ、なるほど、じゃあそれを抑えろよってな。ずいぶん煙たがられたもんだが……、ただ、ある子供が答えたんだよ。『誰かの役に立ちたい』──と」

「その子が、カミラさん？」

「そいつの家は村で一番の金持ちでね。村の奴らの苦労を見て思うところがあったのかもしれないが……。でもそう言われちゃあ、俺には何も言えねえよ。なにせ、聖典に書いてあるとおり『善人』の回答だ。それから何度も話したが、ついにそいつは自分のための願いを口にしなかった」

「善い……ことですよね。それは」

「まったく善いことさ……、善すぎるくらいに」

「それはどういう意味ですか？」ユーイは顔を上げた。

「何だ、なにか気に障ったか？」

「いえ……別に」

「もちろんそれは平凡な善良さだ。誰だって似たようなことは考える。だが平凡だって、行き過ぎればどこかがおかしくなる」ギデンズは皮肉げに口を曲げた。「……俺はあいつが良い子ぶってると思って、あの手この手で本心を探った。しつこくく付き纏まとった結果、ようやく『魔法使いになりたい』と聞き出した。やっと我儘を言ったかと思ったが、何のことはない、魔法で誰かの役に立ちたいってだけだった。俺が気を惹ひこうとあれこれ話してたから、鬱陶うっとうしくてそう言っただけだったんだろう。俺は嬉々として魔法使いなんか碌ろくなもんじゃねえと言ってやったが、言ってるうちに本気になってきたのか、あいつは心の底からそれを願うようになった。熱意に負けて、親父さんも杖を買うと約束しちまった。だが……、父親も母親も死んで、村の連中に毟むしられて、あいつは……」

　彼はそこで言葉を止めると、居住まいを正した。いつになく真剣な表情がこちらを見据えている。

「なあ、嬢ちゃん。カミラに杖を作ってやることはできないか？」

「なぜ、私に頼むのですか？」ユーイは穏やかな口調で訊いた。

「俺にもあいつにも金がない。でもよ、何つうか、嬢ちゃんからあのイクスに頼んでくれれば、もしかしたら……」

「申しわけありませんが、できません」きっぱりと口にする。「それは杖職人を軽かろんずる行為ですし、そもそも勘違いされているようですが、私とイクスはそのような関係ではありません。頼むなら彼に直接言うべきでしょう」

「……そうか。いや、そのとおりだな。失礼なことを言った。すまない」ギデンズは頭を下げた。

　再び部屋が沈黙で満たされる。

　ノバはまだ帰ってこない。外を見てくると言っていたが、いったいどこまで出ているのだろう。夜中に不用心ではないだろうか。心配する立場でもないが……。

「カミラが……家の物を捨て始めたときさ」ギデンズが独り言のように言った。「俺は何度もこの家を訪れた。あいつが死ぬつもりなんじゃないかって……不安だった。直接そう言ったこともある。『そんなつもりない』って笑い飛ばされたけどな。今でも俺は、あいつがある日消えてしまうんじゃないかって不安で堪らない。だが──」彼は床に視線を向ける。「本当は、そのほうが良いんじゃないかって思うこともある」

「消えるのが──ですか？」

「だってそうだろ？　この村にいたところで、あいつには何も……、ないんだから」

　そんなことはない、と言おうとして。

　ユーイは開きかけた口を噤つぐんだ。

　彼の言い分は身勝手な決めつけに思えたが、しかし、完全な部外者である自分が口を出すのはただの無責任だ。

　ギデンズもそれは充分承知のうえなのか、「ま、俺の勝手な思いこみで、あいつにしたら大きなお世話かもしれないけどな」と冗談めかして口にした。
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　前を行くカミラは確かな足取りで森を踏破している。イクスにはどこを向いても同じ景色にしか見えない。はぐれたが最後、死ぬまで森を彷徨うことになるだろう。「大丈夫だよ」と彼女は幾度か言った。落ち着いた口調で、焦りの色は微塵みじんもない。

「大丈夫、魔女さまの家はもうすぐだから」

「……その魔女について、いろいろな噂を聞いた」

「あー……、うん。そうだね、私でも聞いたことある。みんな滅茶苦茶めちゃくちゃ言うよねえ」

「カミラは会ったことがあるんだな？」

「会ったこともなにも、子供のころは通い詰めてたよ」

「知らなかったのか？　魔女の噂を」

「うーん、知ってたけど、知ってたからこそというか……。うん、何ていうか、本当に大した事情じゃないんだけどね」カミラが明るい口調で言う。「本当に小さいころだけど、私、妹がいたんだ。義理の妹で、あ、義理って言っても血縁的には私のほうが義理なんだけど、とにかくその子が事故で死んじゃって」

「……事故？」

「倉庫で遊んでるときに転んで、農具が刺さって、血がいっぱい出たんだ。私はすぐ外にいたんだけど、気づいたときには手遅れだった」


「…………」



「もう、相槌あいづちくらい打ってよ。その子の名前も忘れちゃったくらい昔の話なんだから」彼女は苦笑する。「誰も私を責めなかったし、逆に気遣ってくれた。それから数年して、私はふと閃ひらめいた。なぜかとつぜんこう思ったんだ。『人を喰う魔女なら、人を生き返らせることもできるんじゃないの？』って。それで森に入ったの。まあ当然道に迷ってさ。怖くなって、焦って怪我けがして……、でもそのとき魔女さまが現れて、私を助けてくれた。妹を生き返らせてはくれなかったけど、私の傷を手当してくれた。それから何度もあの方の家に出かけていった。もちろんお父さんやお母さんには言わずにね。で、いつからかこの人みたいになりたい──ってさ。そう思ったんだ。だから杖が欲しいって頼んだの。魔女さまはすごい魔法使いらしいから、私もすごくなればいいんだって。杖がいくらするのかなんて知らなかった。だから買ってくれるってお父さんが言ったときは……嬉しかったなあ」

「だが──」

「うん……。ずっとまえに魔女さまの家に行くのはやめちゃった。だって……、うん、杖がないものね。杖だけじゃない、何にもなくなっちゃった。だからもう、行っても意味がないでしょう？　私はただみんなの役に立ちたくって……、それだけだったんだけどなあ」

　雨足が弱まったのか、枝葉に阻はばまれているのか、森に雨は降っていなかった。ただ、時おり葉先から雫しずくが垂れて、頭や肩を濡ぬらした。

　視界は薄暗かったが、まだぎりぎり足許は見える。

「イクスくんは──」とカミラが口を開いた。

「何だ？」

「やけに私の杖のことを聞きたがっていたよね。十四、五年まえっていったら、君もちっちゃい子供だったと思うけど……よく憶えてたねえ」


「…………」



「ああ、ごめんね。言いたくないならいいよ」

　迷ったすえ、イクスは話すことにした。

「あれは──俺が初めて作る予定の杖だったんだ」

「え、そのとき何歳？」

「ああいや、何も一から十まで作るんじゃない。杖に使う木材を大まかに削るっていうだけの工程だ。それまで雑用ばかりで仕事に関わらせなかった師匠が、急に任せてきたんだよ。この杖を作れってさ」イクスは当時のことを思い返した。「まあ驚いたが……、それでも初仕事だ。言われたとおりに、師匠の罵倒を受けながら削って──なんとか終わらせた。あとは師匠が作ってくってところで、まあ、例の手紙が届いたわけだ」

「うーん、なんかそれ、本当に悪いことをしちゃってない、私？」

「カミラは悪くないだろう」

「優しいねえ。でも、その木材からまた別の杖を作ったりはできなかったの？」

「そうもいかないんだ」肩を竦める。「出来合いの杖じゃなく、個人用にと注文を受けた場合、職人はその杖ためだけの素材を探す。そして一度これと決まったら、もうその杖以外には使わない。途中まで加工してあったらなおさらだ。だから普通、一度受けた注文の取り消しなんてきかないんだよ。注文者が死にでもしないかぎり完成させて、無理やりにでも代金を奪い取る。だから普通は全額前払いしてもらうんだが、師匠は変わってたから……」

「じゃあ、私の杖になりかけた木は？」

「捨てる気にもなれなくて、店の倉庫に放り込んでおいた。今は姉弟子の店のどこかに埋まってると思うが……」

「うーむむむ、お金があれば、その木だけでも買い取りたいところなんだけど」

　刻一刻と森の闇やみは深まっていく。まだ陽は沈んでいないはずだが、森の夜は早い。気づいたときには数歩先さえ見通せなくなっていた。カミラがこちらの腕を強く握った。暗闇くらやみが森のすみずみまで行き渡り、視界を塗りつぶしていく。

　そのなかに、小さな白い点が浮いていた。

　ゆっくりとそちらへ向かう。他に何の頼りもない。途中、木の根に躓つまづいて一緒に転びかけた。近づくにつれ、その正体がわかった。

　白ではなく、赤。点ではなく、夜を煌々と照らす炎。

　森の中の開けた空間に二人は踏み込んでいた。既に雨はやんでいる。雲が割れて、星空が覗いていた。

　樹を伐り倒し、平坦へいたんに均された土地。その中央で、赤々と焚火たきびが燃えている。

　その光を背に人間が立っていた。

　全身が逆光になって、黒い影としか認識できない。

　奇妙な輪郭の持ち主だった。

　躰を外套で覆おおっているのはわかる。地面に引き摺るほど裾が長いだけで、それはまあ良い。問題は頭のほうだ。おそらく帽子を被っているのだろう、鍔つばが広く先の尖った形状で──それ自体は珍しくないが、ただ大きさが異様だった。鍔は広すぎて両端が撓たわんでおり、先端は長すぎて途中で折れている。布の無駄遣いとしか思えない。首を鍛えているのだろうか。

　背の低い雑草を踏んで歩く。焚火の後ろに小屋が建っているのがわかった。小屋というより、立派な家だ。豪勢にも木造の平屋建てである。

　足音が聞こえたのか、その人物がこちらを振り返った。

　影のせいではなく、実際に服装が全身黒い。真まっ直すぐに長い髪も黒、眼の色も黒。すべての光がそこで消えているかのような黒だ。顔の白さだけが浮かび上がって見える。背はカミラより高く、自分より低い。齢は──わからない。自分と同じくらいの女性に見えるが……。
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「ま、魔女さま！」カミラが興奮した口調で話しかけた。「お久しぶりです！　突然押しかけてすみません、あの、ミューモズの解毒剤をお持ちではないかと思いまして、図々しいようですがその……」

「元気そうだね、カミラ」

　意外なほど若い声が、その小さな口から零こぼれた。

「あ、は、はいっ。元気です！」

「君は？」黒い瞳がこちらを向く。

「元気だ」

「名前を訊いたんだよ」

「……イクス」

「へえ」魔女は片眉を上げると、肩を揺らして喉の奥で笑った。「なるほど、雪イクスか……。面白いじゃないか」

「それより解毒剤を──」

「半日だ」

「は？」

「ミューモズなら、半日以内に解毒剤を呑めば問題ない。焦らなくていい」

「……解毒剤はあるんだな？」

「雪イクスはね、ヴィゴシュという単語が基なんだ」問に答えず、彼女は勝手に話し続ける。「わかるかい？　消失ヴィゴシュだよ。ほら、なかなか洒落しゃれがきいてるだろう？」

　笑っているのは彼女一人だが、気にした様子もない。しばらくのあいだ、薪の爆はぜる音と、低い含み笑いだけが夜に響く。

　カミラが申しわけなさそうに口を開いた。

「あの、私たち……」

「お腹なかが空いているね？」

「え？　はあ、まあ……」

「少し待つといい」

　魔女は焚火のほうに躰を向けた。見ると、火の近くに何本か串が立っている。

　イクスは大して腹は減っていなかった。先ほどさんざん食べたばかりだし、何より今はユーイのことが心配である。空腹などと言っている場合ではない。

　鼻に意識を集中すると、燃える木の匂いに雑ざって、肉の焼ける香りが漂っていた。

（魔女は人を喰う──）

　当然その噂を思い出す。

　いやまさか、しかし、と思考が頭のなかを巡った。隣のカミラに視線を向けると、彼女は何というか、熱心に魔女を見つめていた。胸の前で両手を組み、目を輝かせている。見惚みほれている、というのだろうか。

　そうこうしているうちに焼き終わったらしい。

「さて」

　魔女はそう呟くと、串を持ち上げた。持ち手に布を巻き、くるりと回って、イクスとカミラに一本ずつ手渡す。

「あ、ありがとうございます！」

　感謝を述べるカミラの横で、イクスは眉を顰めた。

「……これは？」

「い、イクスくん！」小声でカミラが窘める。「噂が気になるのはわかるけど、そんな失礼なこと──」

「そういうことを訊いたんじゃない」

　イクスは受け取った串の先を示す。

　そこには、ぼろぼろになった黒い物体が引っ掛かっているだけだった。

　カミラの串に付いているのも、そして今魔女が抜いてきて齧りついたのも、同じ物体である。

「お肉は嫌いかい？」もぐもぐと口を動かしながら魔女は言った。

　なにも食べ物まで黒くすることはあるまい、と思うのだが。
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　暗闇に目が慣れてくると、焚火の明りだけでも、イクスには小屋の周りがよく見えるようになった。とはいえこの建物以外にこれといったものはない。単にだだっ広い広場である。

　しかし小屋の裏手に回ったとき、奇妙なものを見つけた。

　四角い白い石が、等間隔で並んでいる。

　奥に四つ、そして手前に三つ。綺麗きれいに整列しており、手前の一番右側だけが欠けている。

　見たところ、どの石もかなり古びている。おそらく奥の左が最も古いのだろう。苔こけに蔽われ、ほとんど地面と一体化している。その他の石も風化し、変色し、置かれてからかなりの年月を経てきたように見える。

　もちろん自然に出来たものではない。人為的に並べられたのだ。

「寒くないかい？」上から声がかかった。「家に入ったほうがいい」

　振り向いて見上げると、小屋の屋根に魔女が立っていた。軽く跳んで、地面に降りてくる。滞空時間を不自然に長く感じるような軽やかさだった。

「解毒剤は？」イクスは訊く。

「攪拌かくはんは済んだ。あとは少し待つだけさ」

「礼を言う」

「なに、せっかく訪ねてきたお客さんなんだ。これくらいはね」

「……これは」一瞬彼は言い淀んだ。「墓標か？」

「鋭いね」

「喰った人間の？」

「うん」

　魔女はあっさり頷いた。

「……今年の祭りにも、人を喰いに来るのか？」

「ううん、もうお祭りには行かないかな」彼女は首を傾ける。「そろそろ魔女も終わりかな、と思っていてね」

「え？」

「ともかく、家に入ったほうがいい。躰が冷えるよ」

　そう言って、彼女は歩いていった。

　魔女の家に入って、まずその壁にイクスは釘付くぎづけになった。

「なんだ、これは……？」

　茫然ぼうぜんと呟いたものの、その答は彼自身がよく知っている。

　魔法杖。

　山のようにある。

　長杖も、短杖も、大量に掛けられていた。そこらの店よりはるかに多い。さらに恐ろしいのは年代の幅だ。見立てが正しければ、人工魔法杖黎明れいめい期のころの杖から、ここ数年ほどで新たに開発された新式の杖まである。そんな貴重な杖が、まるで無造作に放置されている。こんなことがあって良いのか、と叫びそうになる光景だ。

「まあこういう存在だと、勝手に杖が集まってしまってね」魔女が首を振る。「杖なんて使えればどれも同じだと思うんだけど」

「その隅にある杖──レドノフ原式に見えるが」

「ああ、レドノフの奴が持って来たんだよ。気持ち悪い男だったけど、魔法杖は見事な発明品だった」


「…………」



「ぼんやりしてないで、座るといい」なおも茫然とするイクスに彼女が言った。

　部屋はそれほど広くなかったが、生活用品が小さく纏められた過ごしやすそうな空間だった。長椅子ながいすが向かい合わせになっていて、イクスはさきに座っていたカミラの隣に腰を下ろす。目の前の机に小壜びんが置かれている。その中で白い濁りが少しずつ沈殿していた。

「さて、と」対面に座った魔女が足を組んだ。室内でも帽子を被ったままである。「解毒剤が完成するまでのあいだ、お話でもしようか？」

　イクスは彼女の顔をじっと見つめた。不思議だった。その余裕ある微笑はどう見ても若者のそれだというのに、しかし年齢を超越した風格も漂わせている。その光のない瞳といい、正体不詳という言葉がよく似合う。

「訊きたいことがあるって顔をしているね、イクス」

「……何から訊けば良いのか」慎重に口を開いた。「様々な伝承を聞いてきたから」

「何でも訊いてくれていい」

「俺の師匠……、ムンジルを知っているか？」

「あはは、最初に訊くのがそれ？」魔女は口もとに手を当てた。「うん、そうだね。私はムンジルを知っている」

　逡巡しゅんじゅんの後、イクスは言った。

「おまえが魔女か？」

「うん」

「魔女は不死か？」

「うん」

「人間を超える智慧を持っているのか？」

「うん」

「……本当か？」

「それを訊ねるということは、証明の方法も準備してきたんだね？　信頼していない相手への確認は無意味だよ」

「いや、すまない。質問を変える」彼女の言うことは正論だった。「……マリを知っているか？」

「懐かしい響きだね」彼女は口もとを緩める。「マリ……、あれは何年まえになるのかな。君、あの子に会ったの？」

「ああ」

「何やってるんだい？」

「少しまえまでは、図書館長を」

「へええ、なるほど本か……。うん、いかにもあの子らしい」

「なにか思い出でもあるのか？」

「うん。それはもう、あの子と本といったらね──あ、興味ある？」

「いや、ない」

　特に興味はないし、知ったところで自分には何の影響もない。

「だが今は職を辞めて、屋敷で寝込んでいる」イクスは続けた。「もう長くないそうだ」

「……そうか。もう、そんなに経ったのか」

　魔女は帽子の鍔に触れて、位置を直した。その動きで起こった風が、蠟燭の炎をわずかに揺らした。

「王都の杖壁じょうへきが解かれたことは知っているか？」

「それ、本当かい？」彼女は意外そうに言った。

「本当かどうかはわからない。ただ、その犯人として魔女が疑われている」

「そうなんだ。じゃ、否定しておこうかな」

　無論、問いただすのは無意味な行為だ。

　イクスは両手の指を合わせた。

「おまえは……、いつから生きてるんだ」意を決してそれを訊ねる。

「さあねえ……、年を数えるのは苦手なんだ。一本ずつ線を引いてきたわけでもないし」

「どうやって生き続けているんだ？」

「人を喰っている」

「……いやいやまさか」カミラが呟くのが聞こえた。

「カミラ、君には昔から何度も伝えたはずだけど、まだ信じてないのかい？」

「いえ、私は……」

「その──そんな方法を」イクスは片手を広げた。「いったいどうやって発明した？　現在の魔法学をはるかに超えた技術を、たった一人で、それも大昔に編み出したというのか？」

　問い詰められて、魔女はふっと微笑んだ。

　口もとに指を当てて、くすくすと笑いだす。可笑おかしくて堪らない、というように肩を揺らした。イクスは呆気あっけにとられてしまう。

　やがて笑いが収まると、彼女は短く言った。

「竜さ」

「……は？」

「竜だよ。知ってるだろう？　無限の魔力を持ち、深い智慧を持ち、むやみと大きな図体を持ってる、あいつらだ。私が生まれたころは、まだ地上に多くの竜が残っていてね。そのうちの一つに会って望んでみたんだ──〈竜の智慧〉を」

「そんな馬鹿な……」愕然がくぜんとして口もとを押さえる。

「信じられないかい？」

「信じられないというか……」

　何というか、反則的な答である。

　そう言われてしまえば、どんな噂でも事実だと認めるしかない。

　竜の非常識な力──そして望まれたものを隔てなく与える彼らの特性──、たしかに彼らの智慧があれば、不死さえ可能になるかもしれない。

　しかしそれは──。

「そんな……、いくら竜が生きていた時代だからって、そんな気軽に会って、智慧をもらえるんだったら、もっとこう、他にもいるはずだろう？　同じような奴とか、竜の遺産だって……。それに本当にそうなら、なんでこんな森に引き籠こもっている？　そんな力を得ていながら……」

「うーん、どうも勘違いしてるみたいだけど……」魔女は肩を竦めた。「あのね、私は棄てられたんだよ。ここがもっと深い森の奥だったときにね」

「え？」イクスとカミラの声が重なる。

「いやあ、あのときは辛かったね。それまで森なんて入ったこともなかったんだ。木の実や草なんかを食べて、彷徨って……、気づいたときには森のもっと深くに迷い込んでいた。魔獣に襲われなかったのは奇跡だよ。で、疲れて横になってたら地面が話しかけてきたのさ。『望みを叶かなえる』──って」

　魔女は懐かしむように目を瞑った。

「喉のどは渇いてたし、お腹は空いてたし、何より家に帰りたかったからね。『知ってることを教えてくれ』と私は頼んだ。そうして──」彼女は腕を広げる。「魔女が出来たのさ。だから、私はここに住んでいる。私が望んだのはただ一人の子供を救う智慧だ。そのためだけに竜の智慧はある。それ以上のことに使うつもりはない。だって約束違いだろう？」

　イクスは額に汗が浮かぶのを感じた。

　当然のように魔女は言ってみせたが、しかし、その根底には明らかに尋常でない思考が横たわっている。

「ああそれに、そうだね。さっき杖壁がどうのと言ってたけどさ」魔女はにやりと笑った。「飛べるかい？」

「飛ぶ？」

「魔法で飛ぶことはできるかい？」

「いや……」イクスは首を振る。「そんなことができたら──そんな魔法が開発されていたら、あらゆる城壁が無意味になる」

「だから、そういうことだよ」魔女は頷く。「私が出ていったら、人間も混乱するだろう？　それは面白いかもしれないけれど──迷惑をかけたくないからね」

「つまり──で、できるのか？　魔法で飛ぶことが……」

「いつか人間が至る魔法だろうね。あ、でも今は秘密だよ。みんなびっくりするからね」

　人間ではない、と直感した。

　あまりにも人間から隔絶している。

　それはなにも、人間の知らない知識、人間にはない能力を持っている、という意味ではない。そこからくる思考様式に人間性がないのだ。

　竜が生きていた時代ということは、少なく見積もっても千年以上生きていることになる。それほど永く生きた人間を──もはや人間と呼ぶべきではない。

　正しい呼び名などない。

　だからこそ、魔女……。

　イクスはゆっくり深呼吸する。

「……二十年まえ。魔女が村から赤子を連れていったと聞いた」

「え、それ、どこで聞いたの？　イクスくん」カミラが驚いた顔で訊ねる。

「村人や、ギデンズがそんな記録を見たと言ってた」

「でもそれとイクスくんに何の関係が……」

「まあまあ」魔女は片手を広げた。「彼にとってはそれが本題なのさ。ほら、続きを言うといい」

「……おまえは、その赤子を喰ったのか？」

「いいや」

「その赤子は……俺なのか？」

　魔女は意味ありげな笑みを浮かべるばかりで、肯定も否定もしない。その黒い瞳でこちらをじっと見つめている。

「教えてくれ」

「……うん、そうさ」ややあって彼女は頷いた。

　隣でカミラが息を呑むのが聞こえた。

　その返答に驚きはなかった。これまで調べた情報から考えていたとおりだ。

「どうしてだ？　どうして俺を連れていって、なのに食べなかった？　二十年まえ何があった？」

「イクス、君は──」

　彼女の声など耳に入らず、違う、とイクスは首を振った。そんなことを知りたいのではない。自分が知りたいのは、そう、師匠が自分に求めた──。

「いや、違うんだ。そうじゃない。俺が訊きたいのは、どうして──」彼は指を合わせて目を瞑った。「どうして俺は生きている？　破脳病ソニムの母親から産まれて、魔力もなく、なぜ今生きていられるんだ？　つまり……、何かが代わりに働いてるんじゃないか？　それが……、棄てられたおまえが魔女になったように、俺にも代わりに得た力のようななにかが……、そういうものがあるんじゃないのか？」

「ないよ」

　魔女は簡単に答えた。

「……ない？」イクスは掠かすれ声で言う。

「そのとおり」

「そ、そんなはずはない。ならどうして──」

「……ねえ、イクス」彼女は立ち上がり、窓の外を眺めた。小さな背中がこちらに向く。「破脳病ソニムはただの病気だし、君が助かったのはただの偶然なんだよ。母体があの病に罹ると、胎児の器官の発達が止まる。これと決まったものはないけど、心臓や脳や肺を含む複数の器官がやられるから、まず生きた子供は産まれてこない。けれど君の場合、魔力に関係する器官にしかその症状が出なかった。うん、それはたしかに幸運なことだ。奇跡と言っていいかもしれない。でも君が生きているのは奇跡じゃない。だってそもそも、生きるのに魔力は必須じゃないからね。馬も牛も魔力を持ってないだろう？　それと同じ。だから、ただそれだけなのさ。君は魔力を持たずに産まれて、幸運にもそのまま生きている──それだけだ」

「なら……」イクスは茫然と呟く。「俺はいったい何なんだ」

「ムンジルが魔力のない人間を探してるのは知っていた」魔女は静かに語った。「借りがあったから渡してやったけど、でもね、私にも──竜の智慧を持つ私にもだよ──あいつの言う『才能』の意味はわからない。ほら、これで満足したかい」

　ぱた、ぱた、と断続的な音がした。

　再び雨が降り始めたらしい。徐々に音の間隔が短くなっていく。

　黙って会話を聞いていたカミラが、こちらを見て言った。

「ねえ……、イクスくん。さっきの話は、本当なの？　君がこの村で産まれた子だっていうのは……」

「え？　……ああ、そうだ」

「そう……」なぜか彼女は深く項垂うなだれた。

　魔女が打って変わって明るい口調で手を振る。

「ま、私が終わるまえにここへ来られてよかったね、イクス」

「大した情報は得られなかったが」

「事実とは得てしてつまらないものさ」

「え」とカミラが声を上げた。「待ってください魔女さま、どういう意味ですか、終わるって？」

「そのままの意味だよ、カミラ。もうそろそろ魔女を終わりにしようと思ってね。もう人を喰うことはないし、明日の祭りにも行かないつもりだ」

「ど、どうしてですか？」

「だって人を喰うなんて残酷だろう？」魔女は軽い口調で言った。「そこまでして続ける意味があるのか、と思ったのさ。特に最近──千年続けてた奴がついにやめていってね。それでまあ、私もここらが潮時かと思ったわけだ」

　そう話す彼女の視線はイクスを向いている。

　そうか……。

　彼女は知っているのか。

「私に……できることはありませんか？　なにか、魔女さまのお役に立てるような……」

「ありがとう。でもね、私の役に立つことなんてないんだ」

「そんな……」カミラは肩を落とす。「魔女さまがいなかったら、お祭りはどうなるんですか」

「どうなるって、みんな私を怖がって逃げるじゃないか。平和になると思うけど」

「……魔女さままで、どうして」

「おいおい、そんな落ち込まないでくれよ」魔女は彼女の肩に触れた。「おっと、ちょうど良い。完成したようだね」

　机の小壜の中で、白い濁りが完全に沈み込み、薄緑の上澄みと二分されていた。魔女は空の小壜をもう一つ持ってきて、その上澄みを移し入れる。解毒にはこれを二回に分けて呑ませれば充分だという。

　外は深い暗闇である。危ないからと言って、笠の付いた明りを貸してもらった。灯は小さいが、他に光源のない森では眩まぶしく映った。

「あと……、そうだね。迷われても困るから、道案内を付けようか」

「道案内？」

　魔女は鋭い口笛を吹いた。

　間もなくして、低い唸り声が森を近づいてくる。

「ひっ」とカミラが怯おびえた声を発した。

　その反応は当然で、森から歩み出てきたのは一頭の魔獣だった。

　体表の赤い、大型の肉食魔獣──エネド。

　しかしその最大の特徴である曲がった牙が生えていない。根本から切り取られているようだ。一定の音量で唸りながら、少しずつこちらへ近づいてくる。

「そう恐がらなくていい」言って、魔女は手を伸ばした。気性の荒さで知られるエネドは、嚙かみ付つこうともせず、ぴすぴすと鼻を鳴らしている。「ほら、このとおりだ。こいつに森の外まで導かせる」

「……一つ訊いてないことを思い出した」イクスは額を押さえる。「最近、二人組の冒険者に大量のエネドの牙を渡さなかったか？」

「ん？　ああ、そういうこともあったね」魔女は軽く頷いた。「私が森にいるとき家にやって来ていてね。欲しそうにしてたからあげたんだ。こいつらはね、自慢の牙を切ると、見てのとおり大人しくなる。仲間同士の喧嘩けんかもしなくなるし、こっちの言うことを聞いてくれる。便利だから森を調べるのに使ってるのさ。あ、今のも秘密だよ」

「魔女に脅された、と連中言ってたそうだが……」

「脅す？　何でそんなこと私がするんだい？　ただ牙をあげて、冒険者組合に持っていったらって言っただけさ」

「……どうしてそんなことをした？」

「どうしても何も……」魔女は不思議そうに瞬いた。「私は詳しくないが、冒険者ってそういうものなんだろう？」

「……なるほど、納得した」竜の智慧に一般常識が入っていないことは。







[image: ]





１






　騒がしい声で目を覚ました。外を見ると、大勢の人間が小雨のなかで好き勝手はしゃいでいる。

　イクスが寝室から出ると、既にユーイ、ノバ、カミラは朝食を摂っていた。麦粥のようである。

「おはようございます」ユーイが言った。

「体調は？」真っ先に確認する。

「お蔭さまでまったくの快調です。特に毒の影響はありません。ですよね？」

「はい」とノバも頷うなずく。「この時点で症状が出てないなら大丈夫、かと」

「なら何よりだ」

「昨晩は私のために動いてくれたそうで、ありがとうございます」

「俺おれよりカミラに感謝を伝えるべきだろう」

「私はもう聞いたよ」カミラが笑う。

　はい、と彼女が粥を器によそってくれた。感謝を言って受け取る。

「ギデンズはどうした？」

「朝からお祭りに駆り出されてるよ」カミラは答える。「結局他の料理にミューモズは付いてなかったみたい。食器に付いてたのかもって首を捻ひねってたけど……」

「そうか……」

　事故なのか、故意なのかわからない。それにどちらだとしても、どこからミューモズを入手したのか、という問題は解決できない。この件については、気持ち悪いものを残す結果になりそうだ。

　それよりも、とカミラが手を合わせた。

「今日はお祭りなんだから、三人とも楽しんでおいでね」

「ええ、ありがとうございます。それでその……」遠慮がちな視線をユーイは送った。

「ん？　ああ、私はいいの。人が集まってるところとか苦手だし。気を遣わないで」

「わ、わかりました」

　手を振る彼女に見送られて、イクスたちは祭りを巡ることになった。ラユマタの仕事も、魔女についての調査も終わり、気の抜けた心地である。

　今朝けさから本格的に他の村の者たちがやって来たようで、昨日までの長閑のどかな風景が噓うそのように、通りは人で溢あふれていた。局所的にレイレストを持ってきたようだ。いちおう祭りの本体は広場で行われているということだが、そこへの道筋が既に渾沌を極きわめている。

　小さい子供たちが走り回っている姿は微笑ましいものだが、若者連中の騒ぎっぷりが凄すさまじい。女装や男装をして踊っている者、滅茶苦茶めちゃくちゃな内容を叫んで畑に飛び込む者、誰彼だれかれ構わず誘いをかける者など、平日ひらびにすれば正気を疑われそうな行動ばかりである。もちろん、そのためにこそ祭りが行われるのだが……。

　歩きながら、ユーイに昨夜の出来事について伝えた。時おり振り返って、数歩後を随ついてくるノバを確認した。聞こえているのかいないのか、彼女は反応を示さなかった。

　話を聞き終え、ユーイはまずため息を吐いた。

「そうですか……、魔女と冒険者の行き違い……」

「まあ、そういう下らない理由だったらしいな。そいつらに教えてやれば、少しは安心するんじゃないか」

「イクスはどう思いました？」

「何がだ？」

「魔女の話ですよ」彼女は顔を上げて言った。「以前モルナさんが言ったとおり、人を喰くうことについても、不死性についても、智慧についても、私たちにそれを確かめる手段はありません。竜に与えられた、と言われればそれまでですが──あなたはどう感じました？　彼女の言うことは信じられるでしょうか」

「さあ……、噓を見破る能力なんて俺にはないからな」イクスは肩を竦すくめた。「ただ、魔法杖まほうじょうについては思うところがあった」

「……あなたらしいですね。伺うかがいましょう」

「壁に掛かっていたなかに、俺の目が正しければ、レドノフ原式の杖があった」

「たしか授業で聞いたような……」ユーイが首を傾げる。「最も古い方式の人工魔法杖、でしたっけ」

「魔法杖の基礎理論を完成させたレドノフが最初期に採用した方式だ。二、三百年まえの話で、何倍も性能の良い杖がつぎつぎ開発され、もう作ることも、使われることもなくなった。現存するものは極めて少数だと言われている」

「傍証になる、というわけですか」

「弱すぎるか？」

「つまりイクスは信じたのですね？」

「ああ、まあな。これは口では上手うまく説明できないんだが──」イクスは口もとを手で隠した。「なんというか、話した感じが違う。正直言って、生きてる人間と話した気がしなかった。地面から若干浮き上がっているような……、そんな相手だった」

「それで、少しは吹っ切れました？」唐突に彼女がそう訊いた。

「何の話をしている」

「あなた自身のお話も聞いたのでしょう？」

「べつに……」イクスは表情を変えず答える。「そうだろうと思っていたことが、そうだとわかっただけだ。だいたい吹っ切れるも何も、もとから俺は悩んでいない」

「そうですか」

　会話をしているうちに、村の広場に到着した。

　ここは大人が取り仕切っているためか、それなりに秩序を保っているが、とはいえ大勢が集まっているのもあって熱気が凄まじい。そこかしこで肉が配られ、酒を酌くみ交わし、顔を赤くした人間がげらげら笑っている。

　良い香りにつられて歩いていくと、ギデンズが忙しそうに肉を焼いていた。隣には他の村人の姿もある。

「ん？　おお、あんたらか」こちらを見て彼は笑った。「ふふん、残念だったな。もう少し早く来てれば牛を解体ばらすとこを見られたんだが、今はこのとおり、肉しか残ってない」

「そちらでけっこうですよ」ため息まじりにユーイが言う。

「ま、今日は村の者も余所者も関係ない日だ。食ってけよ」

　そう言って、肉の刺さった串を三本、こちらに寄越す。ノバが纏まとめて受け取ってくれた。これといった味付けはされていないようだが、周囲の人々は熱心に食べている。

　他にもいくつか並べられた料理を受け取り、イクスたちは広場の端に行った。

　腹が減っていたのか、真っ先にノバが齧りついた。自分も食べてみると、おそろしく硬い肉で、何度も嚙かまなければ喉のどを詰まらせる。必然、熱心に食べざるを得ないということらしい。とはいえ牛肉を食べることなど滅多めったにないため、新鮮な思いで口を動かした。魚とはまた違う味わいである。地上にいるのと水中にいるのとでここまで違うのだから、不思議なものだ。

　美味おいしそうにユーイが味わっている横で、ノバは次から次へと新しい料理に手を伸ばしていた。ずっと口を動かしている。

　一呼吸ついたところで、ふとイクスは訊たずねてみた。

「ユーイ、飛ぶことはできるか？」

「え、はい？」彼女はこちらを向く。

「魔女と話したときにそんな話が出たんだ。魔法で飛ぶことはできるか──って。どう思う？」

「魔法による飛行──ですか。そうですね、過去多くの議論がありましたし、今でもしばしば論題に挙がりますけれど……、ええ、簡潔に答えれば、理論上は可能と言われています」

「……そうなのか？」

「はい。ええと、何と説明すれば良いか……」ユーイは手にした料理を置いて、腕組みをした。「たとえば魔法を前方に撃った場合、その本人には反動で後ろへ向かう力がかかります。魔法が強力になるほど、その力も増していきます。ということは、自分の足許に魔法を撃てば、上へ向かう力がはたらくわけです。実際に、それで通常より高く跳ぶことができます」

　彼女は人差し指を立てた。

「ただ、先ほど理論上と言ったように、跳躍はできても飛行には数々の障碍しょうがいが指摘されていますね。まず上空まで上がれても、高度を維持するのに膨大な魔力が必要です。さらに『飛行』ですから、上がって終わりではありません。前に進む必要がありますけれど、つまり下と後ろへ向かってひっきりなしに魔法を撃ち続けるわけです。くわえて姿勢を崩さないよう、魔力を繊細に制御しなければいけません。論文を読んだことがありますが、正直、今の技術では難しいと私は感じました」

「なるほどな……」魔法を使えないと実感できない部分ではあるが、理屈は理解できた。

「あの、すみません」口に詰め込んだものを飲み込んで、ノバが言う。「それは魔法学の技術という意味、ですか？」

「……いいえ、その」彼女は俯うつむき、あくまで個人的な意見ですけど、と前置きして続けた。「今の魔法杖では、という意味です。飛行するには、おそらく専用の杖が必要になるのではないかと……。あ、杖が悪いというのではなく、機構的な問題という意味ですよ」

　イクスは思わず眉まゆを顰ひそめた。

　そんなことが可能だろうか？

　今の話を聞くに、まず魔導管を途中で分岐させ、最低二つの射孔を設ける必要がある。そして姿勢に応じて放出魔力量を増減させる仕組み。それでいて高い伝播でんぱ効率を保たなければ、魔力が足りなくなってしまう。否いな、そもそも人間の魔力で足りるのか……。

　背筋の凍るような恐怖を覚え、躰が震えた。

　闇やみに踏み出した先、どこにも地面がなかったような。

　今考えた何ひとつとして──解決策を思いつかない。

　本当に人間はそこへ至るのだろうか。少なくとも、自分にはとうてい無理だ。

「そんな杖を……」彼は呟つぶやいた。

「ま、まあイクス、ただの思いつきですから、そんな真面目まじめに考えないでくださいよ」ユーイが背中に触れてくる。「なにか飲みます？」

「ああ……」

　受け取った器に口をつける。

　しばらくすると、広場の中央で楽器の演奏が始まった。何人かが車座になって、笛や太鼓を手に取っている。適当なようで、意外にも複雑な音色ねいろが奏かなでられた。大勢が囲んで、拍手や口笛で加わった。音に合わせて踊る者もいる。

「ん」ふいにノバが皿から顔を上げ、左右に視線を走らせた。

「どうされました？」

「いえ、こちらを見つめる視線を、感じました」

「はあ……」ユーイが首を捻ひねる。「視線を感じる──ことが、できるのですか？　それも専門的な訓練で？」

「比喩、です。正確には、視界に入っているものの、焦点が合っていない場所で、何者かがこちらを見ていた、という意味になります」

「見つかったか？」イクスは言う。

「いえ」彼女は首を振った。「隠れてしまったよう、です」

「なにかお話でもあるのでしょうか。私たちは珍しいようですし」

　端に突っ立っている自分たちに気づき、何人かの村人が酒を勧めてきた。広場には麦酒、果実酒、あとはとっておきの蜂蜜酒が用意されており、例の甘い香りを撒まき散らしている。

「いや、必要ない」無表情でイクスは断った。

「つまんねえ奴やつだなあ……」両手に酒を持った男が顔を顰しかめる。「そっちのあんたらは？」

　ノバとユーイも、無言で首を振った。軽い舌打ちを残し、彼は去っていく。

「イクスは、お酒は呑のまないのですか？」ユーイが訊いた。

「呑む必要がよくわからない。逆になぜ呑むのか訊きたいぐらいだ」

「そうですね、私もよく知りませんが、楽しい気持ちになったり……」

「祭りで充分だと思うが。現に子供は呑んでいない」

「あとは逆に、悲しみを紛まぎらわせたり、でしょうかね」

「悲しみを？」

「はい。私の故国では、葬儀の折などに供します。辛つらい感情をぼやかすためだと聞きました」

「ならどうして子供は呑めないんだ」

「さあ、私も呑んだことありませんし……」ユーイはこちらを見て言った。「まあでも、そう言うということは、イクスも楽しんでいるのですね？」

「え？　いや、俺は──」

「……ふふ」

　返答にまごついていると彼女に笑われてしまった。フードに隠れて顔は見えないが、細かく肩が震えているのがわかる。

　ひとしきり笑った後、ユーイが言った。

「すみません、いったん私、抜けてきても良いですか？」

「急にどうした？」

「いえ、こちらの料理を、その、カミラさんに届けてこようかと思いまして」

「ああ……」

「はい、どうぞ」ノバが小さく頷いた。「私はこちらで、お待ちしてます」

「え？　……あの、良いのですか？」

「何が、ですか？」

「ノバさんはいちおう監視なのでは……」

「この村で多少離れたところで、問題は起きないと、思います」

「そうですか……」ユーイは小首を傾げて、彼女の前に並んだ料理を見つめる。「あの、まさかとは思いますけれど、もっとご飯を食べたいのですか？」

「いえ」ノバは即答した。
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　広場で新しい料理をもらっているユーイの背中を見ながら、ノバが「行きましょう」と言った。

「え、どこに？」

　そう訊いたときには、既に彼女は数歩先を歩いていた。広場に集まった人々の間を、滑るように擦り抜けていく。なんとかイクスが追い付くと、前を見つめたまま言った。

「私もひと通り確認しましたが、ミューモズは付着してません、でした」

「……毒味のために食べてたのか？」

「はい」揺れた前髪から瞳ひとみが見える。「ミューモズが付いてたのは、私たちが食べた料理だけ、です。つまり、あのミューモズは、故意に付けられたと考えられます」

「誰だれが？　何のために？　誰を狙ねらって？」言いつつ、イクスは頭を働かせた。「ギデンズか？　仕込めたのはあいつしかいない」

「はい、私もそう考えてました。その確率が、最も高いかと」

「じゃあ違うんだな？　なぜわかった」

「今、です」ノバは前方を指差した。

　彼女の指の先、ユーイが歩いていく様子を、建物の陰から窺うかがっている人影が見えた。黒い法衣を着た──ギデンズの姿。

「あいつじゃないか」

「いえ、それならああやって隠れず、さっきお肉を渡したときに仕込んだはず、です。誰が狙いだったにせよ、直接仕込めますから。それに昨晩も、部屋に二人きりになったのに、ユーイさんに何もしません、でした。ああしているのは、毒を仕込んだ人間の察しがついたから、でしょう。見張ってるのはユーイさんでなく、その犯人のほう、かと」

「じゃあ狙いは──ユーイか？　でもどうして」

　ノバは答えず、散歩でもしているような自然体でギデンズに背後から近づいた。肩に手を載せると、彼は勢いよく振り返った。

「こんにちは」ノバが頭を下げる。

「あ、ああ、前髪の嬢ちゃんか……。いや、こんなところで何してる？」

「あなたと同じ、です」

「同じって……」

「それよりも──」

　歩いていたユーイが途中で立ち止まって横を向いていた。こちらに気づいたのではない。そちらにあるのは、この村に来た日、荷物を運びこんだ倉庫である。中から誰かに呼び止められたらしい、彼女は小さく頷いて、建物に入っていく。

　くそ、と呻うめいて、ギデンズがそちらへ走った。すぐノバが追走して、「裏口は私たちが塞ふさぎます」と声をかけた。

「わ、わかった。頼りないが頼むぞ──」

「はい」

　いつの間にか「私たち」に入れられたイクスも、釈然とはしなかったが彼女に随いていった。倉庫に裏口があるなど初耳である。

　裏口に取りつき、扉に耳を当てる。

「よう、手伝いなら俺がやるぜ」そうギデンズが言うのが聞こえてきた。「せっかくの客人に働かせるわけにもいかねえからな」

「よろしいのですか？」ユーイの声だ。

「ああ、嬢ちゃんはさっさと行きな」

　ありがとうございます、と言って、軽い足音が遠ざかった。イクスは心中で安堵あんどの息を吐いた。少しして、ギデンズの声が近づいてくる。

「急にどうしちまったんだよ、おまえ？　昨日来たばっかの客人に何の恨みがあるってんだ？　理由くらい話してくれたっていいだろ。俺とおまえの仲じゃないか。とりあえずそんな斧おのなんか置いてさ──」

　とそこまで聞いた時点で、ノバがすっと腰を落とし裏口を蹴けり開けた。耳障りな音が響いたが、祭りの喧噪けんそうで目立たないだろう。彼女に続いてイクスも中に入る。

　薄暗い倉庫を背景に、こちらを向いているギデンズの顔が見えた。広い背中の持ち主が彼と対峙たいじしている。両手で重そうな斧を抱えている。歪ゆがんだ顔がこちらをちらりと見た。

「落ち着いて話そうぜ、な、ガス？」ギデンズが両手を広げる。

　恰幅かっぷくの良い赤ら顔の男は、斧を握った手に力を籠めた。

　ノバがどこからともなく杖を取り出し、彼に向ける。

　ゆっくりとこちらに躰を向け、ガスは低い声で言った。

「……お客人、あなたの強さは知らされておる。特に体術に優れていると」

　ノバは無言でじっと動かない。
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「しかし、この距離、この体格差ならばこちらのほうが有利。道を空けてくれないか」

「杖がある」とイクスは後ろから口を出す。

「わかっている。だが、あなたは魔法を使ったほうが良い状況でも、なぜか体術を選択する。それは──本当は魔法を使えないからじゃないかね？　誰も杖が囮おとりとは考えない」

「え、そうなのか？」思わずノバの背中に問いかけてしまった。

「はい」彼女が小声で答える。

「はは、やはり──っ」

　と斧を振り上げ飛び掛かってきたガスに向かって、彼女の杖から紫電が走った。

　どさり、と音を立てて、彼の躰が地に伏せる。

　しばらく、誰も何も言わなかった。ノバが斧を奪い、躰を縛っている最中、一度だけ「噓かよ……」とギデンズが呟きを漏もらした。

　意識を取り戻したガスは、一回り以上も老けこんで見えた。表情には力がなく、先ほどとはまるで別の人格である。

「……魔が差した、などと言い訳するつもりはない」彼は深く項垂うなだれた。

「おい、落ち込むのはいいけどよ、とつぜん悪霊イムラが過よぎったんじゃないなら理由を教えてくれないか」ギデンズが腕組みして言う。「あの嬢ちゃんとは初対面だろ？」

「そうだとも。だが……」

　ガスは俯き、絞り出すように口にした。

「あのお客人は、東方の民だった」

「え？　……本当か？」ギデンズがこちらに顔を向ける。「ああいや、やっぱり答えるな。それはそれで面倒なことになりそうだ。しかし、そうか……」彼は眼を閉じて顎あごを撫なでた。「なあガス、言わなくてもわかってると思うが、そいつは逆恨みってやつだぜ。いや、逆恨みですらない。ただの八つ当たりだ」


「…………」



「事情を、説明していただけますか？」ノバが言う。

「事情なんて深いもんはねえよ」片手を振ってギデンズは答えた。「こいつの息子はルクッタ戦役で死んだ。そんだけさ」

　長い沈黙をおいて、ガスは「手紙なのだ」と言った。

「手紙？」

「あるとき、レイレストからの荷物に手紙が紛れておったのだ。間違いかと思って送り返したのだが、また荷に紛れて返信が来た。今度は儂わし宛てにだ。他愛たあいもない内容だったが、儂は息子を亡くしたばかりで……、ついやり取りを続けてしまった。そして昨日きた内容に書いてあったのだ。ノーツウォルに三人の若者が向かっており、そのうちの一人が東方の民である──と。お嬢さん、レイレストの宴であなたが見せた雄姿についても」

「ユーイを殺せと書いてあったのか？」イクスは呟く。

「いや、それは違う」一瞬顔を上げ、また床を見つめる。「……今さら言い繕うわけではないが、殺すつもりなどなかった。初めて出逢ったときも、そんな気持ちは毛頭もうとうなかった。ただ少し話したい、と……、そう思ってこの倉庫に呼んだのだ。だが祭りの熱気に中あてられているうちに、なぜか妙な気が涌いてきた。気づくとそこに立てかけてあった斧を手にしていて──、いや、それは言い訳だな」

　ガスは深く息を吐いた。

「本当に申し訳ないことをした。謝って許されることでないのはわかっている。お客人の好きに罰してくれ」

　罰しろと言われても、とイクスとノバは顔を見あわせる。それを決める権利があるのは、二人ではなくユーイだろう。

　そのとき、黙って告白を聞いていたギデンズが口を開いた。

「なあ、お二人さん。虫の好い話だとは思うが……、この件を秘密にして、ガスのこと俺に任せてくれないか」

「なぜ……」ガスが目を見開いて彼を見上げる。

「いちおう俺も主に仕える身でね。こいつとは長い付き合いだ、正しい道に戻ることができると、俺は信じてる。ま、そう言う俺が信じられないなら仕方ないけど……」

　どうしますか、とノバが視線で問いかけてきた。

「正直なところ、俺はどうでもいい」と答える。「どうせこの村にはもう来ないだろうし」

「私も同じ、です」

　ガスは驚いたように目を閉じ、それからゆっくりと頭を下げた。

「ま、その理由はちょっと気になるが、礼を言う。ありがとよ」いつになく真剣な顔をギデンズは浮かべ、またすぐ軽薄な笑みを浮かべた。「しかしだな、ガス。俺があの肉を取ってくのを見越して毒を仕掛けたんだろうが、いくら何でも俺まで殺すことないだろうが。そこの嬢ちゃんがいなかったら、今ごろ全員天に昇ってたぞ」

「毒？」彼は不思議そうに瞬またたいた。「毒とは何だ？」

「何って……、昨夜おまえが仕掛けたミューモズだよ。あの肉料理にさ……」

「し、知らない。さっきも言ったとおり、妙な気になったのはつい先ほどのこと。昨夜食い物を集めたのは、おまえに指示された子供たち……」

「……何だと？」

　ノバが弾かれたように倉庫の外へ飛び出していく。急いでイクスも後を追った。

「囮おとりです」早口で彼女は言った。「手紙を受け取った人物がもう一人います」

「どうしてそこまでしてユーイを狙うんだ」

　広場に出たが、彼女の姿はもう見当たらない。料理をもらって、カミラの家に向かっている途上だろう。もしその最中、村人から料理を勧められたとしたら──。

　いや、解毒剤はあるのだ。微量ならば大丈夫のはず。多く摂取した場合のことは、今は考えない。

　ともかく二人で人波を搔かき分わけていく。道を空けてくれと叫んでも、祭りで興奮した人々の耳には届かない。むしろ新しい騒ぎ方だと思って煽あおってくる始末だ。

　それでも何とか混雑を抜けると、今度はノバの服が何者かに摑つかまれた。

「ねえ」と眼下から声がかかる。

「……ヨンダ？」イクスは呟いた。

　この村に来たとき、自分に話しかけてきた少女だ。

　彼女は両手で器を持っており、それをノバに差し出していた。中には透明な液体が入っている。

「お姉ちゃん、これ飲んで」

　ノバは屈かがみこんで、その器を受け取った。慎重に傾けて舌を付ける。

　わずかに首を傾けて、彼女は言った。

「……なるほど」

「ね、美味しいでしょ？」ヨンダは嬉うれしそうに笑う。「だからお姉ちゃんの顔見せて」

「顔、ですか？」

「うん。ずっと隠してるでしょ？　見たいの」

「そのまえに、ヨンダさん」

「なに？」

「手紙を、持ってますか？」

「てがみ？」

「これに入ってる粉を、送ってきた手紙、です」

「うん、持ってるよ」

「見せてもらっていい、ですか？」

「いいよー」

　彼女は懐ふところから、小さな紙きれを取り出した。

「……そう、ですか」受け取った紙片に目を通すと、ノバは頷いた。「ユーイさんはあなたの前で喋しゃべりません、でしたから。男だと思ったわけ、ですね」

　彼女から手紙を受け取り、イクスも内容を読んだ。簡単な表現で、次のようなことが書いてあった。

〈顔を隠したお姉ちゃんの食べ物にこっそりこの粉を入れてね。とても喜んでくれるから〉
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　ギデンズにヨンダのことも任せ、イクスとノバは倉庫の裏口に戻った。幸い扉は簡単な構造で、倉庫にあった工具で直すことができた。何度か開け閉めして確認する。多少の軋音あつおんは立ったが、文句を言われるほどではないだろう。

「では、広場に戻りましょう」

　そう言って出ていこうとするノバを、「待て」と呼び止める。

「ユーイに伝えなくていいのか？」

「何を、ですか？」

「おまえはユーイを監視してるんじゃない。本当は逆なんだろう？」

「どういう意味、でしょう？」彼女は首を捻ってみせた。

「さすが、噓が上手うまい」ため息をついて続ける。「ユーイが勝手に行動するのが問題なら、わざわざ随いてくる必要はない。王都の部屋に軟禁しておけばいい話だ。しかし、ノバ、おまえはそうせず、あいつの好きにさせているというか──意思や行動を尊重している。なら何を監視してるのか？」

　イクスは倉庫の外に視線を向けた。

「ユーイを襲ってくる奴がいないか監視している──そういうことだろう。今回の件でそれがはっきりした」


「…………」



　ノバはしばらくじっとして、何事か考えているようだった。やがて、小さく顎を引いた。

「そのとおり、です」

「言わなくていいのか？　監視じゃなく護衛だとわかればユーイは安心するだろう」

「誤解されてますね」彼女は前髪に触れる。「たしかに私は護衛、ですが、決してユーイさんの味方ではありません。逆で、彼女を利用するために護まもってます。けれど、それを伝えるのはもっと酷なこと、でしょう」

「利用？　だがあいつは──」

「人質として、体裁以上の価値がないことは、既に把握してます。彼女はルクッタからも、王国からも捨て置かれた存在、でした。先日までは」

「いったい何があった？」

「王立学院の試験、です」

「は？」

「先日の試験で、彼女は第四席の成績を収めました。一般座学でも、魔法実技でも、既に大半の生徒を凌しのぐ実力です」

「それは……凄いな」そう言うほかない。

「凄いというより異常、です」彼女は頷いた。「ルクッタには、学校制度がなかったそうです。魔法に関しても、ユーイさんは学院にきてから学び始めました。それが、言語すらままならなかった状態から、わずか一年で四席、です。はっきり言って、王国の面目が立ちません。表向きには第四八席と発表されました」

「……それを、あいつはおかしいと思ってないのか？　試験の手応えと結果の乖離かいりについて」

「自身を過小評価して、能力のほとんどが杖の力に依ったものだと考えてるよう、です。試験ではそのぶんを差し引かれ、純粋な技能を評価されたのだ、と」

「魔法使いが持つ力を十全に発揮させるのが杖の役割だ。どんな優れた代物でも、実力以上の力を与えることはない」

「『自分の杖だけは特別だから』──と仰ってました。私に意味はわかりませんが、なにかご存じ、ですか？」

「……いや」イクスは無言で肩を竦める。

「とにかくそのせいで、彼女を危険視する声が、出るようになりました。もし学院で自棄やけを起こされたら、生徒の多くが殺される、でしょう」

「そんなことにはならない」

「同感、です」

　おそらく認識が食い違っているが、イクスは指摘しなかった。

「しかし一方で、彼女の能力に目を付け、利用しようとする勢力も現れました。彼らから派遣されたのが私、です」

「俺も知ってる勢力ならいいんだが」

「刷新派、です」

「……ノバも新派なのか」

「はい。私たちは国教会内部に浸透し、機を見て一斉に改革を進める予定、です。その点、脱退派のやり方には無駄が多い。下手に叛乱など起こされると、我々の計画に支障が出ます。ですからオブライル家の騒ぎは予想外、でしたし、迅速に解決できたのは僥倖ぎょうこう、でした。あのときのことは、感謝します」

「で……」片手を広げる。「あいつをどう利用する気だ」

「いくら平和的に改革を為なしても、きっと王国は混乱する、でしょう。改革の機運が、国外にも波及するかもしれません。支配地域で動乱が起きると困ります。そこで、こちらの息がかかった支配者を仕込んでおき、その動きを統制します。既にルクッタの権力者の一部は取り込み済み、ですが」

「ユーイを──、ルクッタの指導層に捩ねじ込むと？　本気で言ってるのか？」

「はい」あっさり彼女は頷いた。「ユーイさんが国に戻り、本人にその気さえあれば、王国の支援なしでも充分な地位に就ける、でしょう。それだけの能力を持った人物です。私はそう判断してますし、オブライル家の一件を報告すれば、上もそう考えるかと」

「まさか、それを見越して今回の依頼を受けたのか？」

「いえ、私は違います」ノバは僅かに俯うつむいた。「しかし、都合が好すぎるのも事実、です。ラユマタさんが手伝いにユーイさんを指定したことには、作為を感じます。どこかしらで取引があったのかと」

「どこかしらって、どこで？」

「上で」

　彼女が上を指すのにつられて空を見上げてしまったが、もちろんそういう意味ではないだろう。

「……今の、話していい内容だったのか」

「遅かれ早かれユーイさんも気づく、でしょう。ですが、たとえ気づいても、人々のためになると思えば、彼女は感情を捨てて行動します。そういう人格、です。ルクッタで無秩序な動乱が起き、その結果生まれる犠牲のことを考えれば、誰かが制御したほうが良い結果になるのは自明、でしょう。その誰かがどんな目に遭うとしても、数を較べれば……」

「身勝手だな」

「はい。私は彼女から彼女の人生を奪います。残酷な仕打ち、です」

　どうも話が巨大すぎる、とイクスは思った。住む世界が違うというか、前提となる思考の規模に差がある。杖を作る作らない程度のことで悩んでいる自分には、ユーイの背負うものなど想像もつかない。

　ノバがまた口を開いた。

「オブライル家に他にも潜伏してたのか、あるいは人伝に聞いたのかわかりませんけど、襲撃の顚末てんまつを知った脱退派がいたん、でしょう。ユーイさんが騒ぎを収めた事実が、それまでの彼女を危険視する声や、東方の民への感情と結びついた結果、村人への指示に繫つながったのかと」

　屋敷の襲撃のあとノバもいろいろと話を聞かれていた。積極的に喧伝しなくとも、あれだけ影響力のある人々が集まった宴なのだ。情報は容易に漏れるだろう。

「ガスさんやヨンダさんの仕込みは、おそらくもとの計画──祭りに乗じた叛乱を見越してのことで、急遽きゅうきょそれを使ったんだと思いますが……。ともかく、そんな人間を野放しにできません。一刻も早く戻って報告し、捜しださないといけません」

「仕込みね……」

　しかし荷台に手紙を紛れ込ませる、というのは以前も聞いた話だな──と考えかけて、イクスは「え？」と声を上げた。

「どう、されました？」ノバがこちらを見る。

「いや……、何というか」イクスは首を傾げて瞬く。力が抜けたというか、拍子抜けした感じだった。「門番だろ？　犯人」

「はい？」

「えっとだな、そもそも俺たちがノーツウォルへ行くこと自体、誰にも知りようがなかっただろ。決めたのは前日の深夜だったし、義姉さんに伝えただけだ。あの朝街を出るユーイを目撃しないかぎり、手紙なんて書けない」

「道には通行人がいました。門番でなくとも知り得たはず、です」

「そのとおり。だけど手紙を仕込めた──つまり荷台に触った奴は一人しかいない。門を出るとき積み荷の確認をした門番だ。となると……ああ、そうか」イクスは口もとを手で隠した。「杖壁を解いたとかいう密書も同じだ。それを発見した門番か、警備についてる兵士の誰かによる自作自演だろう。だから警備状況を詳しく書けたわけだ」

「なにかの陽動、ですか」

「そうかもな。例えば……、レイレストで叛乱を起こそうとした奴が、王都に注意を向けさせようとしてとか？　まあ何でもいい」

「それ、ラユマタさんに連絡したほうが、良いのでは？」ノバが指摘する。

「そうかな……」と眉を顰める。「俺にわかったんだ、義姉さんはとうに気づいてるだろう。今ごろ捕まえてるか、わかったうえで泳がせてるんじゃないか」

　そう……、考えればこんなこと自明。

　そもそも杖壁を解けるはずがないのだから……。

　これが人間の特性なのか？　それとも自分の愚かさなのか？

　真実らしい話に対しては、ゆっくり段階を踏んで検討けんとうしていけるのに。

　疑わしい話をいったん受け容れると、それが仮定であることを忘れてしまう。

　あり得ない、という煙幕に惑わされる。

　内側に囚とらわれる。

（ああ──つまり魔女は……）

　視界が明瞭になったような感覚を覚えた。隣接していた謎なぞが次々解けていくような。小さい順に板を立て、ぱたぱたと倒していく子供の遊びを連想した。

　なるほど、魔女は残酷だ。

　イクスは深く息を吐いた。

　もっと考えれば良かった。

　魔女だから、魔法だから、竜の智慧だから、と信じるのではなく。

　考えれば、そんなことは誰の目にも明らかなのに……。

「もうそろそろ、ユーイさんが戻ってくる、でしょう」ノバが呼びかけてくる。「広場に戻りましょう」

「いや、俺もカミラに用事があるんだ。すれ違いで行ってくる」

「そう、ですか」

　倉庫から広場に出て、先ほど立っていた場所に戻った。さすがに騒ぎ疲れたのか、楽器の演奏は止まっており、村人たちはのんびりした時間を過ごしていた。道に目を向けると、遠くからこちらへ向かっている灰色の外套が見えた。

「ところで……」とイクスは言った。「ユーイを護るにしても、同じ場所に留めたほうがやりやすいと思うんだが、こうして自由に行動させるのは何だ？　罪滅ぼしのつもりか」

「……はい」小さくノバが頷く。

「それも上からの命令か？」

「私の意思、です」

「どうしてそんなことを……」

「ユーイさんに助けられたとき、です」彼女はぽつりと言った。「あのとき私と彼女はただの同級生、でした。それでも、ただ困ってるという理由で、彼女は私を──敵国の民を助けました。その理由がわからなかったのですが、付き合ううちに納得しました。ただ単に常軌を逸した善性の持ち主だから、です」

　ノバは前髪を揺らして俯く。

「できることならユーイさんには、王国の事情など関係なく、平和な場所で、好きに生きてほしい。それが個人的な望み、です。自由にしていただいてるのは、その自己満足を充みたすため、です」

　そう、言われてしまえば。

「……そうだな」

　頷くしかなかった。

　まったくそのとおりだ。

　ユーイは家族を喪った。

　故国から連れ出された。

　こんな異国で、たった一人……。

　どうしてそんな──酷い目に遭ってきた人間が、これ以上の面倒事に巻き込まれなければいけないのか。脱退派の連中を倒し、命を狙われるはめになり、刷新派の駒こまにされるのか。

　けれど彼女は、それを善と思えば行うだろう。より望ましい道を模索し、もっと他に手段はないのかと悩み、敵国の民だろうと助け、際限なく苦労と心労を抱えるだろう。

　そこに杖や父親は関係なく。

　ただ、彼女自身の善良さによって。

　王国の下らない政争やら、失われた祭りやら、魔女の伝承やら、そんなものに関わらないで済むのなら、それが一番ではないか……。

　彼女の幸せを望むのなら……。

　イクスは数歩歩きかけて、ふと振り返った。

「……少し考えたんだが」

「他にも、何か」ノバがこちらを見る。

「いくら毒味のためでも、あんな量を食べる必要はなかったんじゃないか？」

「そう、ですか？」
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　カミラは机で眠っていた。

　伸ばした片腕に頭を載せ、横を向いている。

　対面に座った人間にはすぐ気づいた。

　躰を起こし、相手の顔を見据える。

「……ユーイちゃん」

「お腹なかが空いているかと思いまして」

　彼女が料理を机に置いてくれた。普段味わえない、香ばしい香りが鼻孔をくすぐる。

「ありがとう。いただくね」

　そう微笑んだものの、空腹感がなく、一口食べて器に戻してしまった。ユーイはそれを見ても何も言わず、さりとて家を出るでもなく、窓の外をぼんやり眺めている。

　本当に彼女はここにいるのだろうか。

「ねえ……」カミラは呟くように言う。「魔女さまは、どうしていなくなっちゃうのかな」

　返答はない。

　外の雨が少しずつ強くなっていた。

　気づくとユーイがこちらの顔をじっと見つめていた。

「……カミラさん」

「なあに？」

「ずっと……考えていました」彼女は思い詰めた表情で口を開いた。「最初にあったのは素朴な疑問でした。肉囲の日に魔女が現れ子供を食べる──それが伝承です。でも、それなら話は簡単でしょう。お祭りをやめればいい」

　ユーイは自分の手許に視線を向けた。

「私は魔女と直接会っていませんし、彼女の正体はわかりません。なので、なぜ魔女がお祭りの日にしか現れないのか──そちらの考察はできません。ですがいくら神への感謝だからといっても、危険を冒してまで続ける理由はないと考えました。そこに人間側の得がないのなら、ですが」

「得？　子供が食べられちゃうことが？」

「罪悪感なく人間を一人消す機会です」彼女は淡々と続ける。「貧窮した家族にとって、ときに幼子は重荷になります。それと同時に、最も棄てやすい荷物でもあります。なにしろまた作れば良いのですから。しかしそのときかかる精神的負担は、老人を棄てるのに較べてずっと大きい。肩代わりしてくれる存在がいればありがたいでしょう」

「……それがあなたの考えたこと？」

　そう問うと、彼女は肩を竦めてみせた。

「今のはただの推測です。確かめる術すべもありませんしね。私が考えていたのは、そうではなく、魔女の呪のろいとは何なのか、ということです。ご存じですね？　あなたは魔女に呪われて、だから家族も財産も失ったと言われている」

　わずかに顎を引いて答える。

「たしかにカミラさんは、ご両親を亡くされ、財産も奪われました。この何もない家に一人で住んでいますし、村の井戸を使わず遠くまで水を汲みに行かれているようです。呪われている──そう噂うわさされるのも無理はありません」

「魔女さまは呪いなんて……」

「ええ、魔女の呪いなどありません」その瞳がこちらを射抜いた。「家に残った物を捨てたのも、水を外へ汲みに行くのも、あなたがやっていることです。そこに外部からの影響はありません。ならば──きっと呪わざるを得ないなにかがあったのでしょう。どこまでも善人であるがゆえに──そうするしかなかった事情が」

「私は……善い人じゃないよ」

「いいえ、あなたは善い人です。ただ純粋に、周囲の人々の幸せを願っている。私なんて及およびもつきません」


「…………」



「話を魔女に戻しましょう。およそ二十年まえ、病気の妊婦がこの村にやってきました。彼女はちょうどこの時期に出産し、同時に亡くなりました。村では肉囲を行っており、現れた魔女がその赤子を攫さらっていったそうです。しかし──」ユーイは首を傾げる。「なぜその子は攫われてしまったのでしょう？　そのころ村では破脳病ソニムが蔓延しており、祭りはほんの形式的なものに過ぎなかったと聞きます。母親でもない誰かが、産まれて間もない赤子を、盛り上がってもいない祭りに連れ出し、そこを魔女に狙われた──あまりに不自然な状況です」

　彼女はもう全部わかっているのだろう。

　その声には、糾弾の色も、気遣いの色もなかった。

「誰かの役に立ちたかった──そうなのでしょう？　カミラさん」

「……ギデンズが言ったの？」

　ええ、とユーイが頷く。

「そっか」

　自分は、ただ……。

　誰かの役に立ちたかった。

　みんなの役に立ちたかった。

　ただ、それだけ……。

　それだけだったのに。

　どうしてあんなことをしたのか。

　良い考えだと本気で信じていたのか。

　わからない。

　村では病が流行はやっていて、みんな苦しんでいた。

　お母さんが死んで独りぼっちになった赤ちゃんが泣いていた。

　少しだけ様子を見ててくれ、と頼まれた自分の腕のなかで……泣き叫んでいた。

　今のこの村に、この子を養う余裕はないだろう。

　お腹を空かせて、だんだん死んでいくのは辛いだろう。

　だからこんなに泣いているんだろう。

　だから……。

　その手に花を握らせて。

　抱いていった。

　きっと感謝されると思った。

　それを喰うと聞いていたから。

　喜んでもらえる、と。

　魔女になる方法だって教えてくれるかもしれない、と。

　思った……。

「イクスくんに……伝えるの？」

　立ち上がって扉に手をかけたユーイに問いかける。

「最初はそのつもりだったのですが」彼女はこちらを振り向いて微笑んだ。「やめておきます。なんの解決にもなりませんし、ただ厭な想おもいをする人が増えるだけでしょうから」

「そう……」

「伝えてほしいですか？」

「ううん、やめてほしい」

「ですよね」

　それだけ言って、ユーイは出ていった。

　身勝手な自分をこの部屋に残して……。

　なぜ自分は生きているのだろう、とたまに思う。

　なぜ妹を助けられなかった自分が生きているのだろう。

　なぜ父と母が死んだのに自分はまだ生きているのだろう。

　二人が死んだとき、やっと罰が始まったんだ、と思ったのに……。

　なぜ村のみんなは自分のしたことを知って、それでも村に置いてくれるのだろう。

　ぼんやり考えているうちに、また眠っていたのかもしれない。

　今度は目の前に男が立っていた。

「イクスくん？」

　夢だろうか？

　彼は向かい側に腰掛けて、机に肘を載せた。なにか言いにくそうにしている。

「どうしたの？」と問いかける。

「その……」イクスは口もとを手で覆おおった。「俺にはよくわからない。どうすることが、誰にとって良くて、誰にとって良くないのか。もっと酷くなる気もするし、今より良くなる気もする。個人的には良いと思うんだが、ただ俺の偏見が入ってるだろうし……。だからとにかく、そっちの判断に任せたい。たぶん、カミラが望めば反対されないだろう。向こうは諦あきらめてるだけだろうからな。それに実際、これが良いという人間がいたからこうなっているわけで……」

「ちょ、ちょっと待ってよ」苦笑して言う。「そんなこと言われてもぜんぜんわからないって。悩んでるのはわかったから、何が言いたいのか順序立てて説明してってば」

「あ、ああ、順序立てて……。つまり、そのだな──」

　歯切れの悪い彼の話を聞きながら、カミラは微笑んでいた。

　どうしてだろう？

　この空っぽの部屋に……。

　なぜだか安堵している自分がいた。
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　昼過ぎから雨が強まっていたが、対抗するように祭りも盛り上がりを増していた。人々は大騒ぎしながら、収穫の済んだ畑に集まってくる。楽器を持った大人が脇わきに並び、若者や子供たちが喚声を上げて畑に飛び込んでいく。やがて演奏が始まり、肉囲の最後を飾る踊りが始まった。

「帰る──ですか？」はしゃぐ彼らの様子を眺めながら、ユーイはノバに訊き返した。

「はい」と彼女は頷く。「報告の期限があるのを、すっかり忘れてました。すぐにでもこの村を発ちたいと思います」

「途上で夜になると思うのですが……」

「街の近傍で野営し、明日の朝一番に街に入ります。陽ひが沈むまでに街道に入れば、魔獣の心配はありません」

「えっと、そうすると、ノバさんに監視されている私は──」

「一緒に随いてきていただけるとありがたい、です」ノバはじっとこちらを見た。「いかが、でしょうか」

「……わかりました」ユーイはため息をついた。

「ありがとうございます」

「まあ、私に選択権のある話ではありませんし」

「では」

　すぐにでも、と言っていたとおり、ノバは畑から離れようとする。

　その方向から、見知った顔が速足でやってきた。

「もう終わりか」畑の踊りを見て、イクスが言った。

「まあ、終わるのかどうかわかりませんけれど」ユーイは畑を一瞥いちべつした。「魔女が来なかった場合、彼らはいつ踊りをやめるのでしょうか。物凄く盛り下がる気がするのですが……」

「盛り下がる？」

　彼女は考えを話すことにした。

「何となく思ったのですが、魔女の登場は、既にこの祭りの一部になっているのではないでしょうか。ギデンズさんが言っていたとおり、魔女が現れ、皆が逃げ出すことでこの村の肉囲は終わるのでしょう？　怖がってはいるのかもしれませんが、必要な存在になっているように思います」

「なるほど……」

　まあこれも、ただの推測だ。人間のわかることには限界がある。そんな雑談をしていると、ノバが口を挟んできた。

「すみません、イクスさん。私たちは今からレイレストに戻ります。報告しなければいけません、ので」

「報告？　ああ……そうか」

「はい」

「イクスはどうします？」ユーイは訊いた。

「急ぎの用はない。俺は明日帰るよ」

「ではレイレストで会いましょう。ラユマタさんには、直接報告に行くのですか？」

「いや……、手紙で済ませると思う」

「そうですか」

　王都に来るのならば、少しは案内しようと思っていたのだが、仕方ない。

　それでは、と頭を下げると、イクスが二人を止めた。

「帰るまえに……、一つ協力してくれないか？」

「何にです？」

「魔女を呼ぶ」

「え？」

「さっきユーイが言ってたように、祭りが終わらないのは、ほら、困るだろ」

「それはそうですが……どうやって？」

　魔女はもう祭りに来ないと言っていたはず。呼ぶということは、また森にあるという家を訪ねるつもりだろうか。別にそれは構わないけれど、どうも話が唐突である。

　イクスは口もとに手を当て、視線を上に向けた。

「えっと……そうだな、ああ、雷でも落としてくれるか？」

「雷？」

「八十年まえの祭りでは、嵐と共に魔女が現れたというだろ」

「雷を落とすと、魔女が来るのですか？」何だそれは、と首を傾げる。「それに、魔法でもさすがに雷は落とせません。雨雲ばかりで雷雲もありませんし」

「雷が落ちたように見せかけるだけでいい。ようは演出だ」

「はあ……？」

　まったく釈然としないが、しかしノバのために早く村を出なければいけないし、見せかけるだけならできる気がした。つまり、閃光せんこうと音。白い光を一瞬放ち、その後に雷が落ちたような音を響かせる。音響の魔法は得意ではないが……、杖の力を信じるしかない。

「見せかけるだけで良いのですね？」

「ああ、やってくれ」

　懐から杖を取り出す。村人たちは畑を見るのに夢中だ。気づかれないだろう。

　光も音も、やりすぎては害になる。どの程度に調整すれば良いか、目を瞑つむって計算した。

　折よく雨も強くなってきた。演奏がひときわ盛り上がったところで、杖を前方に伸ばす。

　一瞬息を止め、思い切り光を放つ。

　白く染まる視界。

　若干強すぎたかもしれない。

　間髪を容れず、音を轟かす。

　雷の、あの空を引き裂くような。

　なんとかそれらしくできただろうか。

　背後に雷が落ちた、と錯覚するはずだ。すぐさま杖をしまう。

　我ながら上出来だ、と評価する。上手くいって気分が良かった。

　しかし、誰も振り返らなかった。

　光が強すぎて一時的に視力を奪ってしまったか、と不安になったが、そうではない。いや、実際に視界は少々ぼやけたのだが、彼らがこちらを見ないのは、雷より注視すべきものが畑の向こうに現れたからだった。

　薄昏い森の奥に、尖とがった帽子と外套の輪郭が見えている。

「魔女だ」と誰かが言った。

　魔女だ、魔女がいる、魔女が来た──口々に叫んで、人々が逃げ出していく。ある者は家族と手を繫ぎ、ある者は異性の腕を取って、村へ駆けていく。恐怖している顔と──妙に楽しそうな顔が、同じくらいあった。

　ここで残るのも妙なので、三人も彼らと一緒に走った。緊迫感のない、せいぜい小走り程度の逃走だったが。

　足を動かしながら、イクスに囁ささやきかけた。

「あの魔女……、カミラさんに見えましたけれど」

「そうだ」彼は当然のように頷く。

「どういうことですか？」

「魔女が来ないなら、魔女の扮装をして出てきてはどうかと提案した。魔女を間近で見たことのある村人はいないからな。輪郭が同じなら気づかれないだろう」

「それって意味あります？」

「いや、意味はない」

　ユーイはじっとイクスの眼を見た。

「あの、なにか隠してませんか」

「何を？」

「……確認したいのですけれど、森の奥で、あなたは魔女に会ったのですよね？」

「魔女？」イクスは無表情で答えた。「いや、本当はいなかった」
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　翌朝には雨はやんでいた。まだ雲の多い空だったが、雨雲は少ない。

　村の道や広場には、あちこちに祭りの残滓ざんしが眠っていた。それなりに理性ある騒ぎ方をした大人たちが掃除している。ほとんどの参加者はまだ夢で祭りを続けている。

　イクスは荷物を背負ってレイレストの方角へ向かった。

　冷たい風が収穫の済んだ畑を渡っていく。緩やかな流れだった。季節を押し流しているからだろう。

　さんざんに肉を食べ、酒を呑み、そして騒いだ、この祭りの記憶。そしていずれくる春季への希望だけが、冬季を乗り越える糧である。

「お、おいっ」

　背後から駆けてくる足音に振り返る。

　息を切らせたギデンズが立っていた。よほど急いできたらしく、脇腹わきばらを押さえている。袖そでで額の汗をぬぐってこちらを見た。

「こ、これ、どういうことだよ」右手に持った紙を見せてくる。「イクス、おまえの差し金か？」

　顔を近づけて内容を読んだ。カミラからギデンズへ宛てた置手紙で、〈杖を手に入れる目途がついたので、魔法を学んできます。今までありがとう〉と書いてあった。

「いや、俺は無関係だ」と首を振る。

「そんな、む、無関係なんてことあるか？　だってあいつは……」

「節約して、少しずつ貯めた金で買えるようになったと言っていた。祭りの翌日なら、誰にも見咎とがめられないと」

「あいつは王都に行くのか？　それとも別の場所か？」

「さあ。そこまでは聞いてない」


「…………」



　ギデンズは唇を嚙んで黙った。

　しばらくこちらを睨にらみつけていたが、やがてぽつりと言った。

「駆け落ちじゃないよな？」

「は？」

「い、いや、冗談だよ」彼はいつものように、へらりと笑う。「冗談さ、ああ、冗談……。そうだよな、そりゃあな……」

「おまえに会ったら礼を言っておいてくれと頼まれている」

「ふふん、そりゃ、十五年来の付き合いに相応ふさわしい慇懃いんぎんさだな。丁寧すぎて涙が出てくるよ」彼は肩を竦めたあと、一転して真剣な眼差まなざしになった。「じゃあよ、もし、もしもだぞ、あんたがカミラに会うことがあったら、伝えてほしいことがある」

「何を？」

「帰ってくるなよ──ってさ」

　ギデンズは息を吐いた。

「この村にあいつの幸福はなかった。この十数年ずっとだ。そしてこのさきにも、多分ない。俺が救ってやれればと思ったが、それも叶かなわなかった。だからよ、あいつは、まあ、それなりに楽しくやれる場所を見つけて、ずっとそこで過ごせばいいのさ。けどカミラのことだ。生まれ故郷に変な情なんか抱いて帰ってこようとするかもしれねえ。そんなことはするなって、言っておいてくれ」

「わかった」

「……いや、やっぱりやめだ。今のは言わなくていい」

「いいのか？」

「おまえに恰好つけさせたくないからな」

　皮肉げに口もとを歪め、ギデンズは言った。

　しかしすぐ、なぜか彼はほっとしたような表情を浮かべて右手を挙げた。

「じゃあな、杖職人」

「杖職人見習いだ」

「いちいち訂正してんのか？　面倒だからさっさと職人になれよ」

　別れを告げて道を歩いていくと、そのうち家屋もなくなり、畑が広がるばかりになった。村に境界線が引いてあるわけではないが、そろそろノーツウォルを出たところだろう。

　ふとイクスは足を止めた。

　道から少し離れた草地に、四角い白い石が置いてあった。背の高い雑草に半分埋もれている。ここへ来る途中にも見かけたものだ。

　あのときは村の境界か、魔除けか、と考えたが、そうではないことを彼は知っている。

　草を分けて、その石の前まで進んだ。

　これは墓標。

　こんな場所に一つだけ置かれているのは、ノーツウォルの住人の墓ではないから。

　じっと見ていると、遠くから車軸の軋きしむ音が近づいてきた。

　ゆったりとした動きで、すぐ背後で停止する。

　無言で、イクスの横に器が差し出された。

　中には揺れる黄金の液体。

　甘い香りが漂っている。

「知ってたな？」イクスは言う。

　破脳病ソニムに罹り、故郷を追い出された妊婦は、村の近くで行き倒れていたところを拾われた。彼女を村に置くことには反対の声が上がったが、拾った本人が面倒を見るからと説得した。

　この村には、ずっと昔からレイレストに物を運ぶ仕事を請け負ってきた農夫がいる。村を出る用事のない他の人々と違って、頻繁にこの道を通ったことだろう。

　そしておそらく、この墓を建てたのも──。

　白髪の農夫はなにも答えない。

　ただ、器をこちらへ差し出している。

　イクスはそれを受け取った。

　顔を近づけるだけでくらっとするような酒の臭い。

　呼吸を止めて、一気に口に流し込んだ。

　意外に柔らかな甘みが咥内こうないを抜けていく。

「旨い」思わず呟いた。

「蜂蜜酒だ」

　まえにも聞いた、と言いかけたが、それはやめてもう一口飲んだ。
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　レイレストに戻ってから数週間ほどして、またユーイが店を訪ねてきた。ノバも一緒だったが、彼女は道に立って近づいてこなかった。

　イクスは驚きつつ店内に招いたが、ユーイは片手を開いてそれを断った。周囲を見廻し、人通りがないことを確認してからフードを半分上げてみせた。

「すみません、すぐに行かなければなりませんので。ここへはご挨拶あいさつに立ち寄ったのです」

「挨拶？」

　彼女は躰の前で両手を重ねた。

「このたび、ルクッタへ戻ることになりました」

「え？」

「ここは通り道に近いので、無理を言って寄らせてもらったのです」

　何度かイクスは瞬いた。

「そうか……」やっとそれだけを口にする。「その……、良かったな」

「はい」

「あっちで何をするかとか、決まってるのか？」

「いえ……。ただまあ、王国でこれだけの期間過ごしたのは私だけですから、それでなにか貢献できれば、とは考えています。多少は民のためになるのではないかと」

「そうか。えっと……」

「どうやら、例の饗宴にいらっしゃっていた方々が何名か、口を利きいてくださったらしいのです。私に命を救われたと」

「なるほど」

　口もとに手をやりつつ、遠くにいるノバに視線を向ける。彼女は小さく会釈えしゃくして応こたえた。

「まあ、もちろん一時的な帰国ではありますけれど」ユーイが言った。

「いつごろ戻ってくる？」

「一年ほど向こうで過ごして、その次の春季に戻る予定です。まあ、期間についても決定事項ではなく、もっと遅くなるかもしれませんし、戻ってくる先が学院ではないかもしれません。まだ未定のことが多く……」ユーイが店の中を覗のぞき込む。「えっと、モルナさんと、オットーはいないのですか？」

「ああ、義姉さんはまだ寝てて、オットーも今日は……。起こしてこようか？」

「いえ、けっこうです。少々残念ですが、ええ、お二人にもよろしくお伝えください」

「わかった」

「イクスは──」一瞬その目が泳ぐ。「杖を作っていますか？」

「……ラユマタに聞いたのか？」

「ええ、そうです」

「まあ、作ってるよ。とりあえずは自分のできる範囲で」

「なにかきっかけがありました？」

「……そんなところだ」言葉尻を濁し、右手に持っているものを彼女の前に出した。「それに、これもな」

「ただの木の棒に見えますが」ユーイは眉を顰める。

「ああ、俺も木の棒に見えた。憶えてるか？　オブライル家の事件で、演説してた男が持っていた偽の杖だ。頼んでみたらもらえたんだよ」

「偽物にせものを、わざわざ？」

「もしかしたら本物かもしれない」棒を揺らしてみせる。「あのときのことを何度か思い返したが、やっぱり俺には魔法が撃たれたように見えたんだ。もしこんな貧弱な、加工も荒い棒きれで魔法が使えるのなら、いろんな可能性が生まれるだろう。もっと杖を小さくしたりとか……。今はその研究も並行して進めている」

「うーん……」彼女は首を傾げてこちらを見る。「より小さいことに、なにか利点ってあります？」

「さあ……、わからない。できるかもしれないから調べるだけだ」

「なるほど。職人らしいといえば、そうかもしれませんね」

「そうかな」首を捻る。

　懐に手を差し入れ、ユーイは一通の封書を取り出した。

「こちら、ラユマタさんから預かってきました」

「義姉さんから？」

「今回の報告に対する返答だそうです」

「へえ……」

　そんなものを寄越すなんて珍しい。受け取った感じからして、紙片が入っているだけだろう。

「あの……」彼女はこちらの眼を見つめた。「ノーツウォルを出るとき、イクスが魔女について言ったことですけれど」

「あれが何だ？」

「本当、なのですよね？　魔女というのが、森の奥に住んでいる、ただの薬草に詳しい女性だったというのは──」

「そうだ」と一度頷く。「正確には、特定の人物を指す単語じゃない。あの森に住んでた魔法使いの集団を、纏めてそう呼んでただけだろう。小屋一軒のためにあんな広場を作る理由がないし、昔の杖があったのもそれが理由だ。発散法を三十年も先取りしたんだから、まあ、それなりに強力な連中だったんだろうが……、ただ、それももう途切れたように見える。実際、俺が会った奴は一つも魔法を使わなかった。魔女を終わると言ってたのも、それが理由だ。終わらせるんじゃなく、終えざるを得ない」

「だとしたら……、なぜ村の方々はあそこまで魔女を怖れるのですか？　魔法使いが珍しいとはいえ、真実を知れば……」

「簡単だ──そのほうが村にとっても都合が好いからだよ」

「どういう意味です？」

「森を守るためだ」イクスは肩を竦めてみせる。「街の近くにあんな森があるなんて奇跡だよ。土地を奪おうとする奴が必ず現れる。だがそういう奴は、奪うまえに、森が残っている理由は何だろう──と考える。実は魔獣が棲んでるのかもしれない、とかな。奪ってからじゃ手遅れだ。そこで村へ行ってみればどうだ？　あの森にはとにかく怖ろしい存在がいる、と村人が口々に吹聴してくるじゃないか。あの森の存在が、逆にそれを証明している。結局、そんな不気味な場所には誰も手を出さない。村のすぐ横にあんな森林資源があれば、さぞかし生活は楽だろうよ」

「それが魔女だ──と？」

「推測だけどな。本当かと訊くわけにもいかない」両手の平を上に向ける。「長く続けるうちに、村の連中が本気で信じるようになった可能性もあるが……、まあどっちでも構わないさ。少なくとも、マリは本気で信じたんだろうし」

「人を食べることも、不死も否定ひていするのですね？」

「ああ。不死なんて下らない風説にすぎない」

「しかし──」

「まえにノバから聞いたんだろ？　不死の生物について」

「ええ、まあ」ユーイは怪訝けげんな表情を浮かべた。「自分の躰の一部を若返らせて外に出し、新たな生を得る──それをくり返す。生をそのように定義すれば、あらゆる生物は不死であると。私には言葉遊びに聞こえましたが……」

「不死なんてのは、その程度のものだ。永遠に生き続ける生物なんかいない」

　まだ彼女は納得できない顔をしていたが、

「ユーイさん」と道からノバに呼ばれた。

「あ……」一度後ろを向き、ユーイはこちらに顔を戻す。「すみません、もう行かないと。雪に降られるまえに帰らなくてはいけませんので」

「そうか……じゃあな」

「はい。失礼いたします」

　彼女が頭を下げ、歩いて行こうとしたところで、思わずイクスは声を上げた。

「ちょっと、その……」

「何ですか？」不思議そうに振り返る。

「ライカと、呼んでもいいか？」口もとを手で隠し、できるだけ普段通りの口調で言った。

「え？」

「つまり……、東方では、王国と違って、姓の後ろに名前が来ると聞いたんだ。ユーイ・ライカだろ？　だからその、ユーイが嫌なら呼ばないが……」

　ユーイは少し首を傾げていたが、こちらに向きなおると、猛然とした勢いですぐ傍そばまで近づいてきた。ほとんど躰が触れあうような距離で、背伸びしてこちらの耳もとに顔を寄せる。

「な、何だ？」

　彼女は囁き声で言った。

「私の一族に姓はありません。名前は、個人名と、そうですね、王国でいう中間名だけで表されます。順番もそのとおりに」

「じゃあライカは──」

「私の場合、祖母の名前です」

「……なるほど」

　ユーイは背伸びをやめ、また数歩距離を取った。

　微笑んでこちらを見つめる。

「もちろん、そう呼びたいのなら私は構いませんけれど？」

「いや……」ゆっくりため息を吐く。「これまでどおりに呼ばせてもらおう」
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「わかりました」

「酒でも呑みたいな」

「え、どういう意味です？」

　彼女は不思議そうに瞬いたが、すぐに微笑んでお辞儀した。

「お元気で、イクス」

「ああ、ユーイも」

　二人が道の先に消えていくのを、イクスは見送った。彼女たちが見えなくなってからも、ぼんやりとその場に立ち続けた。

　冬を間近に控えた空気が、頰ほおを冷ましていく。

　ふと我に返り、イクスは片手に持った封書を見る。

　破くと、上質な紙片が一枚だけ出てきた。表には何も書かれておらず、裏返す。

　端整な文字で、〈ご苦労〉と書いてあった。

　つい苦笑が漏れた。

　ユーイの言葉を思い返す。

　どういう意味……？

　どういう意味か……？

　いつか教えてやろう、と思った。
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　昼の森はずいぶん平穏に見えた。鳥の鳴き声がどこかから聞こえ、枝葉がざわざわと揺れている。陽光が地面に斑まだらの模様を落としている。

　途中からエネドがやって来て、道を教えてくれた。小屋に近づくと、一度くしゃみのような唸うなりを上げて、森の奥に紛まぎれていった。

　女性が一人空を見上げている。

　小屋の屋根に立って、真まっ直すぐに上を見つめている。

　黒い外套がはためき、むやみと大きい帽子が落ちそうだ。

　王国の秋季にしては珍しく、今日はすばらしい快晴だった。空には雲一つなく、薄い青空がどこまでも続いている。陽射ひざしは暖かく、風は冷たい。

　広場を囲む樹々から、枝が一本切り取られているのにイクスは気づいた。鋭い断面で、明るい色の切り口がさらされている。かなり根本のほうで切れており、一緒に大量の枝葉がついてきて嵩張かさばるだろう、と思われた。箒ほうきにでもしたのだろうか。

　彼女はこちらに気づくと、地面へ飛び下りた。

「こんにちは」そう言って微笑んでくる。

「杖つえが完成した」イクスは言った。

「早いねえ。あのときは半年後の予定じゃなかった？」

「師匠の店にはいくつも予約が入ってたからな。その順番待ちの期間がほとんどだよ。その点、俺おれの仕事はこれだけだった」

「他の杖、作らなくていいの？」

「これから始める。初めての杖を作り終えるまでは、一本に傾注すると決めていた。……いや、やりかけの仕事を残したまま、他には手が出せなかったんだ。ずっと……」

「そっか」穏やかな声音こわねだった。

　イクスは荷物を下ろし、細長い包みを取り出した。

　白い手袋を塡はめて、慎重に解いていく。一番外は布で、内側は紙、さらにその内に清潔な布を巻いて杖を守っていた。

　最後の紐ひもを解くと、はらりと布が左右に分かれ、一本の杖が姿を現した。

　明るい色の杖だった。長さは地面から胸ほどまである長杖。上部の芯しん材は黄金と茶色の雑まざった色をしている。

　両手でゆっくりと持ち上げ、相手に差し出した。

　彼女は背筋を伸ばして、両手を前に出す。

「刻番三四○三・通。レニルの第四枝を使用。芯材は樹晶エッシ。粘り強く、柔らかい」静かに話しかける。「作杖者、イクス。そして杖の主、カミラ・トア」

「違うよ」

「え？」

「私はもう、カミラじゃない。魔女」彼女は優しく微笑んだ。

「……作杖者、イクス。杖の主、魔女」

「うん」

　一度頷うなずいて、魔女は杖を受け取った。

　イクスが初めて作った杖を、とても嬉うれしそうに。

　彼女が温かいお茶を淹いれてくれて、外に座って二人で飲んだ。熱すぎて、しばらくイクスは口を付けられなかった。

「どうしてイクスくんはわかったの？」魔女は穏やかな口調で訊いた。「こうなった私自身いまだに信じられないっていうか、たぶん、人間はまだ発想すらしてないことだと思うんだけど」

「方法を理解したわけじゃない。ただ構造に気づいて、それを伝えただけだ」

「凄いなあ……。私は疑いもしなかったのに」

「さきに聞かせてほしいんだが、これも魔法──なんだよな？」

「えっと……、他の人には秘密だよ。いい？　特別だからね？」彼女は片目を瞑つむる。「魔法というのは、魔力を様々なかたちに換える技術でしょう？　熱とか、光とか、音とか……。でもまだ、他にも換えられるものがあるの。それは……どう呼べばいいかな。知識というか、なんというか、つまり情報──って言ったらわかりやすい？　自分の持つ情報を、魔力に換えて、外部に放つことができるわけ。もちろん、その逆もね」

　魔女は肩を竦すくめた。

「もともとこれは、竜が人間に智慧を与えた方法だった。言葉で伝えきることができないから、ひと塊の情報として与えたみたい。でも人間が受け止めるにはあまりに大きすぎる智慧で──そこで、この森を使った」

「……森を？」

「そう。ここの森の樹は魔力を通すでしょう？　だから頭に入らない分を、樹々に入れておいて、いつでも引き出せるようにしたの。喩たとえれば、森そのものを大きな一個の頭にしたわけ。だから魔女はこの森に住み続けてきたんだ。出かけてるときに、誰だれかに勝手に伐採されたら困るもんね」

「なるほど……」目を瞑って頷く。

　情報を、魔力に換えて放つ──か。

　そんなことができるようになれば、学院も本も不要になる。

　これもまた、遠い未来に人間が至る魔法なのだろうか。

「さて、じゃあ君の番」彼女はにこりと笑う。「こんな魔法も知らずに、君はどうやって気づいたの？　その──構造に」

　イクスは空を見上げて呟つぶやいた。

「マリが泣いたからだ」

「それ、理由？」

「まあ、理由にはなってないが、発想の手掛かりになったのはそれだ」息を吐いて、語り始める。「そもそも六十年まえ、なぜマリが森から逃げおおせたのか──それが不思議だった。魔女が強力な魔法使いなら、そんなこと許しはしないだろう。すぐに見つけて、食べてしまえば良かった。つまり、それができない──それでは食べることができない事情があった、と考えられる。そうなると、最もありそうな可能性は一つ」

　人差し指を立てる。

「当人の協力がなければ、魔女は人を喰くうことができない」

「そういうこと……」

「それはいったいどういう理由なのか、俺にはわからなかった」イクスは続ける。「だがそのうち、複雑に考えすぎていることに気づいた。不死だとか、人を喰うとか、魔女という謎なぞの存在に惑わされていたんだ。冷静に考えれば、もっと現実的で簡単な答が、誰にでも思いつけたのに……」

　たぶん……。

　気づけなかったのは、自分がそうではないからだ。

　イクスはお茶を一口飲むと、ため息のように言った。

「跡継ぎを育て、名を継ぐ──それだけだ。新たな魔女を育て、その人物が次の魔女になる。人が死んで、魔女は不死になる。その方法まではわからなかったが、それしかないと思った。だからカミラに提案したんだ。魔女を継ぐつもりはないか、と」

「……どうして最初の魔女がそんなことをしたのか、その思考はわからないんだけどね」彼女は訥々とつとつと語った。「でも、その情報を知ることはできる。ずっと昔にもあのお祭り──肉囲はあってね、あるとき、踊りの輪に入れず、一人で立っている子を見つけた。魔女はその子を連れていって、それから、この繫つながりがはじまったみたい」彼女はそこで少し笑った。「そうそう、この帽子はね……。受け取ったときより大きいものを次の子に渡すっていう、よくわからない伝統がいつの間にか出来て、だからこんなに大きいんだよ」

　これで良かったのだろうか、という思いをイクスは拭ぬぐえない。

　家の裏手にある、七つの墓。

　今まで喰われた人間の数。

　たったひとつの名前のために、個を捨てる。

　たったひとりの子供のために、不死を造る。

　そのために受け継いでいる。

　永いあいだ……。

　魔女を伝承している。

　頰ほおに指を当てて魔女が言う。

「マリさんはそれを知るまえに逃げちゃったんだろうけど……」

「知ってたさ」

「え？」

「こんな簡単な結論、二十年も一緒に過ごして、気づかないわけがない」

「じゃあ、どうして逃げ出したの？」

「魔女はひとりだから」イクスは息を吸った。「自分が魔女になれば、今いる魔女は死んでしまう。マリはそれが怖くなって、だから逃げ出したんだ。だから……泣いたんだ。そして、きっとそれに魔女も気づいた。二十年で二人がどんな関係を築いていたのか、俺にはわからない。だが、だから──魔女は終わる気だったんだろう」

「そう、かぁ……」

　二人は黙って視線を交わした。

　お茶はすっかり冷たくなっていた。

「今はどうしてるんだ、まえの──えっと」イクスは首を傾げる。「なんと呼べばいいのか」

「イブさん、ね」口もとを綻ほころばせて魔女が言った。「うん、少しだけでいいから時間をくれって言ってね、マリさんのところへ行くんだって。魔女を受け渡してからも、しばらくは猶予があるみたい」

「……そうか」

　白髪の老婆と黒髪の少女の語り合う姿を幻視した。

「でも冬には戻ってきて、うん、お墓に入るって」

　彼女は目を瞑る。

「……魔女は残酷だね」

「……ああ」

　それ以外に言えることはなかった。

　森を出るまえに魔女の正面に立って言った。

「それで、どれくらいなんだ？」

「何が？」

「魔女の寿命。人間より長いんだろうけど、不死ではないんだろう？　その時期を見計らって、魔女は跡継ぎ探しをしていたはずだ」

「そうだね……。だいたいだけど、二百年から三百年ってところかな」

「やっぱり魔力と寿命は関係あるんだな」

「……うん」彼女は小さく頷いた。

「それも秘密か？」

「秘密だけど……」魔女の唇が震える。「人間や魔獣は、生まれつきその魔力を──謂わば生きる力、みたいなのに換えて生きてるの。もともと持ってる力の消耗を、そっちを代わりにして抑えている。だから魔力を持つ魔獣は、そうでない獣より長生きするって……、そういう……仕組みなんだ」

「どれくらい？」

「どれくらい？」その顔が無理に笑おうとする。

「逆は、どれくらい短くなる？」

　目を閉じて、彼女は首を横に振った。

　わからない、のか。

　それだけは秘密、なのか。

　魔女が躰をこちらに寄せてくる。

　両腕を背中に回して、イクスを抱きしめた。

「私はさ……」身長差で、下から声がした。「魔女だから、人が知らない智慧をたくさん持っている。人が使えない魔法を使える。きっと知ったらびっくりするよ。そんなことまでできるのって。もう何だってできちゃう気分。それなのにさ……、これはどういうことなのかなぁ。私がこんなに悲しいのに、こんなに辛つらいのに、どうして空が晴れてるんだろう？　あんなに雨が降っていたのに……」


「…………」



「イクスくん、私ね、赤ちゃんの君に会ったことがあるんだよ」帽子の大きな鍔に隠れて、その表情は窺うかがえない。「そのとき私は、君に花を渡そうとした。どうしてかな？　わからないけど、君の右手に花を握らせようとしたんだ。君は泣いて嫌がった。それでも、私は何度も押し付けて、無理やりその手に花を持たせた。私は……、あのとき……、ごめん。ごめんね、イクスくん……」

　彼女がなぜそんなに謝るのかわからなかったけれど──。

　ああ、魔女だ、と思った。

　二十年まえのことを、まるで昨日のことのように謝る。

　人間にそんなことはできない。特別な素質なくしては。

　彼女は、だから、なるべくして魔女になったのだろう。

　それと同時に、一つ納得したこともあった。

　そうか……。

　そんな昔からか……。
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　どうりで彼女に逆らえないわけだ……。

　しばらくこちらの胸に顔を押し付けたあと、魔女は腕を外し、笑った顔を向けた。先ほどとは違う明るい声で「そういえば」と口を開く。

「そういえば、イブさんは飛ぶんだって」

「飛ぶ？」

「うん、レイレストには飛んでいくって言ってた。私が寝てるときに行っちゃったから、方法はわからないんだけど……」

「魔女なのに？」

「だって智慧の量が多すぎるんだもの。何がどこにあるのか、調べるだけで手いっぱいだよ」

「そんなものか」

「そんなもの。あ、でもね」彼女は可笑おかしそうに言った。「なんか、樹の枝がいるんだってさ」

「はあ？」

「変だよねえ……。それで、あそこの枝を切っちゃったの。いったい何に使うんだか……」

　そう言って笑う魔女につられて、空を見た。

　いつか彼女も行くだろう場所。

　自分には一生至れない高さを。




　後日、空を飛ぶ人間の噂うわさをイクスは聞いた。

　暗い夜、白い月を横切っていく人影を誰かが目撃したそうだ。

　月の黒い影になったその姿は、先の尖とがった帽子を被り、大きな箒に跨またがっていたという。











あとがき






　本をどこから読むか──あるいは読まないか──を決めるのは、すべての読者が持つ自由のひとつです。しかし最後から読まれることを想定して構成される物語が通常ないように、こちらのあとがきも最後に読まれることを想定して書かれています（核心的なネタバレもあります）。ご了承ください。定型文があると楽ですね。




　タイトルが『竜と祭礼２　─伝承する魔女─』となっていますが、「竜と祭礼」は前作の内容に付けたタイトルですので、この小説では単に『伝承する魔女』とした方が正確といえます。フォーマットに則のっとるなら『魔女と肉』でしょうか。猟奇っぽいので却下ですが。「竜と祭礼」部分はシリーズであることを示す便宜上のものです。

　今申し上げたとおり、これはシリーズの２作めにあたり、『竜と祭礼　─魔法杖職人の見地から─』の続編という立ち位置です。共通した世界で、時系列的に後の話です。ただ、前作も今作もそれぞれ一作で完結していますので、こちらを先に読んでいただいても、あるいはこの一作だけを読んでいただいても、まったく問題ありません（実際にそうする方は少数派だと思われますが）。

　執筆したのは二〇一九年の十月から十一月にかけてのことで、四週間強かかりました。まず最初の二週間で前半部を書いたのち全消去し、残りの二週間強で初めから全部書き直す、というスケジュールでした。「続編を書く」のが初めての経験だったうえ、前作からしてそれで終わりのつもりで書いたものですから、その辺りの混乱が原因だと考えられます。「２巻にはユーイ出さなくて良いですか？」「いや、これライトノベルなので……」と担当さんに窘たしなめられる場面もありました。「主人公変えて良いですか？」と先に言わなくてよかったです。

　前回と異なり、話の舞台には大勢集まる賑やかな場所を設定しました。全体的に忙しく、騒がしい空気で、お祭り感は増しているかと。「外と内」も引き続きキーワードです。あとはとある演出を逆用しているのですが、さて……といった感じですね。

　シリーズなのでテーマは前作と共通していますが、アプローチが違うので、その辺りにも差異が感じられそうです。内容面では前作に対するカウンター、アンサーなども。いわばＡ面とＢ面の関係といったところ。一言でいえば、前作は「記録」の話で、今作は「感情」の話でしょうか（これが核心的なネタバレ）。

　一巻と同様、今回もこれで終わりのつもりで書いたのですが、予想に反して３巻が出る予定です。冬の物語になりそうです。
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